















































突然ですが、お兄ちゃんと結婚しますっ！ 2




わかった、指輪のサイズを教えてくれ。




【電子特典付き】








塀流通留
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本作品の全部または一部を無断で複製、転載、配信、送信すること、あるいはウェブサイトへの転載等を禁止します。また、本作品の内容を無断で改変、改ざん等を行うことも禁止します。

本作品購入時にご承諾いただいた規約により、有償・無償にかかわらず本作品を第三者に譲渡することはできません。

本作品を示すサムネイルなどのイメージ画像は、再ダウンロード時に予告なく変更される場合があります。

本作品の内容は、底本発行時の取材・執筆内容にもとづきます。





本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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バタフライ効果エフエクト






　バタフライ効果エフエクトという言葉がある。

　この言葉は俺たち一般人が現代を生きる上で、知っていてもおそらく、いや、ほぼ間違いなく、百パーセントに近い確率で全く役に立たない言葉なので、多くの人たちは意味を知らないんじゃないだろうか？

　以前、義ぎ妹まいの空そらにこの言葉を知っているか尋たずねてみたことがあるのだが、




「なんかおいしそう」




　と、こんな感じの非常に日常感溢あふれる回答が寄せられたので多分間違いない。

　バタフライとバターフライを勘かん違ちがいしたんだろうな。

　脳みそとろけてる俺の義妹がかわいい。

　頼たよれる現代ネツトの百科事典であるミキペディアさんで意味を調べると、『力りき学がく系の状態にわずかな変化を与えると、そのわずかな変化が無かった場合とは、その後の系の状態が大きく異ことなってしまうという現象。カオス理論で扱あつかうカオス運動の予測困難性、初期値鋭えい敏びん性せいを意味する標語的、寓ぐう意い的な表現』──と書かれていた。

　力りき学がくとかカオス理論とか、専門用語が多すぎてよくわからないと思うので、かいつまんで説明すると、どんな小さくささいなことでも、それが波は及きゆうし、巨大化し、結果的に最初の事じ象しようとは一見全く無関係な巨大な事象を引き起こす原げん因いんとなりうるという考え方だ。

　名前になったたとえから引用させてもらうと、地球の表で竜巻が発生した原因の一いつ端たんが、地球の裏で一回羽ばたいた蝶ちようにあるというもの。

　うん、超共感できるな。

「いやいやできねーよ」「何言いってるのお前？」「大丈夫？　おっぱい揉もむ？」という心の声が聞こえてきたが、あえて無む視しさせてもらおうか。俺は大丈夫だ。

　確かに普通は共感できないと思う。

　蝶の羽ばたき一つが大だい災さい害がいの原因の一端とか、俺たちの日常に言い換かえれば、朝起きてトイレで用を足すことが大洪水の引き金になる……って何か違うな？

　授業で教科書をめくったら風が起きて、女子生徒のスカートがふわりとめくれる……ってこれも何か違うな。日本語って難しい。ニュアンスは合あっているんだけどな。

　ささいなことが原因で、予想もつかない事じ態たいになる。

　俺が言いたいのは要ようはそういうことだ。こう言われれば共感できる奴やつも出てくるんじゃないか？

　行動一つが原因で。

　言葉一つが原因で。

　今の日常が崩くずれていく。

　今までの関係がリセットされ、新たな関係が築きずかれていく。

　俺、舞まい並なみ彗さとるは、今まさにそんな事象の真まっただ中にある。

　実じつ妹まい、義ぎ妹まい、似に妹まいによる、俺の誕生日に起きた三人の妹たちからの告白が原因だ。

　妹たちは今までの関係を壊こわして、俺との新しい関係を築きたいらしい。具体的には恋人関係。

　これはいただけない。

　俺は妹たちのことは好きだが、大好きだが、絶対あいつらには言えないけど、妹としてだけではなく、一人の異い性せいとして見てはいるけど、今の関係を壊したくないのだ。

　誰かを選んで泣かせるよりも、誰も選ばず今のままがいい。

　妹ハーレム最高だ。

　このように俺と妹たちの考えは真まっ向こうから対立し、現在ラブコメという名の戦争状態に突とつ入にゆうしている。

　俺が折れるか妹たちが折れるか、一年の期限が設もうけられた戦争だ。

　一つの告白によって生まれた効果は、俺たちの関係を変えてしまいかねない大だい変へん革かくを巻き起こした。

　もちろん俺は負けるつもりなんてない。一年の間耐たえ忍び、俺と妹たちの関係を大だい変へん革かく発生以前の状態に戻す気まんまんである。

　内心、異い性せいとして見ているとはいえ所しよ詮せんは妹だ。

　俺が手にしたお兄ちゃんという名の仮面をはぎ取ることなどできはしない。

　俺はそう思い疑うたがわなかった。




　しかしそうはならなかった。この世にはバタフライ効果エフエクト──ささいなことが原げん因いんで、予想もつかない事じ態たいになること──というものがある。

　三人が起こした告白という名の小さな事じ象しようは、俺たちの中だけでは収おさまりきらなかったようだ。




　その効果が現れ始めたのは六月初めの、中間テスト直前あたり。

　今回はそのあたりから語っていこうと思う。









体力






「人間、最後にものを言いうのは体力。つまりスタミナこそが生きていく中で最もっとも重要な要素に他ならない」

　六月。

　世界を彩いろどる桜の花、飲んで歌えばこの世は天国と称しようされる季節が過ぎ去り、すべての生物が暑さにやられて繁はん殖しよく行動に走りがちな初しよ夏かの午後。

　わが愛する義ぎ妹まいの舞まい並なみ空そらは、テーブルの上に直ちよく立りつ不ふ動どうし、そんなことをのたまい始めた。行ぎよう儀ぎ悪いぞ。とりあえず下おりろ。

「健全なる肉体には健全なる精神が宿やどる──という言葉もある。精神の安あん寧ねいは人生の安寧。心安らかに幸せに暮らすことこそ、全すべての人たちにとって共通の幸せだとわたしは思う」

　グッと拳こぶしを握り力説する空。

　こいつこういうキャラだったかな？　ロシアンクォーターで銀髪翠すい眼がん、おまけに色白ときているから、普通の人より紫し外がい線せんに弱いのかな？

　かわいい義妹の頭がやられては困るし、オゾンホール塞ふさがらねえかな──と俺は思った。

　左右にチラリと視線をやると実じつ妹まいの凛りん音ねも、似に妹まいの青あお葉ばも、普段の空のキャラとは違う、若干熱ねつ血けつっぽい振る舞いに戸と惑まどっているようだ。

　なにしろ普段のコイツは、美少女というユニークスキルで許される範囲の限界ギリギリまでグータラで過ごしている適当ＪＫ女子高生だからな。

　百八十度キャラの違う熱血なことを言いい始めれば、そうなってしまうのも仕方ないことだと思う。

「そんな幸せな未来をつかみ取るため、わたしは今日からトレーニングをしようと思う」

　そう宣せん言げんする空そらに俺たちは、




「ふーん、そうか」

「いいと思いますよ？」

「頑張ってね」




　こんな感じで適当に流した。

　確かに様子はいつもと違うが、言っていることは正しいので何も言うことはない。

　いや、むしろ兄である俺としては、俺のベッドに寝転んだり、本を持ち出して片づけなかったり、寝ころんだままアイスを食ったりするこいつの生活態度にいつか活かつを入れなければならないとも思っていたので、丁度いいとさえ思っている。

　生活環境の向こう上じように積せつ極きよく的てきなのは素晴らしい。

「じゃあ空、一所懸命やってこい。あ、凛りん音ねに青あお葉ば。今日の夕飯で何か食べたいものってあ──」

　ズン。

　買い物に行こうと机の上の財布を手に取った瞬間、急に背中が重くなった。

　金……そして背中の重さ。

　俺の脳のう裏りに急に昔話の『おぶさりてい』が思い浮かぶ。

　この話は男が夜中に道を歩いていると、低く、くぐもった声で「おぶさりてぇ……」という声が聞こえてしまい、パニックになった男が勇気を振り絞しぼり（ヤケになったともいう）「おぶさりてえならさっさとおぶされ！」と言ってしまい、よくわからん不ぶ気き味みな存在をおぶったまま帰宅してしまうという話だ。

　ちなみに背せ負おわれたよくわからん存在は財宝の化け身しんで、勇気を示しめした男は大金を手にして幸せに暮らしたというのがこの話のオチ。

　あの昔話と同じく、俺は今よくわからんものに背中を占せん領りようされている。

　だとすれば、このまま帰宅すれば俺も金銀財宝ゲットできて大金持ち。一生金に困らず幸せに暮らせるぜヒャッホウ！──ってそんなわけない。

　そもそも発生場所が俺の部屋だ。すでに住み始めて約二か月だが、そんな事故物件めいたことは起こっていない。

　事故物件じゃないのにこの状況……一体何がどうなっているのか？

　原げん因いんを知るべく視線を後ろへ向むけると。

「今日からトレーニングをしようと思う」

「……近ちけぇよ」

　目の前に義ぎ妹まいの顔があった。

　キスまで数センチの距離を挟はさみ、空そらが俺を睨にらんでいる。

「今日からトレーニングをしようと思う」

「うん、いいことだな」

「今日からトレーニングをしようと思う」

「前々からお前のグータラな態度には一言もの申もうそうと思っていたんだ。お前が自分から改かい善ぜんしようとしてくれるのはお兄ちゃん嬉うれしい。だからさっさと下おりて行ってこい」

「今日からトレーニングをしようと思う」

「だから行ってこいって言いってるだろうが！」

　俺は部屋の中央に移動し、背中の空を振り落おとすべく、ぶんぶんとその場で回転する。

　空が振り落とされまいと俺の首をつかみ、さながら巨大なプロペラのようだ。

　すっごい苦しい。

「この……いいかげん下りろっての！」

「……あっ」

　首に回された手をほどくと、ようやく空は俺から下りた。

　俺はその場に伏ふせていた凛りん音ねと青あお葉ばに空を引ひき渡し、事情を空から聞くことにする。

「トレーニングするのはわかったよ。……で？　他に何か言いたいことでもあるのか？」

「青葉さん、ちょっと空ちゃんの腰を抱えてください。わたしは手を押さえておきます」

「うん、ある」

「そっか。じゃあさっさとそれを言ってくれ。夕方のタイムセールが始まる前に」

「了解了解。……よっと。あ、わたしのスカートめくれてない？」

「大丈夫です。見えていません」

「その前に二人を止めてくれると嬉しい」

「ごめん、無理」

　実じつ妹まいと似に妹まいの圧力がすごい。

「空ちゃん、部屋の中で危ないことをしてはいけませんよ？　これは危ないことをしたおしおきです。青葉さん、どうぞ」

「そうだよ？　いくら空ちゃんが軽いって言ったってあんなことしちゃダメだ。お兄の首と腰がどうかしちゃったらどうするのさ？」

　空そらを連れん係けいして完璧に抑おさえ込こんだ凛りん音ねと青あお葉ばは、実にリズミカルな動どう作さで空の尻しりを叩たたき始めた。

　パンッパンッパンッパンッパンッ！──と、さながら女子高生を用もちいた太たい鼓この鉄人だ。

　スカートごしに肉を打たれ続ける空は「あっあっあっあっ──あぁーっ!?　あ、あ、あ、あ？　お？　ほ？　ほあっ!?　あ、ああああああぁぁぁぁぁぁぁ…………」と、叩かれるたびにちょっと悩なやましげな声を上げる。やっぱり俺の義ぎ妹まいってＭだな。

「だ、大丈夫。あのくらいで……ど、どうかなるほど…………彗さとるはヤワじゃない」

「だとしてもです。ああいう危険なことをしてはいけませんよ？」

　腰に手を当て、凛音が空に説教する。

　実じつ妹まいのお姉さんな一面にちょっとほっこりする俺である。

「兄さんが腰を痛めたら、将来の子作りに悪あく影えい響きようが出るでしょう？」

「そうだよ？　新婚旅行でお兄と愛し合あえないとかわたし絶対嫌だよ？」

「ごめんなさい。わたしが完全に間違っていた。もう二度としない。将来彗に励はげんでもらうためにも」

「励まねえよ！」

　これ以上妹たちに何か言いわせると収しゆう拾しゆうがつかなくなりそうなので黙らせようと、手に持っていた財布でツッコミを兼かねて軽く尻に一いつ閃せん。












　三人の尻しりからそれなりにいい音がしてスカートが波なみ打うった。

　三人の妹が「んぅーっ♪」という声を上げて前のめりにぐったり。叩たたかれた場所を押おさえて軽く悶もだえている。俺の妹たちがドＭかわいい。

　みんなしばらく戻ってきそうにないので、俺はとりあえず買い物を済ませるべく近所のスーパーに向かった。

　なお、スーパーは絶ぜつ賛さんタイムセール中だったので、俺と見知らぬ名もなき主戦婦士たちの間で肉をめぐる激しいバトルが展開されたのだが、そこに妹たちはいないのでこの話はまたの機会にでも。





　　　　　☆






「で、何で急にそんなことを言いい出したんだ？」

　買い物を終えて帰ってくると、全員回復していたので空そらの取り調べ再開。

　やわらかめのクッションを渡してそう質問すると、先ほど叩かれまくった尻をさすりながら空が答える。

「……マラソン大会のため」




　マラソン大会──。

　小学校をはじめ、この国の多くの教育機関が実じつ施ししている運動行事である。

　学校によって走る距離はまちまちだが、大体男女ともだいたい十キロ以内に収おさまっていることが多い。

「マラソン大会で完走したい。そのためにはトレーニングが必要だと判断した」

「女子の距離は確か七キロでしたよね？」

「普段運動していない人に七キロはキツいもん。空ちゃんがトレーニングしようっていうのも納得だね、お兄」

「いいや」

　ふるふると俺は首を振った。

　確かに普通に考えれば七キロなんて、女子どころか男子だって何の準備もせずに走れるような距離じゃない。

　ノー準備で走ったら途中で力尽つきてしまう未来が待ったなしである。

　走りきろうというのならば、運動部で普段から鍛きたえている人以外は、入念なトレーニングが必ひつ須すだろう。

　なので、この答えはマラソン大会に臨のぞむ俺たちの学校の生徒にとっては、しごく一般的な回かい答とうなので納得できる答えと言いえよう。

　空そらが言いったのでなければ。

「空」

「な、なに、彗さとる？」

「お前、俺たちに何か隠かくしているな？」

「！」

　空の表情がこわばった。

　やっぱりな。この義ぎ妹まい、何か俺たちに隠していることがあるとみた。

　先ほどの回答で納得できるのは、あくまで真面目まじめな学生生活を送っている一般的な生徒だけだ。

　県内トップクラスの進学校とはいえ、できるだけ楽に、自由に、成績に影響しない範囲でなら、多少不真面目でも気持ちよく学生生活を送れればいいや──と思っている要よう領りようのいい生徒も中にはしっかりといる。

　そして空は後者。普段の生活でわかると思うが、こいつの本質は自由奔ほん放ぽう。自由に楽しく気持ちよく、ダルいことはやりたくないという、典型的なグータラＪＫ女子高生である。

　そんなダメかわいい義妹がこんな熱ねつ血けつなことを突然言い出したら、頭を強く打ったか、それとも何か事情があるのかを疑うたがうに決まっている。

「そ、そんなことない。わたしはいち学生として、何より彗の未来のお嫁さんとしてしょーじきに全すべてを話したつもり！」

「噓うそはいけませんよ、空ちゃん」

「そうだよ。だってお兄の未来のお嫁さんはこのわたしなんだからね！」

「青あお葉ばさん、エイプリルフールはもうすぎましたよ？　兄さんと一緒にヴァージンロードを歩くのはわたしです。そうですよね、兄さん？」

「お前ら、少し黙っとけ」

　話が進まなくなる気がしたので二人に軽くデコピンでツッコミを入れる。

　空の正面にしゃがみ込こんで、下から見上げるように顔を覗のぞき込む。

「空、正直に全部話すんだ。血は繫つながっていなくても俺たちは兄妹きようだいだ。隠し事はなるべくナシでいこうぜ」

「か、隠し事なんてしてない。さっきも言ったように、私は全てを話したつもり」

「つもりってことは、話していない可能性もあるってことだな？」

「……そんなことない」

「空、俺は正直なお前が好きだな」

「将来彗と結婚したら男の子と女の子を二人ずつ授さずかりたい。あと、凛りん音ねと青葉とも子どもを一人ずつ作ってもらって、子どもだけでバスケットボールチームを作りたい」

「正直に聞きたいのはそっちじゃねえよ!?　っていうか４＋２だと６じゃねえか！　一人余あまるぞその計算！」

「大丈夫、一人は補ほ欠けつだから。スタメンに何かあったときの予備」

「その子がグレる未来しか見えねえ!?」

「そうならないよう精一杯甘やかす。わたしはもちろん、凛りん音ねも青あお葉ばも」

　美人の母親たちの甘やかし……特とく殊しゆな性癖を覚かく醒せいさせる危険を孕はらんでいるな。

　マザコンならまだしも、赤ちゃんプレイにはまったらどうしよう？──ってそうじゃないだろ俺。

「空そら、もう一度聞くぞ？　何で急にトレーニングしようなんて言いい出したんだ？　正直に理由をすべて話せ」

「そ、それは…………」

「それは？」

　空の視線が動き出した。

　両手を膝ひざに置き、俺たちと下とを交互に、チラチラと視線を移動させる。

「……笑わない？」

「笑わうもんか。なあ？」

「ええ、空ちゃんが何を言おうとわたしたちは笑いませんよ」

「隠かくしたいことを明かすんだ。その勇気を笑う人なんてここにはいないよ」

　俺たち全員が同意する。

　安心したのか、空の口がゆっくりと開ひらき、真実を語り始めた。

「じ、実は……」

「「「実は？」」」

「わたしが、トレーニングすると言い出した理由は……」

「「「理由は？」」」

「マラソン大会に真面目まじめに臨のぞもうという理由は……」

「「「理由は？」」」




「完走しないと夏休み中ずっと補習と言われたから」

「「「………………」」」




　誰も、笑わなかった。

　いや、そもそも笑えなかった。

「……空」

「………………はい」

「どうしてそんなことになったのか、正直に俺たちに話してみなさい」

「じ、実はその…………………………中間テストが……」

「ボロボロだった……というわけですか？」

「……うん」

「あ、あれだけわたしたちが教えたのに？」

「……はい」

「ちなみに何点だったんだ？」

「げ、現国が二十五、歴史が十一、ほ、他は勘かん弁べんしてほしい」

　恥ずかしいのか、それとも申もうし訳ないのか、空そらは決して俺たちのほうを見ない。

「あ、で、でも数学と科学、物理は百点！　だから褒ほめて？」

「褒めてもらえると思うのか？」

「……全くもって思わない」

　場の空気がズーンと重くなった。

「二十五点に十一点とか、何かもう、いっそのこと夏休み中ずっと補習してもらったほうがいいような気がする」

「そんなこと言いわずに助けて彗さとる……。完走すれば一週間ですむ……」

「助けてとか言われてもな、これはお前の問題だし」

「一緒に練習してくれるだけでいい。一人じゃ心が折れそう……」

　だからしつこく繰くり返したってことか。

「……しょうがねえな」

　俺は深いため息をつき、了りよう承しようの意を伝える。

　俺の返事を聞くなり、空は地獄で蜘く蛛もの糸を発見したカンダタ（詳くわしくは芥川龍之介・著『蜘蛛の糸』を参照）のように、表情をパアアアァァァ……と明るくした。

　カンダタのように失敗して、その表情が絶望に染そまらないでほしい。義と父うさん＆義か母あさん強制一時帰国になるから。

「お前たちはどうする？」

「もちろんつきあいますとも。空ちゃんだけに兄さんを独どく占せんなんてさせません」

「お兄と一緒に走れるとか、昔みたいで楽しそう♪」

　凛りん音ねも青あお葉ばもつきあってくれるそうだ。

　そんなわけで、俺たちは空につきあい、マラソン大会へ向むけての体力づくりを始めることになった。

　なお、返事の際さい小さく「……チッ」と舌打ちしたような声が聞こえたけど、気のせいだということにしておく。









衣替え






　その日──世界は一いつ変ぺんした。

　青と黒、深しん淵えんなる宇宙を思わせる様よう相そうから、光あふれる華やかな光景へと世界が変わる。

　神しん秘ぴのヴェールにつつまれた世界の謎が露あらわになるのは今！　時は来たれり──とか言いうと、大作なＲＰＧのオープニング感がパないけど、俺が言っているのは現実の話。ぶっちゃけると衣替えである。

　六月の頭に起こる冬服から夏服へのチェンジ。太陽に透けるＹシャツが眩まぶしい季節になりましたね──ということを少し変わった感じに脳内表現してみたのだがどうだろうか。

　実際に口にしたら生温かい目で見られてしまいそうなことを考えてしまっているあたり、俺は色々と疲れているのかもしれない。具体的に言うと妹のことで。

「………………ふう」

　教室で自分の席につくなり、かばんも開ひらかず突つっ伏してしまう俺。

　やはり昨日の夜は少々やりすぎたのかもしれない。

　やりすぎた──こう言うと思春期的にエッチなことの隠いん語ご表現だと勘かん違ちがいしてしまいがちなので、念のため否定させてもらう。

　昨日俺がやりすぎたのは、当然エッチなことじゃなくて空そらのことだ。

　あのバカかわいい義ぎ妹まいが、マラソン大会の完走と引き換かえに、夏休みの補習を軽減してもらうという取引をしたため、それにつきあい色々とやっていたというわけだ。

　基礎体力づくりのジョギングを始め、腕うで立て、腹筋、上体反らし、そしてサーキットトレーニングと、普段、あまり運動をしていないため色々と一通りやってみたのだが……死んだ。

　特にサーキットトレーニング。何あれ!?　全身の筋肉を鍛えるのと同時に、有ゆう酸さん素そ運動で呼吸循環器系も鍛えられるという超効率的なトレーニング方法ってあったんだけど、マジで何なのあれ!?　一般人がやるトレーニングじゃないんだけど!?

　時間的効率を重視しすぎるあまり、全身にかかる負担が本気でヤバいレベルだった。

　はっきり言って素人しろうとがやっていいものじゃない。本当に死ねる。

　噓うそだと思う人は一度やってみるといい。ワンセットなら多分いけるだろうけど、繰くり返し行うと普通に逝いく。

　おかげでふとももの裏とか腹部とか二の腕が乳酸でパンパンだ。今ならバスや電車でお年寄りに席を譲ゆずろうとしても、断られて逆に座らせられてしまうんじゃないだろうか。日本のお年寄りは基本優しい。

　首を動かし廊下側を見ると、凛りん音ねも俺と同じように筋肉痛で苦しんでいるようだ。

　学校では清せい楚そで品のあるお嬢様キャラで通っているため、俺みたいに人前でダラけないし、家でみたいにアホなことを言いったりしないが、完全に表情が固まっている。

「おーい（ずぶっ）」

「うっほおぉぉぉっ!?」

　腕うで立てで張はり詰めた上じよう腕わん二に頭とう筋きんに指をぶっすりと突つき刺さされてしまい、思わずゴリラみたいな声が出てしまう俺。

　そういえば凛りん音ねもこの前似たような声を出した気がする。やっぱ俺たち兄妹きようだいだな。見た目は似ていないけどリアクションは似ている。

「な、何よ!?　急にゴリラみたいな声を上げて!?」

　痛みの反動で顔を上げた瞬間、俺の視界に飛び込こんできたのは──ギャルだった。

　そう、ギャル。日本のＪＣ地方からＪＫ地方に広く分ぶん布ぷし生せい息そくすると言われるアレだ。黒かった髪を茶色や金色に染そめ上げ、個々のセンスで自由に盛る生物。

　中学までは普通だった女子も、高校に進学するなり突然ギャル化することもあることから、最近有ゆう識しき者しやの間では女子のギャル化は唾だ液えきなどによるウィルス感染がその原げん因いんではないかという説もあったりなかったり。

　ちなみに目の前のギャルはわりと一般的な姿で髪は金髪。そこそこ伸ばした髪を頭の両端でツインテール風にまとめている。












　うちの学校じゃなかったら確実に指導を食らってるな。

　進学校なのにこういうのを許すあたり、相当懐ふところの深い学校だと思う。

「お、お前こそ急に何だよ？　俺に何か用か？」

「今日あんた日直でしょ？　ふざけて変な声上げてないで、さっさとやることやりなさいよ」

　言いわれてみれば。

　確かに黒板のすみっこに俺とこいつの名前がしっかりと書かれている。

　舞まい並なみ彗さとるに安あん国こく寺じ神み子こと。

「ほら、チョークの補ほ充じゆうとか黒板消しの準備とかはやっといたから。あんたは日誌を取ってきて」

　そう言いギャル──神子は俺の手を強引に引っ張り上げ無む理り矢や理り立たせる。

　乳酸でパンパンだった俺の全身から悲鳴が上がる。

　ついでに俺の口からも悲鳴が上がる。「んほおおおぉぉぉぉっ!?」と。

　間違いなく俺は苦しんでいるんだけど、字じ面づらで見ると本当にそうなのか疑うたがいたくなる悲鳴だな。悦よろこんんでいるようにも思えるわ。

「う、く!?　お。おおおぉぉぉぉぉ…………」

「え、何？　あんたもしかして本当にどこか悪いの？」

「み、見ればわかるだろ…………」

　関節部が錆さびついたロボットみたいだからな、今の俺。

　筋肉痛で動くのがわりと辛い。

「しょうがない、あたしが代わりに行ってあげるわよ」

　記録だけはやってよね。字書くだけならできるでしょ？──そう言うと、神子は俺を座らせ教室のドアへ向かう。

「あ、ありがとう……マジで。本気で感謝する」

　彼女の背中に向けてそう言うと。

「お礼なんていいわよ。あんたとあたしの仲じゃないの」

　軽く手を振り、神子は教室から出て行った。

　最後に首だけ出して、「モンドールのケーキでいいわ」と言い残すあたり、わりとちゃっかりしてると思う。





　　　　　☆






　安国寺神子──彼女と俺の仲はただのクラスメイトというわけじゃない。

　彼女と俺の出会いは小学校のころに遡さかのぼる。つまり、幼なじみというやつだ。

　俺が舞まい並なみ家に引き取られて少ししたころ、近所に神み子この一家が引っ越してきて知り合あって以来、その関係が今の今まで続いている。

　先のやりとりでわかると思うが、俺たちの仲は非常に良りよう好こうだ。

　義ぎ妹まいの空そらも神子には懐なついているし、神子も出会った頃から本当の妹みたいに空を扱あつかっていたし、かつてのご近所さんたちは「いつ結婚するの？」とか言いっていたし、学区が違うので小中学校が別々なことを除のぞけば、理想的な幼なじみの関係と言えるだろう。

　引っ越し以来バタバタしてて、最近あんま話せていないけどな。




「ねえ、もう少し早く書けないの？」

　なかなか日誌を書き終えない俺に対し、神子がそんな要求をしてくる。

　書けと言いわれて書けるようなものでもないので、何か文句を言おうと思ったが、やめた。

　すでに時は放課後。クラスメイトは凛りん音ねを含め、俺と神子以外の全員が下校している。

　俺のせいで下校できないわけだし、少しくらいの叱しつ責せきは甘んじて受け入れるべきだろう。

「悪い。もうちょっとだけ待ってくれ。右手が疼うずいて思い通りに動かないんだ」

「中二病を発症したての中学生みたいなこと言ってないで、さっさと書きなさいよ」

「わかってるよ。でも、本当に思うように動かないんだって」

　やはりサーキットトレーニングは初心者にはお勧めできないな。

　効率を追求しすぎていて、その後のことを全く考えていない。

「あー、もう！　ちょっと貸しなさい！」

　神子は俺からシャーペンをひったくると、スラスラと日誌を書き始める。

　神子はこう見えて結構面めん倒どう見みがいい。

　見た目こそ今風のギャルではあるものの、中身は意外と気が利きくのだ。

　家事も得意だったりするし、たぶん保育士とか向いてると思う。

「これもあたしがやってあげるわよ。……全く、結局全部やっちゃったじゃない」

「……すまん」

「謝らなくてもいいわ。あんたとあたしの仲じゃないの。ケーキ一個じゃなくて、二個奢おごってくれるって信じてるから♪」

「……奢らせていただきますとも」

　俺は財布の中身を確認した。

「それじゃ行きましょ」

　そうこうしているうちに書き終わったようで、神子は日誌とかばんを手に席を立つ。

　俺はいったん彼女と別れて先に昇降口へ。職員室から戻ってきた神子と合流し、ケーキ屋へと向かう。

　たわいのない話をしているうちに到とう着ちやくしたので、ケーキと飲み物を購入。

　イートイン・スペースの空あいている席についてケーキを味わう。

「ねえ彗さとる？」

「うん？」

　すでに一個目のケーキを半分ほどたいらげてから神み子こが口を開ひらいた。

　名物の一つであるワニさん──エクレアをワニっぽくデコったケーキ。牙きばをイチゴで表現していてかわいい──が、半分ほど姿を消している。

「最近どう？　学校は楽しい？」

「何で、息子との話題に困ったお父さんみたいなことを聞く？」

「お姉ちゃんが聞いてこいってうるさいのよ。あんたと空そらのこと」

　神子には杏きょう子こという名の五つ年上の姉がいる。

　彼女は妹の神子だけでなく、俺や空のこともよく気にかけてくれていたので、俺たちの今が心配なのかもしれない。

「急に引ひっ越したから心配なんじゃない？　おじさんの転てん勤きん、本当に急だったし」

　確かになあ。

　家に帰るなり荷物が全部なくなってたから、ものすごいやる気まんまんの泥棒に入られたか、それとも神様が遊び半分でデスゲームを発動したのか、義か母あさんから電話がくるまでわりと本気で考えたしな。

「で、どうなの？　ちゃんと生活できてるの？　学校は楽しく通えているわけ？」

「両方とも問題ねえよ。杏きよう姉ねえちゃんが心配するようなことは何もないって言いっといてくれ」

「本当？　何か今日──っていうか今もだけど、あんた様子がおかしいじゃない。一人暮らしで生活が乱みだれていたり、変なものでも食べて調子をおかしくしてるんじゃないの？」

「そんなわけあるかよ。むしろ変なもんを食べる心配をするなら空のほうだろ？」

　あいつ家事全然できないからな。

　夕飯は俺たちの誰かが作ったものを食っているし、朝飯はコンビニで買い食いか、俺の冷蔵庫から勝手に何かをパクるかの二択だからな。

　掃除も洗濯も適当だし、兄としていつかどこかで矯きよう正せいしてやらねばなるまい。

「じゃあ何で様子がおかしいのよ？」

「空につきあって遅くまで頑張っていたからだよ」

「っ!?」

　正直に理由を話したら神子が絶句した。

　フォークに刺ささっていたケーキの欠片かけらが、ポロッと外れて皿に落下する。

　何だこのリアクションは？

　俺、別に変なこと言いっていないよな？

「急に黙ったけどどうかしたのか？」

「どうかしたのかって彗さとる、あんた、あん……………………ゴホン」

　神み子こは何かを言おうとしたが、言葉を引っ込こめて咳せき払ばらいいをした。

「え、と……一応確認するけど、あんたが遅くまで空そらと頑張ったことって、変なことじゃないわよね？」

「変なこと？　変なことって何だよ？」

「う、うん……ほら、あんたと空って兄妹きようだいだけど血が繫つながっていないじゃない？　だから……」

「兄妹の枠わくを超えたことをしていないかって？」

「は、はっきり言うな！」

　俺の言葉に反応し、神子が耳まで真まっ赤になる。

　エロいことを連想してしまったことを看かん破ぱされたのが恥ずかしいのかもしれない。

　この程度で恥ずかしがるって中学生かよ。

「で、どうなの？」

「あのなぁ……俺がそんなことするように思えるのかお前は？」

　やれやれと言う意味を込めたため息をつく。

「だ、だって男ってそういうもんなんでしょ？　思春期男子は性欲の権ごん化げって雑誌に書いてあったし……友達も言ってたし……何より空メチャクチャかわいいし……だったら、妹だけど、血が繫がってないから問題ないよねっ!?──ってなってもおかしくないと思うじゃない？」

「そんなふうに思ってたんかい」

　血が繫がってなくても妹は妹じゃねえか。

　問題ありまくりだっての。

「神子、俺は悲しいよ。確かにお前の友達や雑誌の言う通り、思春期の男ってのはエロ……もとい、そういうことに興きよう味み津しん々しんなのは否定しないさ」

　エロって口にしたら睨にらまれたのでふわっとさせた。

「だけどさ、いくら何でも妹はねえよ。血が繫がってないなら法的にも遺伝子的にも何も問題ないけどさ、世せ間けん体てい的に問題ありまくりだろう？」

「あ、あはは……そうよね」

　俺の理り路ろ整せい然ぜんとした説得が功こうを奏そうしたようで、神子は自分の過あやまちを素直に認めた。

「ごめんね彗。あたしのほうこそちょっと疲れていたみたい。冷静に考えればあんたの言う通りよね。兄妹で恋愛とかありえないわよね」

「そうだろう？」

　兄と結婚したい妹たちと、その妹たちを内心女として見ている自分の関係を棚に上げてドヤる俺である。

「別に変なことじゃないってわかったところで、結局あんたが空そらとしていたことって何なの？」

「将来に向けての予行演習かな？」

「やっぱりエッチなことじゃない！」

「違ちげぇよ!?」

　赤点取りまくって夏休み中補習なんて体てい裁さいが悪いので、ちょっとぼかして言いってみたのだが上う手まく伝わらなかったらしい。

　変なことはしていないってあらかじめ言っているのにこの勘かん違ちがい……日本語って本当に難しいな。世界で二番目に難しいと言われるだけのことはある。（ちなみに一番はラテン語という話だ）

　勘違いされたままではアレなので、俺は仕方なく全部話すことにする。

「なーんだ、ただのトレーニングか。それなら最初からそう言いなさいよ」

　俺が変だった理由がただの筋肉痛とわかり、神み子こは二個目のケーキ（タヌキさん）に手を伸ばす。

　コーヒー風味に味付けがされたソレを、ゆっくりと味わいながら食べ終わり、食後の紅茶を流し込こむと、神子は何か思いついたような表情になった。

「筋肉痛っていうけどどれくらい痛いの」

「朝よりはだいぶマシになったけど、動くとそれなりに痛いな。重いものとか持ったら、たぶん全身が悲鳴を上げる。乳酸でパンパンだし」

「ふーん、そう」

　神子は思し案あん顔がおで立ち上がり出口へ向かう。

　俺が財布を出して会計をすまし、後に続く。

「一応確認するけど、あんた普通にしてても結構痛いのよね？」

「うん、すっげー痛いな」

「じゃあさ──」

「うん？」

　次の瞬間、神子がとんでもないことを口にする。




「今日はあたしが夕飯を作ってあげる」




　………………………………？

　予想外の一言に俺の思考が一いつ瞬しゆん止まった。

「え、と……ごめん。今何て言いったのかよく聞こえなかった。悪いけどもう一度言ってもらえるか？」

「いいわよ。今度は聞き逃さないようによく聞きなさい？　今日は、あたしがご飯を作ってあげるって言ったの」

「え……ご飯を、作る？　誰が？」

「あたしが」

「誰の？」

「あんたの」

「俺の？　夕飯を？　………………神み子こが？」

「そう」

「神子が!?」

　ここでようやく俺の脳みそが再起動を果たした。

「い、いやいやいやいやいやいやいやいやいやいやいや!?　さすがにそんなことしなくても大丈夫だから！」

「いいっていいって。あんたすごく辛そうだし」

　……やばい。

　いやいやいや、やばいってこれ!?

　やばいよやばい！　マジでやばいから本当に！　やばすぎて目ん玉が飛び出るどころか、その奥の視神経までいくレベルなんだけど!?

　何な故ぜなら、俺は一人暮らしだが一人じゃない。

　現在俺の部屋は同じアパートで暮らす妹たちのたまり場になっている。

　義ぎ妹まいの空そらはいい。神子とは顔見知りだし、仲もいい。兄妹きようだいだと知っているから特に危険はない。

　危険があるのは残り二人、実じつ妹まいの凛りん音ねと似に妹まいの青あお葉ばだ。

　凛音はクラスメイトで青葉は先輩。事情を知らないヤツが俺の部屋にいるのを見たら、変な風に勘かん繰ぐられてえらいことになる可能性がある。主に思春期的な意味で。ＰＴＡ怖い。

　色々な意味で危険極きわまりない。

「さ、さすがにそんなことまでやらなくてもいいから！　辛いけど自分のことは自分でできるし、そんな気を使わなくていいってば！」

　必死に神子を説得する俺。

　高卒が標準の現代日本において、高校中退なんてなりたくない。

　理由があって自分から辞めるのならいいが、クビになるのはごめん被こうむる。

「遠えん慮りよしないの。小中学校は違うけど元ご近所さんだし、一緒に遊んだ仲じゃないの」

　そんな俺の心情を察する様子はなく、神子は来る気まんまんである。

「いや、別に遠えん慮りよとかしてねえから！　だ、大体だな！　嫁入り前の娘が、年頃の男の部屋にご飯を作りに上がり込こむなんてふしだらだぞ!?」

「なーに言いってんの。あんたの部屋なんて今更でしょうが？」

「前の家の話だろう！　言っておくけどなあ、今俺一人暮らしだぞ？　マンションの一室で一人暮らしなんだぞ？　……いいか神み子こ。若い女の子が思春期の男の部屋に上がるとか、ましてやご飯を作りに行くとか、本当に危険なんだ」

　お前の友達や雑誌はそう言っていなかったか──と、尋たずね、続ける。

「分別のある大人の男なら危険は少ないからそれなりに大丈夫かもしれない。だけど、俺たちみたいな思春期の男なら話は別だ。女子が一人で部屋に、しかもご飯を作りに来るなんてしたら、何をするかわからない。制服＋エプロンの健康的な色気の中に将来の家庭像を思い描いてしまい、未来と現代の境界線があいまいになって後ろから抱きしめてしまうかもしれん……。もしもそんなことになれば今は夕方、黄昏たそがれ時どきの雰囲気にやられてそのまま……」

「そ、そのまま…………？」

　俺は極きわめて深刻そうな表情を作り、次の言葉を紡つむぐ。




「俺、お前を……食べちゃうかもしれない…………」

「……………………っ！」




　神子の瞳が見み開ひらかれたのがわかった。

　ふふん、これだけ言えば俺の部屋に来ようなんて思わないだろう。

　自分の貞てい操そうの危機だとわかれば、一人で男の部屋に上がろうなんてするわけがない。

　これで安心だ。

　問題があるとすれば、神子に俺が性欲魔人だと思われたくらいのものだな。思春期の男はみんな狼おおかみ。性欲を満たすために日々青春の大海を彷徨さまよう飢うえた狩人ハンター。

「そういうわけだから遠慮する。今日は外食でもするから大丈夫だ」

　じゃあまたな──と、手を上げ神子に背を向むける。

「……？」

「ねぇ……」

　立ち去ろうとした俺の服を神子がつかんだようだ。

「……今の話、本気？」

　神子が顔を上げずに尋たずねてくる。

　夕方でやや暗いし、表情がよくわからない。

「あたしがあんたの部屋に行ったら、危ないって本気で言ってる？」

「ん？　ああ、もちろん」

　客観的に見て神み子こは相当見た目のレベルが高い。

　具体的に言いうと俺の妹たちに匹ひつ敵てきするレベルだ。スレンダーなわりに胸は出てるし腰は細い。ヒップラインも申もうし分なくキレイだし、見た目は文句なしの美少女である。

　そんな神子が俺の部屋に来るとか……空そらはいいとして、凛りん音ねと青あお葉ばが何をするかわからなくて本気で怖い。

　はっきり言おう。




　俺の部屋に来た場合、神子に貞てい操そうの危機はない！

　ただし、命の危険がある可能性がある！




　俺は愛する妹たちを犯罪者にしたくないので、神子の提案は絶対に断る。

　たとえ、俺の名めい誉よを傷つけたとしても。

「そ、そういうことなら仕方ないわね！」

「どうやらわかってくれたようだな」

　ふぅ──と、安あん堵どの息を一つ漏もらす。

「じゃ、じゃあ、そろそろあたしはこれで……」

　神子が俺の服を放はなし顔を上げた。

　夕日が顔に当たり赤く染そまっている。

「それにしても知らなかったなあ……。ま、まさか彗さとるがあたしをそういう目で見てたなんて……」

「思春期の男の子は、見み目め麗うるわしい女子を見るとそう思ってしまう悲しい生き物なのさ。キモいと思ってもいいんだぜ？」

「お、思わないわよ！　だ、だって……その……ううぅぅ～～～…………」

　神子が言い淀よどんでいる。

「だって、何だよ？」

「何でもないわよバカッ！　わかれ！　察しろ！」

「無む茶ちや言うな！」

　何も言わずに互いのことを理解する──もしもそんな人がたくさんいたら、世界に戦争は存在しない。

　そんな優しい世界になったらいい。そうは思うが現実は非常、世界には未いまだに戦争があるし、言葉を尽くしてもお互い理解することは難しい。

「バーカバーカ！　彗のバーカ！」

「うるせーっ！　バカって言うほうがバカだって昔お前の姉ちゃんが言ってただろうが！」

　大体、お前俺より成績悪いじゃねえか。

　夏休みのたびに学校違うのに、「手伝っでえぇぇぇ～～。わからないのおおぉぉぉ～～～～」とか俺に泣きついてたのはどこのどいつだ。

　ようやく学校が一緒になった去年も「手伝っでえぇぇぇ～～。わからないのおおぉぉぉ～～～～」って思いっきり泣きついてきただろうが。

　空そらと一緒に宿題を見てもらったのをもう忘れたのかお前は。

「バーカ！　彗さとるのバーカ！」

「うるせーよ！　バーカ！」

　飽あきもせずお互いバカと繰くり返し合あううちにだいぶ距離が離れ、俺たちは別れる。

　その夜、「手伝っでえぇぇぇ～～。わからないのおおぉぉぉ～～～～」と、明日当たる英文の訳やくを電話で聞いてくるあたり、やっぱ神み子このほうがバカだと俺は思った。









友達の家に行くときはまず電話をしよう






「……疲れた」

　休日の昼前。

　マラソン大会に向むけてのトレーニングから帰るなり、ばたんきゅ～と玄関で空が倒れた。

　すごく邪魔なので、俺は空を持ち上げて部屋の中に運ぶ。

「お姫さま抱っこでお願い」

「うるさい、動けるなら自分で歩け。っていうかお前の部屋は隣だろう」

「そうだけどここもわたしの部屋。夫婦は部屋を共有するもの」

「お前と結婚した覚えはねえよ！」

「彗にはなくてもわたしにはある」

　ちょっと待ってて──と、空が自分の部屋へと戻っていった。

　しっかり歩けるじゃん。

「ほら、これ」

　そう言いい、空が見せたのは指輪だった。

「わたしと彗が結婚した証拠あかし。小さい時に彗にもらった」

　縁えん日にちなんかでわりとよく見る指輪だ。

　宝石部分がやけにキラキラとしており、いかにも子どものおもちゃといった感がある。

「まだ彗さとるがうちにきて半年も経たたないころ、神み子こや杏きよう姉ねえと一緒に行った縁日で彗が買ってくれた指輪」

「思いっきりおもちゃの指輪じゃねえか」

「彗、おもちゃか本物かなんて関係ない。こういうのは気持ちが重要」

「その気持ちも全くないわけだが……」

「そんな噓うそつかなくてもいい。彗の愛する義ぎ妹まいにして、将来の妻たるわたしにはちゃんとわかってる。彗がわたしと結婚する気まんまんだということが」

「……空そら、たまには兄妹きようだい二人の時間を作ってお互いのことを話し合あおうか。どうも俺とお前の間には認にん識しきのズレが発生しているようにしかお兄ちゃん思えない」

「わかった。じっくりと将来の話をしよう。わたしは子どもが四人はほしい。男の子と女の子二人ずつ。凛りん音ねと青あお葉ばは一人ずつ。ただし人工授精で」

「そういう話が出ないように話し合おうって言いってるんだよ！」

「そう……わかった。じゃあ人工授精というのはナシでいい」

「そこを出すなって意味じゃねえ！」

　とうとう人工授精が条件から外れちゃったよ。

　結婚しても普通に子ども作っていいと言われちゃったよ。

　空と結婚する気ないけど。

「……もういい。お前と話してたら何か疲れた」

「それはいけない。彗、これを飲んで元気出して」

　そう言って空が渡してきたのは、『精力ビンビンＭＡＸ！　これで今夜も一安心！』というラベルが貼はられた栄養ドリンクだった。材料に赤マムシ入ってる。

　トレーニング後なので、空の身体はほんのり湿しめっており、着ているシャツやショートパンツがところどころ肌に張はり付いている状態で刺激的だ。

　そんな状態でこんなもん飲めるかっつーの。

　さらに疲れが押し寄せてきたじゃねえか。

「……いつまでもアホなことやってないで、シャワー浴あびてこい。お前汗まみれだぞ」

「わかった。じゃあ彗、わたしの部屋から着替えを取ってきて」

「自分の部屋で浴びてこい」

　俺の部屋で浴びようとしていたので、自分の部屋に帰らせた。

　しばらくするとシャワー音が微かすかに聞こえはじめ、凛音と青葉がやってくるいつもの流れになった。

　ＰＳ４プレイステイシスフオーの電源を入れ、シャワーから出てきた空も合わせ、四人対戦でゲームを始める。




　──ピンポーン。




「ん？」

　トップを取った俺にみんなが集中攻撃し、俺と妹たちの間に不ふ穏おんな空気が発生する中、そんな空気を遮さえぎるように電子音が鳴り響ひびく。

「あら、お客さんでしょうか？」

「みたいだな。ちょっと出てくる」

　俺はコントローラーを置いて玄関に向かう。

　その瞬間、三人が同時に俺にトドメを刺さした。戻ってくるまでいったん中止とかしないあたり、妹たちの俺への想恨いみがうかがえる。

　間違いなく、散さん々ざん殺しまくった俺のせいだな。

「はい、どちらさんで──？」

　ドアを開けて誰だか確認する。




「お、おはよう……」

「……………………」




　──バタン、ガチャ。




「ちょ、ちょっと!?」

　速攻でドアを閉めて鍵かぎをかけた俺に抗こう議ぎすべく、ドアの向こうの来らい訪ほう者しやは激しくドアを叩たたき始めた。

「こら彗さとる！　そのリアクションは何なのよ!?　人の顔を見るなり閉めてさあ!?」

　テレビのスピーカーから発はつせられるゲーム音に負けない大音量で、ドンドンドアが叩かれたため、妹たちが異い変へんに気付いた。

　ドアを押さえつけるようなポジショニングを取っている俺に、何事かと尋たずねてくる。

「み、神み子こが来た……」

「みこさん、ですか？」

「神社にいるはずの人がどうしてお兄の部屋に来るの？」

「ま、まさか兄さん……そういうプレイをデリバ──」

「頼んでねえよ!?」

　いったいこいつは俺を何だと思っているのだろうか？

　空そらだけでなく、この実じつ妹まいとも一度個人面談をしたほうがいいのかもしれない。

　っていうか、お嬢育ちのくせにこの実妹は何でそういう方面の知識が豊富なのだろうか？　女子校か!?　女子校が原げん因いんなのか!?　男子のいないところでは色々とアレだと噂うわさされているけど本当だったりするのか!?　俺の幻げん想そうがぶち壊こわれるわ！

「巫み女こじゃなくて神み・子こ！　引っ越す前に、近所に住んでた友達だよ！」

「ああ、兄さんと仲のいいあの子ですか。そういえばそんな名前でしたね。どうでもいいので記憶の底からなかなか出てきてくれませんでした」

「確か名前は安あん国こく寺じ神み子こ。四人家族の次女で、お兄や空ちゃんとは小中学校は違うけど、家が近所な幼なじみで乙女座のＢ型。ギャルデビューは高校からで中学ではノーマル。見た目も麗うるわしくスタイルも良いため、一部男子による隠かくれファンが存在。見た目とは裏腹に面めん倒どう見みがよく意外と家庭的。得意料理は肉じゃが。運動は結構できるけど、勉強は赤点ギリギリで下の中。好きなものはアニメにゲームだけど、仲間の手前それを隠しており好きなものを好きだと言いえず、若干ストレスを溜ためている女の子──だったかな？」

「何でそこまで詳くわしいの!?」

「ふ……お兄、わたしの学校での人気を甘く見ないでよ？　こう見えて結構モテるんだから。わたしのためなら自分の人生すら惜おしくないっていうファンが男女ともにいるのさ。その子たちにちょっと上目遣いでお願いすれば、この程度の情報簡単に集まるっていうわけだよ」

「あ、青あお葉ばさん、その情報少し古いです。最近、授業内容が難しくなったせいで、成績は下の下くらいですよ。塾に行くかどうかを検討中みたいですね」

「お前も何で知ってるの!?」

「ふふん、わが家の諜ちよう報ほう部ぶを甘く見てもらっては困りますよ兄さん。世界経済の中心に君くん臨りんするために、正確な情報は不可欠ですからね。うちの家は元ＣＩＡやＫＧＢ、ＭＩ６にＤＧＳＥ、ＢＤＳにＭＳＳの腕うで利ききの方々を社員として迎えているのです」

　世界トップの情報機関ばっかじゃねえか。

　そんなところで仕事をしていた人たちをわざわざスカウトしてスパイのドリームチームを結成したのに、やってることが完全にストーカーじゃねえか。

　その人たち自分の人生について考えていないかな？

　こんなはずじゃなかった──とか、何で自分はこんなことをしているんだろう──とか、アレすぎる仕事内容のせいで思い悩なやんでいないかな？

　俺の似に妹まいと実妹が、他人の人生を握りすぎている。

　実妹と似妹が悪女かわいい。

「で、兄さんはその人が来たのに、どうしてそんなところにいるのでしょうか？」

「そうだよ。さっさと開あけてあげればいいのに」

「できるわけないだろ……」

「「どうして？」」

「どうしても何も……」

　神み子こは俺たちの関係について何も知らない。

　空そらのことは知っているけど、凛りん音ねと青あお葉ばについてはその限りではない。

　十年ぶり位で再会した実の妹とか、妹的存在（年上）とか、人間関係がややこしすぎるし、それを差し引いても他人に語るような内容でもないからな。俺も空も言いわなかった。

　そう二人に説明したのだが。

「いいじゃないですか、知られても。何を隠かくす必要があるのですか？」

「そうだね。わたし的に知られて困るようなものでもないし、いっそのこと今教えてあげればいいんじゃないの？」

「はぁ!?」

　二人が意味の分からないことを言い出した。

　思わず間抜ぬけな声が出てしまう。

「むしろ知られたほうがわたし的には好都合です。兄さんの妹の権限をフル活用して小こ姑じゆうとの如ごとく立ち回ります。決して兄さんに色目を使おうなんて思わないくらい徹てつ底てい的てきにやっちゃいますよ！」

「するな！　俺の大切な友達なんだぞ!?」

「そんなに思われているなんて……。そう言われちゃうとやりたくなっちゃうね。お兄に恋する女の子的に」

「……頼むからやめてくれ。お兄ちゃんからのお願いだ」

「ならば、今すぐここでキスしてください。吸いつくようにぶちゅぅ～っと。わたしの唇、とってもやわらかいですよ」

「あ、わたしも！　ただし、唇じゃなくて首筋でお願い。背はい後ごから抱きしめつつやる感じで！」

「兄妹きようだいの縁を切られるのと素直に従したがうのとどっちがいい？」

「「素直に従わせていただきます」」

　きれいな土下座が完成した。

「うう、でもやっぱり気になります……」

「休日のこんな時間にいきなり来るとか、間違いなくお兄のこと好きだよね、この子。絶対あやしい」

「やはり青葉さんもそう思いますか？」

「思う思う。っていうか、思うなっていうほうが無理だよ」

「ですよねえ。諜ちよう報ほう部ぶからの報告ではそういった類たぐいのものは上がってきてはいませんけど、絶対そうですよねえ……。もうちょっと詳くわしく調べてみましょう」

「話したこともないし仲良くできるか不安だなあ……。合あうかわからない人が加わったお兄との新婚生活を想像するのが怖いよ……」

「普通に考えたらお前たちのほうが怖いと思うな、俺」

　プライバシーの侵しん害がいに始まって、小こ姑じゆうとのようにイビリ倒す宣せん言げんだからな。

　それに加えてハーレム新婚生活とか、頭の中身を疑うたがうぜ。

　ハーレムは妹ハーレムに限る。

　誰かを傷つける結婚なんて必要ない。

「大丈夫だって。別に神み子こと俺はそんな関係じゃないから」

「……本当ですか？」

「……お兄、噓うそついてない？」

「ついてない」

　もうそれなりに長いつきあいだ。

　そんな素そ振ぶりがあればとっくに気づいてる。

「大体、凛りん音ねのトコの諜ちよう報ほう部ぶが調べてもそういう情報が出なかったんだろ？」

　凛音の言いうことが真実ならば、その腕うでのほうは間違いなく超一流だ。

　才能どころか技術も含めた究極の無む駄だ遣づかいだが、プロが調べてもそういう情報が挙あがらないなら、それは信用していいんじゃないだろうか？

　神子は俺のことを異い性せいとして意識してない──と。

「だからそんな心配することないって。わかったらさっさと隠かくれてくれよ」

「……わかりました」

「……はーい」

　ようやく納得してくれたようで、凛音と青あお葉ばが靴を持ってベランダに向かった。

　隠かくれるよりも移動したほうがいいと思ったようで、隣の空そらの部屋に移動する。

　空だけはいても問題ないので、カムフラージュのためにそのままゲーム。

　準備完了したのを見み計はからい、俺は玄関のドアを開あけた。

「ちょっと彗さとる!?　いきなり来たのは悪いと思うけど、この対応はないんじゃないの!?」

「わ、悪いちょっと中を見られたくなくてさ。ちょっと掃除をしてたんだよ」

「何か大声とか聞こえたけど？」

「それは、その……あれだよ。ちょっと俺の部屋に黒いのが出てな」

「それは仕方ないわね。……あれ？　でもあんたゴキブリ平気じゃなかった？」

「そうだけど、さすがに顔面めがけてアイキャンフライされたら声も出るさ」

「うわぁ……」

　顔に迫せまる黒い暴君の動きを想像したのか、神子が声を漏もらす。

「それで、もう大丈夫なわけ？」

「ああ、ちゃんと叩たたき落おとして始末したさ」

　俺の言葉に安あん堵どの息を漏もらす神み子こ。

「それじゃあもう何も問題ないわね。せっかく来たんだし入れてくれる？」

「あいよ。どうぞ」

　ドアを全開にして神子を招まねき入れる。

　ここに来る前に何か買っていたらしく、両腕うでに買い物袋がぶら下がっていた。

「ちゃんと食べているか不安だから、お昼はあたしが作ってあげるわ。感謝しなさい」

「そりゃ助かるけど」

「けど、何よ？」

「俺、この前言いわなかったっけ？　一人暮らしの男の家に上がり込こんで飯を作るのは危険極きわまりないってさ」

「言ってたわね」

「じゃあ、何で作りに来たの？」

「今はお昼でしょ？」

　あれは夕食で今は昼食。

　来るなと言われたのは夕方だから、昼前の今なら問題ない──と、神子は堂々とのたまった。すっごい屁へ理り屈くつだな。

「あ、空そらもいたの？」

　様子をうかがうために空が部屋から出てきた。

「神子、わたしのぶんは？」

「ちゃんと用意するわよ。あんたたち仲いいからいると思って、多めに材料買ってきたの」

「そう、よかった。神子の料理美お味いしいから楽しみ」

　それだけ言うと、空はリビングのほうに戻っていった。

　そのままゲームを再開すると思いきや、神子の目を盗ぬすみ俺を手て招まねきする。

　台所は占せん領りようされているし、カムフラージュは万全だし、特にすることもないので俺は空に招かれるままリビングへ向かう。

「どうした？」

「彗さとるに言っておきたいことがある。二人の前では言えなかった」

　ポンポンと、自分の隣を叩く空。

　俺は移動しそこに座った。

「言っておきたいことって何だよ？」

「彗は神子のことどう思ってる？」

「はぁ!?」

「二人ともどうかした？」

「い、いや。何でもない。美う味まい昼飯を頼むぜ、神み子こ」

「う、うん？」

　よくわからないといった表情で神子が料理に戻る。

　フライパンに油が引ひかれ音を立て始めたころ、俺は頃合あいを見み計はからって空そらに質問する。

「どう、って……どういう意味だよ？」

「男女の恋愛的な意味に決まってる」

　コントローラーを置き、空が迫せまってくる。

「彗さとるは、神子のことをどう思ってる？　異い性せいとして意識してる？　してない？」

「それは……」

「答えて」

　有う無むを言いわせない感じで追つい及きゆうしてくる空。

　ごまかして逃げようとも考えたけど、それができる空気じゃない。




「……意識、してるよ」




　だから俺は、正直に、噓うそ偽いつわりない自分の本心を空に明かす。

「じゃあ、彗は神子とつきあいたい？」

「それは……どうなんだろうな？」

「どうって、どういうこと？」

「異性として意識してるし、恋愛対象としては見れるけど、今のところつきあいたいとは思わないかなあ？」

「どうしてそう思う？」

「お互い深く知りすぎちゃってるし、今さら新しい関係になるっていうのも実感できない」

　たとえるなら倦けん怠たい期きの夫婦だ。

　男女として意識はしているけど、改めて新しく一歩踏ふみ込こんで何かをしようとは思わない。

　現げん状じよう維い持じが心地いい。

　今後どうなるかわからないけど、それが今の俺の本心である。

　そしてそれは、空たち妹に対しても同じだ。

「そう、わかった」

　そう言うと、空は俺から離れてゲームに戻った。

「彗、最後に一つだけ言っておく」

　画面から視線を動かさずに空そらが語り掛かける。




「将来わたしと彗さとるが結婚した時、凛りん音ねと青あお葉ばの横に神み子こがいてもわたしは許せる」




「!?」

　思わず空のほうを振り返る。

　しかし空は前だけを見つめ、俺のほうを見ようとはしない。

「凛音や青葉はもちろんのこと、神子との間に子どもができても問題ない。彗と神子の子どもならわたしの子も同然。愛情を持って育てる自信がある」

　これが、二人の前で言いえなかったこと──と空。

　確かに二人は神子に対して敵対的な感じだった。こりゃ言えないわ。

「それってあれか？　神子が条約に加わってもいいってことか？」

「うん」

「そうか。でも空、さすがにそれはないんじゃないか？　神子も俺のこと、一応異い性せいとして見てはいるだろうけど、恋愛対象にはしないと俺は思うんだよな」

「どうしてそう思うの？」

「神子がそういうふうに思っていたなら、青葉や凛音の調査に引っかかってるんじゃないか？　完全に法律オーバードライブな調査内容だったし、もしもそんな素そ振ぶりがあったら、二人に報告が言っているだろうしさ」

　青葉はともかく、凛音の調査はその道のプロが行おこなった結果だ。

　そんな連中に恋心がバレないというのは、まず考えられないと俺は思う。

　だからそんな仮定は無駄で杞き憂ゆう──そう空に伝えたところ。

「彗、女は噓うそが上う手まい生き物」

　淡たん々たんと空が続けて語る。

「特に恋れん愛あい沙ざ汰たは独どく壇だん場じよう。本心を隠かくす仮面をつけて、誰にも悟さとられないよう日々をすごすなんて朝飯前」

「でも、さすがにプロの目まで誤ご魔ま化かせるとかは……」

「そのプロだって四し六ろく時じ中ちゆう、神子のことを見ているわけじゃない。さっきの情報も完全に法律オーバードライブだったけど、調べようと思えば調べられるプロフィールと近況報告でしかない。内面については一切触ふれていない。そんなロクに接点のないプロよりも、何年も一緒にいた同じ女のわたしのほうが、絶対に神子を知っている」

　ひときわ高い爆発音がテレビから聞こえる。




「彗、神子は間違いなく彗のことが好き。凛音と青葉は嫌がったけど、わたしは神子なら将来一緒に過ごしてもいい」




　空そらが衝しよう撃げき的てきな一言を放はなった時、台所へと繫つながるドアが開ひらいた。

　俺たちの昼飯を作っていた神み子こが「何話してたのよ？」と言いいつつ、得意料理の肉じゃがを運びテーブルに並べる。

「どうしたの？　私の顔に何かついてる？」

「……いや、何も」

　空の言葉が印象的だったせいで、思わず神子の顔を見てしまう。

　……普通、だよな？

　普段と全然変わらないよな？

　普通好きな男の部屋に来たら、もっとソワソワするんじゃないだろうか？

　さすがにこれは違うんじゃないか？

　そう思った俺だが。

「どう？　久しぶりに作ったんだけど」

「ん、美う味まいけど？」

「美お味いしい」

「そう、よかった♪」




　すごく幸せそうに笑う神子を見て、その考えがちょっとだけグラついた。

　空の言葉を否定しつつも、一いつ瞬しゆんだけ想像してしまったのは俺の秘密である。









イケメンは大体敵のパターンが多い






「二人とも、ちょっと聞いてくれ」

　帰宅した直後、部屋に入るなり俺はそう口にした。

　一人暮らしのはずの俺の部屋の中では、すでに義ぎ妹まいの空そらがベッドを占せん拠きよし、冷蔵庫の中身を勝手にパクッてラノベを読みつつゴロゴロ＆似に妹まいの青あお葉ばがＰＳ４プレイステイシスフオーの電源を入れて勝手に格ゲーをプレイ中だ。

　不ふ法ほう侵しん入にゆうはもう俺の中で日常風景に組み込こまれてしまっているのでもう何も言いわない。

　ここ本当に俺の部屋なのかな？

「何、彗さとる？」

「凛りん音ねちゃんまだ帰ってきていないけどいいの？」

「いいんだ。俺が言いたいのその凛音のことなんだからな」

　俺は鞄かばんを机の上に置くと、そのまま椅子に座って二人のほうを向く。

「凛音が最近おかしいんだ。お前たち、何か心当たりないか？」

　俺がそう質問すると、二人はキョトンとした表情に一いつ瞬しゆんだけなり、その直後すぐに思い思いの行動へと戻った。具体的に言うとゲームとラノベ。

「ふーん」

「何だそんなことか」

　二人はまるで何でもないような口調と態度である。

　おいおい、わが愛いとしの義妹と似妹よ。お前たちと同じ妹が何かおかしいと言われているのにその反応はちょっと冷たいんじゃないか？

「凛音がおかしいのは今に始まったことじゃない」

「そうだよ。まったくもう、お兄ったら。真剣な顔をして何を言うかと思えば。ちょっとドキドキしちゃったじゃないか」

「冷たいっていうか酷ひどいな!?」

　義妹と似妹の実じつ妹まいに対する認にん識しきが酷い。

「別に冷たくも酷くもない。客観的事実を言っただけ」

「ぶっちゃけると凛音ちゃんだけじゃなくて、わたしたち全員ちょっとおかしいからね。自分の兄と結婚したいとか言ってるしさ」

　……それは、ちょっとのレベルなのだろうか？

「お前ら、自覚してるなら直せよ。兄である俺に恋するのやめろよ」

「人に言われたくらいで諦あきらめられるんだったら、最初から好きになんてなっていない」

「お兄、恋心というのはね、自分の意思で制せい御ぎよできないものなのさ。恋をするのに理由なんてない。しかし、だからこそ人は誰かを自分以上に愛せるんだよ」

「思った以上に深い答えが返ってきちゃった!?」

　成績優秀な青あお葉ばはともかくとして、文系科目が壊かい滅めつ的な空そらまでもこんなことを言いうようになったとは……。

　義ぎ妹まいの成長を感じられて、お兄ちゃんちょっと嬉うれしい。

「で、お兄はどうして凛りん音ねちゃんが変だと思うの？」

「わたしたちは特に変だと思わない。いつも通り普通に変」

「実はこの前……」

　俺は異い変へんを感じた理由を述べる。




「凛音に『一緒に帰ろう』って誘ったら断られたんだ」

「「超おかしい!?」」




　二人が「信じられない!?」といった表情を見せた。

　やはりそうか！　二人から見ても凛音はおかしいか！

　俺の思い違いじゃなかったんだな！

「一応聞くけど、凛音ちゃんは今日みたいにクラス委員の仕事があるとかじゃないんだよね？」

「ああ、普通に昇降口で靴を履いていた。思いっきり帰る感じだったから誘ったんだけど」

「それはおかしすぎる。彗さとるから一緒に帰ろうとか誘われたのに断るとか、脳に異変が起きているとしか思えない」

「お兄、断られたのはその一回だけだったりする？」

「……いや、昨日も断られた」

「二回も!?　彗！　凛音が帰宅次第、早く医者に行くように言ったほうがいい！　凛音に何かあったらわたしは悲しい！」

　空がベッドから起き上がり、真剣な様子で俺に言う。

　青葉もゲームの手を止めて心配そうな顔を見せている。

　お前ら本当に仲が良いな。

「いや、空ちゃん、帰ってきたらと言わずに今すぐ行こう！　こういうのはスピード勝負だ！」

「わかった！　今はまだ夕方、今日は委員会活動がある日だから、今から学校に行けばたぶんまだいる！」

「お、おい!?　お前ら!?」

　青葉と空はお互い顔を見合あわせるなり、俺の部屋を飛び出していった。

　俺は空そらの食い散らかしたものを片付け、青あお葉ばがプレイ中だったＰＳ４プレイステイシスフオーの電源を切り、しっかりと鍵かぎをかけてから二人の後を追った。





　　　　　☆






「お兄、遅いよ」

「彗さとるは凛りん音ねのことが心配じゃないの？」

　戸と締じまりをせずに飛び出した二人の妹がそんな風に俺を責める。

　人の部屋で好き勝手してたやつが言いってくれるなあ。

「で、凛音は？」

「まだ学校の中」

「いや、待って。今校門から出たみたい。ＧＰＳが動いている」

「お前らいつの間にそんなもんつけてたの!?」

「つい最近」

「何かあったら心配だし」

「お前ら本当にお互いのこと大好きだな！」

　お互いをＧＰＳ登録しているとか普通はありえない。

「……ん？」

「空ちゃん、どうかした？」

「うん、見て青葉、凛音の帰宅ルート」

「あれ？　寄り道かな？　マンションに直接向かっていないね」

　俺は当然のことながらＧＰＳ登録なんてしていないので、二人のスマホを後ろから覗のぞかせてもらう。

　凛音と思わしきマークが帰宅ルートを外れ、全く別の方向へ歩いている。

「マンションとは真ま逆ぎやくのルートだな」

「凛音、どこに行くつもりなの？」

「スーパー……でもないよね、これは」

　うーん……と頭を悩なやませる俺たち。

　考えてもらちが明かないので、とりあえず後を追うことにする俺たちである。

　幸いにして凛音の移動速度は普通なので、早足で追いかければたぶん追いつける。

「もう少し」

「あの角を曲がったあたりにいるよ、お兄」

「よし」

　二人の言葉を受けラストスパート。

　さらに歩く速度を上げ、最後の曲がり角を曲が──。

「「ストップ！」」

「ごふぅっ!?」

　るところで先行していた二人に止められた。

　二人の腕うでがちょうど俺の喉のどの辺りで交差したので、プロレスで言いうダブルラリアットになる。女子の力とはいえ、速度がそれなりに出ていたので結構痛い。

「おい!?　お前ら急にどうしたんだよ!?」

「彗さとる、黙って」

「静かにしてお兄。大きな声を出したら気づかれちゃう」

　空そらと青あお葉ばはそう言うと、角にあった電柱の陰かげに隠かくれるように身を潜ひそめた。

　一体何やってんだこいつらは？　犯人を尾び行こうする刑事か。アンパンと牛乳が超似合あいそうなシチュエーションじゃねえか。

「彗、ゆっくり、ゆっくり覗のぞいて。気づかれないように」

「いい、お兄？　たとえ何を見たとしても驚おどろかないでね？」

「わかったわかった」

　一体この先で何が見えるっていうんだ？

　俺は二人に安やす請うけ合いし、軽い気持ちで電柱の陰から向こう側を覗のぞき見る。















「…………………………？」




　絶句した。

　言葉が、出なかった。

　この先にあったあまりの光景に衝撃を受けてしまい、何も頭に浮かばなかった。

「彗さとる、しっかりして」

「お兄、大丈夫？　気をしっかり持とうね？」

「あ、ああ……………………うん」

　そんな俺の様子に気付いたのか、空そらと青あお葉ばが俺を気遣ってくれる。

　義ぎ妹まいと似に妹まいの優しさが心に染しみるな……。

「え、ろ…………あ、ありぇ、りん、ねだぉぬぁ？」

「彗、もうちょい落おち着こう？　ろれつが回っていない」

「とりあえず手に人って文字を書こう。そしてそれを飲み込こむんだ」

　言われた通り、手に人を書いて超高速で飲み込みまくる。

　数にして大体百回くらい。

「え、と……あれ凛りん音ねだよな？」

「それ以外の何者でもない」

「ＧＰＳ反応もあそこから出ているから、凛音ちゃん本人で間違いないよ」

　ということはだ、さっき俺が見て言葉を失うに至いたった原げん因いんの、後ろ姿の女子高生は、わが愛する実じつ妹まいの星ほし延のべ凛音その人であることに間違いはないということだな。

　凛音のスマホを誰かがたまたま拾って持ち歩いている可能性もあるけど、後ろ姿にしっかりと見覚えがあったし、何より楽しそうに会話する横顔を見る限り、凛音以外の何者でもない。

　俺が妹の顔を見間違えるわけがない。たとえクローンでも見破る自信がある。

「空、青葉、俺の気のせいかな？　凛音の顔、すっごい楽しそうに見えたんだけど？」

「わたしにも見えた」

「話している相手、うちの学校のヤツじゃないよな？」

「どこの学校かはわからないけど、少なくともこの辺の学校の子じゃないよね。見たことないし。っていうか──」

　再確認するように空と青葉が再び向こう側を覗のぞく。

　そして顔を見合あわせ。




「「隣の子すっごい美形（だよね）」」

「ぐほぉっ!?」




　二人の発はつした言葉の威い力りよくに、思わず俺の足がふらついた。

　心臓がさっきとは別の意味で早はや鐘がねを打ち、頭の中がぐるぐる回る。終わりなき時間の流れのように。星が生まれて消えていく大いなる宇宙の宿しゆく命めいのように。ぐるぐるぐるぐる……延えん々えんと。

　とりあえず今わかったこと＝言葉は人を殺せる。

「え、じゃあ何？　凛りん音ねはあの隣のヤツと一緒にどこか行くから俺の誘いを断ったってことなのか？」

「状況から見てそう思う」

「凛音って、俺のこと好きなんだよな？」

「それは間違いないけどもしかしたら…………」

「もしかしたら？」

「お兄がいつまでも振り向いてくれないから、恋愛的な意味じゃなくて、兄妹きようだい的な意味に路線変更シフトチェンジしたのかもしれないね」

　……なるほど。

　青あお葉ばの言いうことも一理あるな。

　人は同じ人を永遠に好きでいることはできないという言葉もあるし、いつまでも振り向いてくれない相手に恋をし続けるというのも難しいことだ。

　自分のアプローチをことごとくスルーされ続け、常に妹扱あつかいされている側の凛音としては、もういい加減このあたりで区切りをつけて、新しい恋でも探したほうが自分のこれからの人生において有ゆう益えきだと考えても不思議ではない。

　そうか、そうかそうか……ようやく凛音も実の兄に恋をするというのが、いかに不ふ毛もうかということに気づいてくれたのか。

「凛音が変だった理由はわかったし、どうする二人とも？」

「うーん、日も傾かたむいてきたしそろそろ帰──」

「このまま尾び行こうするに決まってるだろ！」

　お前ら何言ってるんだ!?

　ここで帰るとか正気を疑うたがうわ！

「続けるの？　どうして？」

「原げん因いんはわかったしもうよくない？　だいたい、わたしたちはちょっと寂さびしいけど、お兄的にはこの結果ってオッケーなんじゃないの？　凛音ちゃんが諦あきらめてくれたわけだし」

　確かに青葉の言う通りだ。

　俺は日ごろから「兄妹で恋愛とかありえない」と言っている男だ。

　俺を好きだと言ってくれている妹たちの中でも、一番倫理的にアウトな実じつ妹まいの凛りん音ねが俺を諦めてくれたというのは大変喜ばしい結果と言えよう。

　だけどなぁ……それとこれとは話が別だろうが！

　幼いころに本当の両親が亡くなり、生き別れになった実の妹なんだぞ!?

　別々の家庭に引き取られ、ようやく去年の春に再会できた実の妹なんだぞ!?

　俺が一人暮らしをするからといって、そのマンションを箱棟ごと買い取って引っ越してきた実の妹なんだぞ!?

　今も昔も変わることなく、全力で俺を慕したってくれる実の妹なんだぞ!?

　そんなかわいい妹に男ができたかもしれないとわかって、あっさり帰るようなやつはお兄ちゃん失格だろうが！　そんなやつは兄を名乗るな！

　今まで自分を慕ってくれた、妹の今後の幸せを託たくすにふさわしい相手なのかを見極きわめるまで帰るべきじゃないだろうが！

　それを見極めてこそ、真しんにお兄ちゃんを名乗る資格を得ることができるんだろうが！

「いいかお前ら、確かに凛音が俺を諦めてくれたのは喜ばしいことだ。お前らも……まあ、わりとアレだと思うけど、一応法的に結婚できる関係だからとりあえず置いておくとして、一番色々と問題のある凛音に春が訪おとずれたかもしれないのはいいことだと俺は思う」

　うんうん──と、空そらと青あお葉ばが素直に頷うなずく。

「でもな、あくまでこれは春『かもしれない』ということにすぎないんだよ。『かもしれない』ってことはまだ決定していないってことだ。凛音に春がきたわけじゃない、もしかしたら凛音に春が来たわけじゃなくて、氷河期が来た可能性も十じゆう分ぶん考えられるんだ。俺に振り向いてもらえない凛音が一時の安らぎを得ようと、悪い男に騙だまされている可能性だって考えられるんだよ。だってあいつイケメンだしな」

「……彗さとるの言葉に憎にくしみがこもってる」

「……お兄、イケメンに何か恨うらみでもあるの？」

「いや、別に？」

　ただ、フツメンとイケメンは決して分かり合あえないというだけだ。

　俺調べで九割くらい。例外は加か納のうくん。

「なにより凛音は金持ち、あの世界的大企業の星ほし延のべ家の令れい嬢じようだぞ。金に目がくらんだやつが自分の容よう姿しを利用して取り入り、その恩おん恵けいを受けようと考えてもおかしくない」

「一理ある。でも……」

「彼、そうは見えないけどなあ？　そういう悪意を感じないし」

「バッキャロウ！　人を見た目で判断するんじゃない！」

「「最初に判断したの彗（お兄）……」」

　二人が何か言いってるけど聞こえない。

　ああいう男の娘こ系というか、ショタ系のイケメンが一番危ないんだ。

　かわいいアピールして近づいて警けい戒かい心しんを解とき、いけると思った瞬間に特とつ攻こうし、全すべてを根こそぎ奪うばっていくに違いない。

　何だ、あの女子みたいにほっそりした体型は。スリム体型がモテるからって、女子みたいに無理してダイエットしてんじゃねえよ。

　腰とかめちゃめちゃ細いし、ちょっと力を入れたら折れちゃうくらい華きや奢しやな感じじゃねえか。そんなんで俺の妹を守れると思っているのかコノヤロー。

　それにあれ、頭につけてるあれは何のつもりだ!?　凛りん音ねと同じ髪留めを同じ位置につけやがって！　ペアルックか!?　ペアルックのつもりなのか!?　チクショウ、似合ってるじゃねえか！　腹立つわー。

　実じつ妹まいの今後の幸せを願う兄として、これはもう確認せざるを得ない。

　凛音の横を歩くあのイケメンが、中身も見た目通りにイケてるのかを。

　俺の実妹を幸せにしてくれるのかを。

　凛音の幸せを守ってくれるのかを。

「誰が何といおうと俺はこのまま後をつけるぞ！　嫌ならお前たちは帰れ！」

　そう言い、俺は尾び行こうを続けるために、次の電柱の陰かげへと移動した。

　空そらと青あお葉ばも後に続いてくるあたり、なんだかんだで気になるんだろうな。





　　　　　☆






「あれ？　あの二人どこ行った？」

　十五分くらい後を付けたストーキングしたころだろうか。

　ビルの角から首を覗のぞかせたとき、俺たちは突然二人を見失った。

　場所は海え老び名な駅中心部のビナウォーク。立体的な歩道が整備されている駅前地帯だ。

　夜になりかけている今、高校生だけでなく会社帰りの大人もいっぱいで人口密集地となっている。

　これでは見失うのも無理はない。

「空ちゃん、ＧＰＳ」

「わかった。今確認する」

　空がスマホを取り出し、見失った二人の位置を確認する。

「わかった。二人は今あそこにいる」

　空が指さしたその先にあったのは。

「カ、カラオケ、だと…………？」

　俺は再び言葉を失った。

　だってカラオケだぞ!?

　常日頃から性欲を持て余あまし気味の思春期高校生がカラオケ……しかも夕方、夜の始まりだぞ!?

　そんなのもう、危険極きわまりないじゃねえか！

　個室に二人きりで入って、適当な曲を大音量で流し、周囲には歌っているアピールをしてカムフラージュ。

　しかし中ではＢＧＭがデカいことを利用して、とても良い子やＰＴＡにはお知らせできない行動をするというテンプレに違いない！

「チックショウ！　あの野郎……やっぱりそういうことだったんだな！」

「彗さとる、まだそうと決まったわけじゃない」

「お兄、エッチなマンガの読みすぎだよ……」

「よ、読んでないし！　俺まだ十七歳さいだからそういうの読めないし！」

「はいはい、そういうのいいから」

「四月のアレですでにバレてる」

　アレは俺の中でなかったことにしてあるので、お前たちもぜひそうして下さい。お兄ちゃんからのお願いです。お願いします。

「そ、それより凛りん音ねだ。早く中に入らないと取り返しがつかないことになりかねん……」

「だからお兄、考えすぎ──」

「考えすぎなんかじゃない！　青あお葉ば！　お前はそう言いうけどな！　思春期っていうのは非常に影響を受けやすいもんなんだよ！　その証拠に異世界系や異能バトル系のマンガやラノベを読んだ奴やつがその世界観に影響されて、自己紹介の時とかに『我こそは踊り狂う暴ぼう風ふう！』とか頭につけちゃったり、怪け我がなんてしていないのに腕うでに包帯を巻いて『くぅ……右腕が、ヤツを封ふう印いんした右腕が疼うずく……』とか言い出したりするだろうが!?」

　するかなぁ？──といった顔の二人は無む視しして話を続ける。

「そんな簡単に何かの影響を受けちゃうのが思春期ボーイ＆ガールなんだ。特にボーイな俺たちはガールなお前たちに比べて、こう言っちゃなんだけど頭が悪い。上の脳みそじゃなくて下の脳みそで考えて、アウトなとこでもアクセル踏ふんじゃう生き物なんだよ！」

　拳こぶしを握って力説する俺。

　われながら実感こもってて説得力あるな。

「カラオケってのは基本他人の目がない。防犯カメラはあっても常に確認しているわけじゃないし、当然死し角かくだって存在する。アクセルを踏む条件が揃そろっている場所なんだ」

　そう言いつつ、俺は空そらのスマホに示しめされたカラオケ店に入店。

　空と青葉の手続きも済ませ、とりあえず一時間コースを選んで奥へ。指定された部屋に行く──と見せかけて、俺たちは凛音が入っている部屋を探す。

「……ここだな？」

　俺の質問に二人が頷うなずく。

　耳を澄すますと凛りん音ねの歌声が微かすかに聞こえてくる。

　くそっ、歌わせて気分を盛り上げたところで行く気だなあのヤロウ……。テンションを上げることで相対的に危機感を下げて、獣欲ＧＯを精するつもりだな!?

　そんなこと、させてたまるかよ！

　妹の未来は俺が守る！

「よし、行くぞ！」

　俺はドアノブに手をかけると──一気に捻ひねって中になだれ込こんだ。

「そこまでだ！　全員動くな！」

「「!?」」

　中にいた二人が驚おどろき、目を丸くする。

「に、兄さん？」

「………………え？　何これ？　どうなってるの？」

　それぞれの口からそんな声が漏もれだす。

　いや、どうなってるのはこっちのセリフだっつーの。

　声変わりしていない女の子みたいな声でそう言いっても、俺の心は誤ご魔ま化かされないぞ？

　お前がこれから凛音をどうするのかなんて、全すべてまるっと全部お見み通とおしなんだからな！

「凛音、お前に兄として一つ聞きたい」

「は、はい？　何でしょう？」

「お前はそいつのことは好きなのか？」

「え？」

「本当に、心から、その隣にいるやつのことが好きなのかと俺は聞いている！　どうなんだ!?」

「え、ええ？　はい？　好きですけど？」

「そうか……」

　そうか、ならばそれ以上は聞くまい。言っておくけど、実じつ妹まいの口から他の男が好きだってこれ以上聞きたくないからじゃないぞ？

　実妹が真剣に誰か他のお、おと、おとこをすきだというのならばあにとしてふもうなれんあいをしょうれいするわけにもいかないのでみｔめてやろうじゃないかすごいふくざつでむねのなかがもやもやしてめちゃくちゃくやしいようなかなしいようなきがしないでもないけどじつまいのしあわせをねｇうのもおにいちゃｎのぎむだしな。

「じゃあそこのイケメン！」

「い、イケメン!?　ボクのこと!?」

　キョロキョロと小動物のように周囲を見回す件くだんのイケメン。

　こいつ、自分がイケメンじゃないとか言いい出すんじゃないだろうな？

　そういうのいいから。大体この場にイケメンが他にいるのか？

　かわいい小動物的な男の娘こアピールとかいらないんだよ。

「お前は凛りん音ねのこと真剣なのか？　思春期における一時の感情に振り回されてアクセルを踏ふみ込こんでいな──」

「ア、アクセル？　アクセルって何!?」

「人が話している時は途中で遮さえぎるな！　いいから最後まで聞け！」

「は、はいっ！　ごめんなさい！」

　ん、いい返事だ。

　とても人の実じつ妹まいをカラオケボックスに連れ込んで、いけないことをしようとしたとは思えない。

「お前は真剣に凛音のことを好きだと断だん言げんできるのか？」

「は？　え……？」

「凛音のことを好きだと断言できるのかって聞いてるんだ」

「は、はい。言い切れるけど……」

「本当か？　本当にそうだと言い切れるのか？　凛音の家の財産に目がくらんで、この場を取り繕つくろうためにそう言っているんじゃないだろうな？」

「ち、違う！　ボク、お姉ちゃんのこと大好きだ！」

　正面切ってそう言い返されてしまった。

　一いつ片ぺんの曇くもりもない眼めでそう言い切られてしまったので、俺としては返す言葉もない。

　それにしても凛音のやつ、自分のことをお姉ちゃんとか言わせているのか。

　まあ、俺も妹たちにお兄ちゃんと言われてみたい気持ちもあるから、年下の男の娘っぽいやつにそう言わせたい気持ちはわからないでもないが。

「……そうか、じゃあ二人とも本当に、心からお互いのことが好きなんだな？」

「もちろんですっ！」

「ええ、ですが兄さん。あの、みなさんも、何か盛大な勘かん違ちがいをしては──」

「……ならば、俺からはもう何も言うことはない」

　イケメンの言葉からも態度からも、噓うそ偽いつわりの気配は感じられなかった。

　凛音が普段から俺に向けるような、好意的な感情が強く感じられた。

　凛音に向けるその感情には、一切の打だ算さんは感じられない。

　いきなりカラオケとか入ったから、てっきりそういう奴やつだと疑うたがってしまったけど、どうやら違ったようだ。

　真剣に好き合あっているなら、兄として祝しゆく福ふくするのが筋というものだ。

　妹大好きなシスコン的にはとても辛いが、二人を笑顔で応援しよう。

　これ以上邪魔したら完全に悪者だ。

「空そら、青あお葉ば」

「ん」

「うん」

「どうやら俺たちはお邪魔だったようだ。帰るぞ」

　俺は背はい後ごの二人の背中を叩たたき、部屋から出るように促うながす。

「……邪魔して悪かったな。お詫わびと言いっちゃなんだけど、ここは俺が払っておくから、二人の時間をしっかりと楽しんでくれ」

　そう言ってさり気なく立ち去ろうとする俺の袖そでを凛りん音ねがつかんだ。

「ちょ、ちょっと待ってくださいよ兄さん！　みなさんも！」

「……どうかしたのか凛音？　好き合っているお前たちの時間に、これ以上俺たちがいたら邪魔だろう？」

　なあ？──と、空と青葉にも同意を促す。

　促した瞬間、二人の表情に憐あわれみを感じたので、多分今俺死んだ目になってる。胸が張はり裂さけそうなほど痛くて悲しい。

「邪魔じゃありません！　とにかく、わたしの話を聞いてください！」

「その必要はないんじゃないか。たった今聞くべきことは聞いたしな……」

　っていうか聞きたくねえんだよ！

　実じつ妹まいから他の男が好きだって理由を懇こん切せつ丁寧に説明されたくねえんだよ！

　わかれよ！

「いいえ聞いていません！　っていうかしゃべらせてもらっていません！　いいですか兄さん!?　みなさんも!?」

　凛音は奥のほうで状況が吞のみ込こめず、茫ぼう然ぜんとしていたイケメンを俺たちの前に引っ張り出した。

「わたしが好きだと言ったこの子はですね──わたしの」

　わたしの？




「わたしの妹なんですよ！」

「「「はい？」」」




　俺たちの頭がフリーズした。

　先ほどまでとは打って変わって、今度は俺たちのほうが状況の変化についていけない。

「ほら、昴流すばる、みなさんにご挨あい拶さつを」

「う、うん。お姉ちゃんの妹で星ほし延のべ昴流すばるっていいます。中学二年生です」

　よろしく──とイケメン、もとい、昴流が頭を下げた。

「い、妹？　凛りん音ねに妹いたの？」

「ええ、そうですよ空そらちゃん。そう言いえばみなさんに言っていませんでしたね。空ちゃんのご家庭に引き取られた兄さん同様、わたしにも義理の妹がいます」

「自分のことボクって言ってるけど？」

「ええ、いわゆるボクッ娘こというやつですね。っていうか青あお葉ばさん、それを言うなら青葉さんなんて、昔は自分のことオレって言っていたじゃないですか」

「ま、まあそうだけど……っていうか、今でも油断すると出ちゃうけど……」

「でしょう？　なのでこの子がわたしの妹であることに何の不自然さもありません」

「でもな凛音、その子……昴流だっけ？　着ている制服、男物のブレザーっぽいけど、それはどう説明するんだ？」

「ああ、これはこの子の私服です。この子中学でヴィジュアル系ガールズバンドを組んでいるので、衣装を着こなすために普段からわりと男装するんですよ」

　ね？──と姉に言われて昴流が首しゆ肯こうした。

「噓うそだというなら確かめていただいても結構ですよ」

「え？　お姉ちゃん？　確かめるって何を？」












「空そらちゃん、青あお葉ばさん、ちょっとこっちへ」

　凛りん音ねの指示に二人が従したがう。

「それじゃ二人とも手を出してください。昴流すばる、動いちゃいけませんよ？　えいっ」

「きゃわああああぁぁぁぁぁぁっ!?」

　突然の凛音の行動に昴流が奇声を上げた。

　うん、そりゃそうだよな……。

　突然胸と股を触られたらそりゃ変な声出るよな……。

「ひゃわわわわわわわわ………………」

「（もにゅもにゅ）……ない」

「（ぷにゅぷにゅ）……ある、ね」

「でしょう？　これでこの子が女だと、わたしの妹だと証明されましたね。一件落着です！」

「全然落着してねえよこのバカっ！」

　お前の妹涙目になってるじゃねえか！　妹を泣かせるんじゃない！

　凛音の頭を強めに叩たたいてツッコミを入れ、そのままアイアンクローに持ち込こむ。

「痛いっ！　兄さん痛いですっ！　兄さんに痛みを与えられるのは望むところですが、これはそういった類たぐいのものではないですっ！」

「そのつもりで俺も与えているんだからな。早く離してほしかったらさっさとお前の妹に謝れ」

「ご、ごめんなさい昴流……」

「よし」

　素直にちゃんと謝ったので凛音を解放。

　俺は何もしていないけど、そうさせてしまった原げん因いんの一いつ端たんは俺にも確実にあるので、俺もイケメン──じゃなくて、昴流に謝ることにする。

「本当にごめんな、色々と迷惑かけて」

「う、ううん、別にいいよ謝らなくても。お兄ちゃんは何もしていないし……。ちょっとびっくりさせられたけど……」

　この様子だと許してくれたらしい。

　ずいぶんと心が広い良い子のようだ。星ほし延のべ家の教育の賜たま物ものだろう。凛音を見る限りではとてもフリーダムでアレなご家庭だと思っていたけど、もしかしたら思ったより道徳教育に熱心なのかもしれない。

　それにしても……。

「お兄ちゃん？」

「あ、うん。お姉ちゃんの実のお兄ちゃんだから。ボクにとってもお兄ちゃんだと思うし……嫌ですか？」

「全然そんなことない」

「そう、よかったぁ♪」

　この後、空そらと青あお葉ばも昴流すばるに謝罪。昴流は快く二人を許してくれて、この日の全すべてが一件落着した。

　俺たちは部屋を一つにしてもらい、新たな妹の昴流と一緒に、声が出なくなるまで精一杯歌を歌いつくした。







　こうして高校二年生の初しよ夏か、俺は新たな妹を手に入れる。

　実じつ妹まいの義理の妹──俺とは直接的な結びつきはない、しかし縁は確実に繫つながる、通常とは異ことなるタイプの妹──すなわち異い妹まいだ。

　これで、四人目である。

　俺は、世界お兄ちゃんを手に入れた。









世界の話（舞並彗の魂の主張）






　妹が兄を呼ぶときには、様々な呼こ称しようがある。

　広く知られている、または一般的なものとして挙あげられるものの一つがまず「名前」だ。

　これは下の名前をそのまま呼び捨てにするやり方で、多くの一般的な兄妹きようだいの間で採用されている呼称だと思う。うちでは空が該がい当とうするな。

　二番目はやっぱり「アニキ」だろう。うちでは誰も俺をそう呼ばないが、クラスメイトの松まつ原ばらくんや川かわ辺べくんのご家庭ではこれだそうだ。

　一コ上にお兄さんのいる藤ふじ科しなさんや保たも近ちかさんなんかもそう呼んでいるのを見たことがあるし、マンガやゲームなんかでも必ずと言いっていいほど採用されているし、客観的に見てやっぱり二番目に多い呼称なんだろうと俺は思う。

　正直、うちで誰も使っていないことにホッとしている。

　だって「アニキ」だぜ？　「アニキ」って単語、何かかわいくなくないか？　妹が兄に向けて使う単語として、個人的に不適切だと言わざるを得ない。

　カタカナで書くとプロテインを主食にしている、己おのれの肉体美を追つい求きゆうする方々が使っていそうなイメージだし、漢字で書くと切った張はったの仁じん義ぎなき方々が使っていそうなイメージになるからな。

　唯一の例外はひらがな版。あれは小ちっちゃな子が大人に見られようと、背伸びをして使っているイメージになるのでかわいくなるけど、俺はロリコンじゃなくシスコン（隠かくれ）なのでそこまで萌もえない。心の琴きん線せんに響ひびかないのだ。

　だから、凛りん音ねや青あお葉ばが俺を呼ぶとき、「兄さん」や「お兄」なのはとても嬉うれしい。

「兄さん」という言葉は心の距離はとても近いが、目上の存在である俺を立ててくれている──いわば大和撫子なでしこ的な精神というか、奥ゆかしい日本女性のようなイメージというか、なんかそんな感じの美しさがある。

　親しさと奥ゆかしさのバランスが取れたいい日本語だな。

　そして「お兄」は逆に親しさの極きよく致ちだと俺は思っている。

「兄」という字を用もちいる際さいは、基本的に下に何かがつく形で使用されるのに、その固こ定てい観かん念ねんを取っ払い上に何かを付けるというこの所しよ業ぎよう、たとえるなら……そう、神への反逆だ。

　絶対的上位者である神兄に反はん旗きを翻ひるがえした天使長ルシファー妹。しかし、反旗を翻したルシファー妹の心は神兄への愛で溢あふれている。反旗を翻し兄の上に何かをつけても、「お」という敬意を表す接頭語を使っているのがその証拠だ。

　突つき抜ぬけた愛の反逆──それが「お兄」という呼こ称しよう……これもまたいい感じに心の中の中学二年生が刺激されると同時に心の琴線に触ふれる、一粒で二度美お味いしい素晴らしき日本語じゃないだろうか。

　だがしかし、それらをもってしても「お兄ちゃん」には敵かなわない。

「お兄ちゃん」という言葉はあらゆる兄の呼称の中でも最上級にして至し高こうの一言なのだ。

　幼さとかわいさ、親しさと愛情がベストバランスで絡み合あった究極の呼称に他ならない。

　あらゆる「あにき」はもちろんのこと、「兄さん」も「お兄」も名前呼びも、「にいに」も「あんちゃん」も「にいや」も「兄くん」も「兄ちゃま」も「あにぃ」も「兄君さま」も「おにいたま」も、「お兄ちゃん」には敵いはしない。

　そう、「お兄ちゃん」とは始まりにして終わりの言葉。

　アルファでありオメガでもある、創そう世せいと終しゆう末まつの詩──俺たちシスコンにとって世界を表す言葉といっても過言ではない。

　それを俺は手に入れた。

　すなわち、世界を手に入れたのだ。

「兄さん」「彗さとる」「お兄」……そして「お兄ちゃん」。

　兄を呼ぶ時の最上級に値あたいする四つの言葉にして妹。

　その上に君くん臨りんする兄という俺。

　兄妹きようだいという世界における四方の王に君臨した俺は世界そのものと言いっていい。

　世界征服完了である。

　だから、あえてこう言いおう。




　俺が世界お兄ちゃんだ！




　……

　…………

　………………




「おやすみ、お兄ちゃん。バイバイ」

　昴流すばるを乗せた車が見えなくなるまで見送る。

　新たな妹──異い妹まいの昴流を見送る際さい、内心こんなことを考えていた。

　あまりにも妹に対する狂きよう気きを孕はらみすぎているので、少し頭を冷やしたのは俺だけの秘密である。









中二






「今日は珍しく凛りん音ねがいないな」

　日曜日。

　特にすることもないので街へ出て適当にぶらつき、本屋で適当な本を買って帰ってきた今の時刻は午後の三時。

　いつもであれば主あるじのいない俺の部屋に、愛と言う名のマスターキーを使って不ふ法ほう侵しん入にゆうを果たしている三人の妹が、思い思いの行動をして寛くつろいでいるのが俺たちの日曜日の風景である。しかし今日はそれがない。

　時々青あお葉ばがバイトを入れてて、凛音と空そらの二人だけの時もあるのだが、凛音がいないというのは初めてだ。

　いったいどうしたのだろう？

「凛音ちゃんなら自分の部屋だよ」

「昴流が来てる」

「ああ、なるほど」

　そういうことか、なら納得だ。

　どうやら凛りん音ねは自分のところに遊びに来ている、自身の義理の妹にして俺の異い妹まい、昴流すばるの相手をしているためこの部屋にいないらしい。

　昴流と知り合あうきっかけになったあの日、お互い好きだって言いっていたし、二人の姉妹仲は非常に良りよう好こうなのだろう。仲良きことは美しきかな。

「夕飯はこっちに来るって言ってた」

「当番じゃないけど自分で作るってさ。かわいい妹が来てくれたからって、凛音ちゃん張はり切っていたよ」

「なら今日は楽できるな」

　実は今日の当番は俺だった。

　凛音がやってくれるというなら、今日はゆっくりさせてもらう。

　俺は空そらと青あお葉ばの間に移動し、ベッドの縁ふちに寄りかかると、ゲームコントローラーのスイッチを入れ、プレイ中のゲームに参加する。

　そのまま一時間ほど一緒に遊び、時刻は午後の四時となった。

　本来なら夕飯の当番である俺は、そろそろ今夜の食材を手に入れるため、近所にあるスーパーで歴戦の主婦つわものたちとバトらなくてはならないのだが、今日はそれもない。

　ゲームに疲れたので三人でまったりとした時間を過ごす。

「彗さとる、どこいくの？」

「凛音の部屋だ。ちょっと差し入れにな」

「ん、いってらっしゃい」

　凛音と昴流、二人分のジュースとお菓子を袋に詰め、玄関を出て凛音の部屋へ。

　凛音の部屋は俺の部屋の隣の隣。本当は俺の隣が良かったらしいのだが、空と青葉が両脇を固めていたため断念したらしい。

「凛音ー、入るぞー」

　そう声をかけて俺は凛音の部屋のドアを開けた。

　チャイムもあるが俺は押さない。いつでも勝手に入ってきていいと言われているし、何より凛音が俺の部屋に勝手に入りまくっているのでおあいこだろう──っていうか、ドアを開けてもらうまでの待つ時間が嫌なのだ。

　日本の六月は蒸むし暑いからな。

　一秒でも早く快適な室内に俺は入りたいのである。

「お邪魔しますっと」

　一応、形式だけの挨あい拶さつを済ませて部屋の中に上がる。

　そのままキッチンの奥へと移動し、リビングへと繫つながるドアを開けた。

「凛音、昴流、よかったらこれ食ってく──」

「我が名は昴流！　悠ゆう久きゆうの星の輝かがやきの名を冠かんする永遠の反逆者なり！　さあ、わが同どう胞ほうたちよ！　我、今高らかに戦いの狼煙のろしを──……………………？」

　空気が凍り付いた。

　大きな鏡の前で大おお仰ぎようなポーズを取り、先ほどまでそれ以上に大仰なセリフを歌うたいあげていた昴流すばるは、羞しゆう恥ち心しんで顔を真まっ赤にして俺を見つめている。

　今日の昴流はこの前と違い、普通に女の子の格かつ好こうをしている。

　凛り々りしい顔つきは相変わらずだが、ちゃんと女子らしい格好をしていれば男には見えない。イケメンな女子に見える。お姉さまとか後輩に呼ばれそうなタイプの。

「い、いやあののおに、お兄ちゃんこれは……これはね、その…………ち、違うの」

　そんな凛々しい俺の異い妹まいは、現在絶ぜつ賛さん混乱中だ。

　顔を真っ赤にして首をブンブン、ついでに手もブンブン振って、言葉もまともにしゃべれていない。誰がどう見ても錯さく乱らんしている。

「これ、これはね……ボクの、その、バンドの練習なの。そ、そう練習！　演奏前にステージ上でお客さんに向けて言いうセリフの練習！」

「確か、ヴィジュアル系ガールズバンドって言ってたよな」

「う、うん！　そう！　男装してこんな感じのセリフを言うとね、お客さんたちに喜ばれるから！」

「なるほど」

「だからこれは全然普通のことなの。別にボクの趣味とか、心の中にいるもう一人のボクが大暴れしていたとかいうわけじゃ……ないんです、よ？」

「オーケーオーケー、わかったわかった。とりあえず落おち着こう、な？」

　そう言って俺は持ってきたお菓子とジュースを昴流に渡してやる。

「ところで昴流、凛りん音ねは？」

「お、お姉ちゃんなら夕飯の買い出し……」

「ってことは今一人か？」

「うん、そうだけど……」

「そっかー……一人なのかー……。それなら仕方ないよな」

「仕方ないって、何が？」

「誰もいない一人なら、そうやって自分を解放しても仕方ないってことだよ」

「ブフゥーッ!?」

　昴流が飲んでいたジュースを噴ふき出した。

　お前な……一応お嬢なんだからそういうのやめろよ。

　しっかし、凛音といい昴流といい、星ほし延のべ家ってわりとマナーに寛かん容ようなのか？

　個人的に「テーブルマナーとかしゃらくせぇ！　いちいちそんなこと気にしていたら美う味まいメシもマズくならぁ！　そんな細かいこと気にせずに美味い美味いって食ってやることこそ食材と料理人に対する最高の礼儀だろうが！」って思っているから、もしそうなら超好感が持てるな。

「お、お兄ちゃん……だから違うって…………」

「大丈夫大丈夫。お兄ちゃんわかってる。ちゃんとわかってるから。中学二年生っていう時期は、誰でもそんな感じの時があるもんだから。お兄ちゃんもそういう時期がちゃんとあったから。鏡の前でポーズ取って、『くぅ……力が抑おさえきれんっ！』とか人知れずやってたから。だから大丈夫だ」

「ちーがーうーっ！　だから違うのーっ！」

　俺の暴ばく露ろ話もどうやら昴流すばるには通じないらしい。

　相変わらず自分のやっていたことを猛もう烈れつに恥ずかしがって、なかったことにするかのように頑かたくなに否定し続けている。まあ、気持ちはわかる。

「なあ昴流、そんなに恥ずかしがるなよ。そりゃあ心の中の中学二年生が大暴れしているところを見られるのは恥ずかしいとは思うけどさ、無かったことにするのはちょっと悲しくないか？」

「……どういうこと？」

「だってそういうことを人知れずするってことは、そういうのが好きだってことだろ？」

「…………………………」

　昴流は答えない。

　まだまだ認めたくない、恥ずかしいという気持ちが昴流の中で優まさっているようだ。

　確かに人に見られたら恥ずかしいことだし、相当イタイけど、認めちまえば楽になれるのにな。

　仕方ない。

　ここは俺がお兄ちゃんらしく、昴流の心を救ってやろうじゃないか。

「昴流、お前の学校の歴史の授業、今どのあたりまでやってる??」

「え？　え～と、今は鎌倉時代くらい、かな？」

「そっか。じゃあキリスト教伝来はまだか」

　昴流は首を縦に振った。

　やっていたら話が早かったんだけどな。

「日本にキリスト教が伝わったのは一般的に一五四九年で、イエズス会の宣教師として有名な、あのフランシスコ＝ザビエルが広めたと言いわれている。ザビエルは時の権力者だった織お田だ信のぶ長ながの庇ひ護ごを受けて、仏教や神しん道とうが中心だった日本に新たな宗教を根付かせることに成功したんだ」

「その話は知ってるけど、それとこれとどういう関係があるの？」

「いいから黙って聞けって。そうして一いつ旦たんは受け入れられたキリスト教だけど、豊とよ臣とみ秀ひで吉よしの政権下からちょっと雲行きが怪しくなり、徳とく川がわ家いえ康やすの江戸時代になると禁きん教きよう──つまり、法律で信しん仰こうすることを禁止されてしまうんだよ」

　うんうん──と、昴流すばるは言いわれた通り俺の話を黙って聞いている。

　俺の異い妹まいが素直でかわいい。

「そうなったら大変なのは、今までキリスト教を信仰していた人たちだ。突然国から自分の神様を信じるな。もし信じ続けるのであれば刑罰もやむなしって言われちゃったわけだからな」

「お兄ちゃん質問。刑罰って言うけど、信じてるのがバレたらどんなことをされたの？」

「最悪死刑」

「えぇっ!?」

「言っておくけど噓うそじゃないぞ」

　詳しくは授業、もしくは図書館なんかに置いてあるマンガ『ＪＡＰＡＮの歴史』シリーズとかを参照してくれ。『ＪＡＰＡＮの歴史』シリーズはマジで名作。超わかりやすいし楽しく学べる。

　マンガの力マジですごい。

「さて、ここで問題だ。信じているのがバレたら最悪殺されるかもしれない状況で、当時の日本のキリシタン──キリスト教を信じている人たちはどうしたと思う？」

「う～ん……さすがに信じるのをやめたんじゃないかな？　自分が死ぬかもしれないのに、その神様を信じ続けるのはボクはちょっと……」

　そうだよな。今の日本人の感覚で考えるとそう思うよな。

「残念ながら不正解だ」

「え？　それじゃあ？」

「そうだ。当時のキリシタンたちは、信じているのがバレたら最悪殺されるかもしれないそんな状況でも、自分たちの信仰を捨てなかったんだ。自分たちの神様を信じ続けたんだよ」

「そんな……どうして？」

「そんなの決まってるじゃないか」

　何も難しいことなんてない。

「死ぬほど好きだったからに決まってるだろう？」

　そう、これが当時の人たちが信仰を捨てなかった唯一にしてシンプルなたった一つの理由に他ならない。

　人間、死ぬほど好きなものは、たとえ誰に何を言われようが捨てることなんてできないものだ。

「表面上捨てたことにしていた人が多いけどな」

　誰だって死にたくないし、当然の行動だと思う。

「でもな、そういう人たちって、陰かげでもの凄すごく苦しんだんだよ。好きなものを好きだと言いえない、自分に噓うそをつき続けることに……もの凄く、もの凄く苦しんだんだよ！」

「お、お兄ちゃん？」

　段々と熱が入り始めた俺の言葉に昴流すばるが戸と惑まどうが構かまうものか！

　たとえ異い妹まいに戸惑われようが、ちょっと引かれようが、これだけは伝えたい！

「人間他人に噓をつくことはできる！　でもな、自分に噓をつくことはできないんだ！」

「自分に……噓をつけない？」

「そうだ！　好きなものを嫌いだって、口ではいくらでも否定できるけど、心では絶対にそれはできない。しようとしたところで心が苦しくなるだけなんだ……」

「……………………っ！」

「昴流、確かにさっきのアレは恥ずかしいかもしれない。人に見られたくない、自分の隠かくれた一面なのかもしれない。でもな、そんな自分を誤ご魔ま化かすな！　否定するな！　そんなことしても自分が苦しいだけだ！」

「お兄ちゃん……」

「俺はお前のそんな一面を否定しない。だって……俺もそういうの大好きだからな！」

　伊だ達てにマンガやラノベを愛読しているわけじゃない。

　俺の心の中には、今も現役で中学二年生が住み続けている。

「人間、誰でもそういう一面を持っているもんさ。今の自分とは違う、心の中のもう一人の自由な自分が大暴れする時なんて誰にでもある。だから、そんな自分を、大好きなことをぶちまけた自分を否定なんかするんじゃない！」

　そもそも、誰に迷惑をかけているわけじゃないしな。

　迷惑をこうむるのは冷静になった後の自分オンリー。

「好きなものは好きだと言おうぜ。俺も一緒にやってやるから」

「………………うん！　ボク、精一杯やるよ。自分の中の好きを解放するよ！」

　そう言って俺たちはお互い向かい合あうと、思い思いにもう一人の自分を思う存ぞん分ぶん解放させた。




「我が名は彗さとる！　夜を斬きり裂さく一ひと筋すじの光にして四し方ほうの王也なり！　我が右腕うでに封ふうじられし力、その目に焼き付けひれ伏ふすがいい！」




「我が名は昴流すばる！　悠ゆう久きゆうの星の輝かがやきの名を冠かんする永遠の反逆者なり！　さあ、わが同どう胞ほうたちよ！　我、今高らかに戦いの狼煙のろしを上げん！」







「………………………………」

「………………………………」

「………………………………」

「………………お兄ちゃん」

「……何だ昴流？」

「これすっごい気持ちいいね!?」

「だろう!?」

　心の中学二年生を解放した感想は、予想通り最高だった。

　好きなものを好きだと、思いっきり声を高らかにして言いえるのはやっぱりいいものだよな。

　それに一人じゃなければ恥ずかしさも薄うすれるし、むしろ楽しくなっちゃうよな。

　こういうのは中学生で卒業したつもりだったけど、やっぱり楽しいものは楽しい。

　もう一回と言わず、心行くまでエンジョイしたくなる。

「お兄ちゃんもう一回、もう一回やろう！」

　一回やって吹っ切れたのか、昴流がもう一度とせがんでくる。

「よし昴流、せっかくだから次はポーズも決めよう！　何というか、こう、明らかにこれからバトるのに向いていないけど何かカッコよくて惹ひきつけられそうなヤツでいこう！」

「それいい！　いいよお兄ちゃん！　よーし、ボク頑張っちゃうぞ！」

　やるからには徹てつ底てい的てきに拘こだわる派な俺である。

「よしいくぞ」

「せーのっ！」




「我が名は彗さとる！　夜を斬きり裂さく一ひと筋すじの光にして四し方ほうの王也なり！　我が右腕うでに封ふうじられし力、その目に焼き付けひれ伏ふ──…………」




「我が名は昴流！　悠久の星の輝きの名を冠する永遠の反逆者なり！　さあ、わが同どう胞ほうたちよ！　我、今高らかに戦いの狼煙のろしを上げ──…………」







「「何やってるの二人とも？」」




　世界が静止した。

　俺と昴流すばるはカッコいいポーズ（個人的に）を決めたまましばらくの間動けなかった。

　刹せつ那なの時間が永遠に感じられるほど脳内時計が乱みだれ、戻る。

「………………あの、ちょっといいですか？　お二方」

「「何？」」

「いつからいたの？」

「「彗さとる（お兄）がキリスト教伝来の話をしたあたりから」」

「わりと早くからいた!?」

　だったら早く声をかけろよ！

「っていうか何でいるんだ!?」

「彗がなかなか帰ってこないから様子を見に来た」












「凛りん音ねちゃんや昴流すばるちゃんと仲良く遊んでいると思って、交まざろうかと」

「……そうか」

　俺の妹たちは全員仲が良いので、その可能性は十じゆう分ぶんに考こう慮りよするべきだった。これは俺の失敗だ。

「あのな二人とも、これはその……違うんだよ」

「えぇっ!?」

　ちょっとお兄ちゃん、さっきと話が違うよ!?──と言いった表情で昴流が俺を見つめる。

　昴流、あまり俺を見ないでくれ……。

　テンションに任せてああ言ったけど、やはり恥ずかしいものは恥ずかしいんだよ……。

　好きなものを好きだと言うには勇気がいる。

　何か愛の告白みたいだな。

「大丈夫、彗さとる。問題ない」

「気にしないでお兄。わたしもそういう時期あったからさ。人間、男女関係なく、心の中に中学二年生が住んでいるもん。だからちっとも恥ずかしくないって」

「あ、はい……」

　二人の妹のフォローが心に響ひびく。

　そして昴流は──真まっ赤になってプルプル震ふるえているだけである。

　俺の異い妹まいが照れ屋かわいい。

「昴流も彗も、恥ずかしがらないで」

「二人とも、学校の歴史ってどこまで習ってる？　フランシスコ＝ザビエルがキリスト教をこの国に伝えたころは──」

「それさっき俺がやった！」

　同じネタを持ち出すな！

　フォローがフォローになってねえよ！

　義ぎ妹まい＆似に妹まいの気持ちが刺ささって痛い。

「というわけだから」

「自分自身を解放しても恥ずかしいことなんてないんだよ？」







　といった感じでこの後話が進んで行き──己おのれの解放。

　戻ってきた凛音の「みなさん何やってるんですか？」の一言で我に返るまで、俺たちの心の中学二年生は、思う存ぞん分ぶん思い思いの行動を取り続けていた。




　今日の教訓＝歴史は繰くり返す。









ストーカー






「ねえ彗さとる、ちょっといい？」

　ある日の放課後、帰り際ぎわに神み子こに声をかけられた。

　場所は昇降口。窓から漏もれる夕日の光で黄昏たそがれ色に廊下が染そまっているこの状況、まるで青春映画のワンシーンのようじゃないだろうか。

　現実ではなく映画ならば、この後俺は人ひと気けのない場所──具体的に言いうと校舎裏か屋上に連れていかれて、神子に愛を告白されるのだろうけどこれは現実、そんなことあるわけがない。

　たぶんこの前みたいに一緒に帰る途中で、どこか適当に寄り道して帰ろうとか、そんな感じのお誘いだろう。

「うん？　どうかしたか？」

「その、ちょっとあんたに聞いてもらいたいことが、あるんだけどさ……」

「聞いてもらいたいこと？　いいぞ。話してみろよ」

「え、えっと……」

　俺が話すように促うながすと、神子はしきりに周囲の様子を確認しだした。

　まだ放課後になったばかりの時間帯なので、校内に生徒はそこそこいる。

「ここじゃ、その、ちょっと言いづらいのよね…………」

　神子がうつむきそう語る。

　どこか恥ずかしそうにもじもじとしており、指先をちょこちょことせわしなく動かし続けている。

「誰にも聞かれたくない話だから、できれば人気のないところがいいんだけど……」

　……何だと？

　夕日が照らす校内＋人気のない場所だと!?　それじゃあまるで、さっき俺が連想していた青春映画のワンシーンそのものじゃないか！

　まさか神子が俺のことを──って、そんなことあるわけねえな。俺と神子に限って、そんなシチュエーション起こり得るはずがない。

　だいたい、こんな感じのことは一年前にもあったじゃないか。

　確かあの時は校舎裏に呼び出されて、効率的なダイエット方法を知らないか聞かれたんだっけな。

　この前ケーキを奢おごらされたし、部屋に来た時もケーキ持ってきてたし、おそらくそれで間違いない。

　たぶん、ケーキを食いすぎたことが原げん因いんでボディが甘くなっちゃったのだろう。こう、ぷにぷにとマシュマロみたいに。

「なあ神み子こ、そんなに気にすることないと思うぞ？」

「え？」

　俺の言葉に神子は戸と惑まどったような表情を浮かべた。

　自分がこれから相談しようとしていたことを、全すべて見み通とおされて驚おどろいている感じだ。

　つきあいもそれなりに長いんだ。お前の考えなんて、全てまるっとエブリシングお見通しだっつーの。

「俺、前から思っていたんだけどさ、お前ら女子は少しそういうの気にしすぎなんだよな。全然どうってことないのに、必要以上に気にしすぎるからそう思うんだって」

「そ、そうなのかな？　あたしの気にしすぎかな？」

「絶対そうだって。だって全然いつもと変わらないし」

　特に太ったようには見えない。

　この際さいだからはっきり言いっておいてやろう。無む茶ちやして身体を壊こわさないうちに。

「少しくらい体重が増えたところで見た目なんてのは大して変わらないもんさ。一キロ二キロをお前ら女子は気にしすぎだ」

「は？　体重？」

「そもそも日本の女子って世界的に見て軽すぎるんだよ。無理なダイエットがたたって身体を壊したら元も子もないじゃねえか。だいたいなぁ、瘦やせたい瘦せたいって女子は言うけどな、男の俺から言わせてもらうと瘦せすぎてても萎なえるんだっつーの。腰はともかく、胸や尻しりには適度に肉がついていたほうがむちぷりっとしていて、何というか……こう……な？　あ、俺は腰には云うん々ぬん言ったけど、あくまでそれは俺個人の意見であって男子全体の意見じゃないから。松まつ原ばらくんなんかは腰にも少し肉が欲しいってこの前言っていたから、少しくらい肉がパンツからはみ出していてもいいんじゃないか？　お腹のはみ肉マフイントツプに萌もえる男もいるし──」

「ちょっと彗さとる、ストップ！」

　神子が俺の口を手で押さえた。

　何だよ、これからがいいところなのに。

「彗、あんたさっきから何の話をしてるの？」

「え？　何って体重の話だろう？」

「何でそんな話を？」

「お前のためにしてるんじゃないか。ケーキの食いすぎで太ったから、ダイエットの相談をしたいんじゃないのか？」




　そう言ったらグーで殴なぐられた。

　女の子に体重の話をしてはいけないということを、俺は深く心に刻きざんだ。





　　　　　☆






「ストーカー？」

「……うん」

　駅前のドドールに入り席につくなり、神み子こが発はつしたのは衝しよう撃げき的てきな一言だった。

　うつむく神子の顔からは、噓うそや冗談の気配は感じられない。

「何ていうか……気持ち悪いのよね、最近。ふと気が付くと誰かに後をつけられているような気がしてさ」

「それこそ気のせいなんじゃないのか？　だいたい、お前をストーキングする理由が見当たらん」

「相変わらず彗さとるの目は節ふし穴あなね。理由ならちゃんとあるじゃない」

「あんのかよ。俺には皆かい目もく見当がつかないんだけど、その理由って？」

「あたしの魅力に決まってるでしょ」

「あ、そういや今日スーパーで肉の特売だった。悪いけど帰るわ」

「ごめんなさいいいぃぃぃっ！　あたしが悪かったから見捨てないでええぇぇ～っ！」

「わかった！　わかったからズボンつかむな！　パンツ見える！　公共の場で下半身丸出しになる！」

　そうなったら間違いなく事案になって警察を呼ばれてしまいかねないので、俺は大人しく席に座って話の続きを聞くことにした。

　周囲の方々から「あそこの高校生カップル、今捨てないでとか聞こえたんだけど？」「若いのに捨てるとか捨てないとか痴ち話わ喧げん嘩か？」「やだサイテー……。よくそんなことできるわよね」といったささやきが聞こえてくる。

　いや違うからね。俺たち別につきあってないからカップルじゃないからね。痴ち情じようのもつれとかそんなんじゃないからね。勘かん違ちがいしないでくれ。

「……で？　真面目まじめな話ストーキングされる心当たりはあるのか？」

「……ない」

「誰かに恨うらみを買ったとかそういうのは？」

「そっちもない……と思う」

　うーん──と、腕うでを組んで心当たりを思い出そうとする神子。

　組まれた両腕に胸が乗せられ、グラビアみたいに胸が強調されている。

　……青あお葉ばほどじゃないにせよ、こいつも結構でかいよなあ。

　ギャルっぽいせいでクラスカースト中位以下からは敬けい遠えんされがちだけど、神子の見た目はハイレベルだし性格もいい。

　頭の中身はちょっと……いやだいぶ……その、アレだけど、それが欠点に思えないくらいの愛あい嬌きようはあるし、スタイルも胸だけじゃなくて全体的に整ととのっている。

　客観的に真面目まじめに考えて、恨うらまれる覚えがないとなると、マジで神み子この魅力が原げん因いんというセンがあってもおかしくないな。隠かくれファンいるらしいし。

　ストーキングされる条件がわりと揃そろっている。

「うーん、やっぱりあたしの気のせいなのかなあ？　振り返っても誰もいないし。恨まれるようなことをした覚えもないから」

「気配を感じる頻ひん度どはどれくらいなんだ？」

「ここ数日、ほぼ毎日ね。朝一人で登校しているときとか、夕方一人で帰るときとか。あ、あと体育の授業中に視線を感じたりすることもあったわ。やっぱり誰もいないんだけど」

　結構多いな。

　それが本当ならかなり大問題なんじゃないだろうか。

　神子は誰もいないと言いっているけど、それだけ頻ひん繁ぱんに視線を感じるとなると、ストーカーがいるいないにかかわらず心配になる。

「なあ、神子」

「うん？」

「しばらく一緒に帰るか？　朝は無理だけど帰りなら送ってやれるし」

「いいの？　今のあんただと遠回りになるけど」

「いいっていいって、気にするなよ」

「……ありがと」

　神子が申もうし訳なさそうにお礼を言った。

「そんじゃ早さつ速そく行こうぜ。そういう事情なら暗くなる前に帰ったほうがいいしな」





　　　　　☆






　海え老び名な駅から線路を挟はさみ、少し歩いた場所にある住宅地。

　カレーの香りが漂ただよう、どこか懐なつかしい道を夕暮れ時に二人で歩く。

「送ってもらってて今更だけど……何か悪いわね。今のあんたの家ってあっちだし」

「だからいいって言ってるだろ？　気にするなって」

「……うん」

　隣を歩く神子がどこかしおらしい。

　わりと本気で申し訳なく思っているんだろうな。

　学校ではちょっとうるさいくらいの神子が、一言も発はつさず黙もく々もくと歩いているさまはどこか不思議に思えてしまう。

「……そういえばさ」

「うん？」

　信号待ち中、俺たちの目の前を一台の車が通りすぎたとき、今までほとんど何もしゃべらなかった神み子こが突然声を上げた。

「中学のころに、一回だけこんな風に帰ったことあったわね」

「そういえばそんなことあったなあ」

　俺と神子は小学校からの付き合あいで家も近所だったけど、ギリギリ学区が違うので小中学校は別々だった。

　なので、帰宅時間が一緒になることはあったけれど、こういう風に並んで一緒に帰るということは基本的になかったのだ。

「あん時はどうして一緒に帰ったんだっけ？」

「覚えてないの？」

「ああ……っていうか、確か理由聞かなかったんじゃなかったっけか？　朝、学校行く前にいきなりお前に呼び出されて、お願いされてさ、仕方なく学校が終わり次第お前の中学に向かったことだけはよく覚えているんだけど」

　あ……でも、だんだん思い出してきたぞ。

　あの時は学校終わった直後に神子の学校行かなきゃいけなかったから、死ぬほど急いだから大変だったんだよな。

　そしてそれ以上に大変だったのが、別の中学のヤツが来たもんだから、神子の中学の不良が「戦争だゴルァ！」と、数日後に俺の中学に仲間引き連れてやってきたんだったわ。

　人に会いに来ただけなのに戦争とか、何で不良ってこうなんだろうな？

　ヤンキー漫画の読みすぎだ。

　漫画と現実をごっちゃにしてはいけない。不良系オンリーじゃなくてラブコメも読もうぜ。もっと平和的に生きようじゃないか。

「結局、あの時呼び出された理由は何だったんだ？」

「気になる？」

「まあ、それなりに」

「そっかー、それなりかあ…………」

　うーん、と何かを考える神子は一見普通だけど、どこか残念がっているというか、何かそんな感じだ。

　つきあいが長い俺だからわかるけど、声にどこか張はりがない。

「もう時効だし、言いってもいいかな」

　神子の中で公開するか否いなか結論が出たようだ。

　どうやら教えてくれるらしい。

「実はあの日呼び出したのはね、あんたにあたしの彼氏になってもらうためだったのよ。言いってみれば偽にせ彼かれ氏しね」

「何でまたそんなことを？」

「それはほら、その、ね？」

「何だよ？　はっきりしねえな。教えてくれるんだろ？　さっさと言えよ」

「うぅ……わかったわよ」

　ようやく観念したようで、神み子こがぽつりぽつりと語りだした。

「……中学生のころってさ、周りの話題が恋愛関係になるじゃない？」

「なるな。思春期突とつ入にゆう直後だし」

　中学時代と言えば。異い性せいに興きよう味み津しん々しんになる時期だ。特に中二。

　性を自覚し、性に目覚めるこの時期は、男女ともに恋愛関係の話題がメインに上がりやすくなる。

「あのころつきあっていた友達と彼氏の話題になって、理想の彼氏の話をしていたら、いつの間にかあたしに彼氏がいるって話になって、会あわせてほしいって言われて断るに断り切れず、その……」

「それで俺を呼び出したってことか」

「そ、そういうこと……」

　三年の歳さい月げつを経へて判明した理由は、想像した以上にくだらない理由だった。

　こんな見み栄えそのものの理由で俺は呼び出されたのかよ。

　ぶっちゃけ呆あきれたわ。

「お前なあ、そういう流れになる前に訂正しとけよ。いないならいないでごめんなさいしとけば良かったんじゃないのか？」

「バカ言わないでよ!?　女が一度口にしたことは、たとえ噓うそでも引っ込こめるわけにはいかないのよ！　もし引っ込めたり噓だとバレたりなんかしたら、仲間うちで見下されるのよ？　ワンランク下に見られちゃうのよ!?」

　そんな屈くつ辱じよく耐たえられない──と、拳こぶしを震ふるわせ力説する神子。

　年頃の女子の世界ってそんな殺さつ伐ばつとしているのか。

　何かやだな。

「で、結局俺が行った意味はあったのか？」

「そりゃあもう！　あんたが来てくれたおかげであたしの立場と日常は守られたわ！　半はん信しん半はん疑ぎだったあの子たちのあたしを見る目が、尊敬のまなざしに一いつ変ぺんしたあの日のことをあたしは決して忘れない。この勝利の味を、あたしは決して忘れないわ」

「……さいですか」

　嫌な勝利の味もあったものである。

「でもさ、お前の立場と日常が守られたのはよかったけど、それだと後々困ったんじゃないか？」

「どうして？」

「だってさ、お前たちの間では、お前に彼氏がいるってことになったんだろう？　それだと他の男が寄ってこないから、そういった縁が遠のくんじゃないのか？」

　異い性せいに興きよう味み津しん々しんなお年頃としてはキツイものがある。

　彼氏イナイ歴の更新待ったなしだ。

「それはそうだけど、あたしそのほうが良かったし」

「何でだ？」

「それはその…………ほら、ね？」

　神み子こがチラチラと視線を送ってくる。

　何かを目で訴うつたえているのがわかるのだが、いかんせん俺は普通の人間であってエスパーではない。

　はっきり言いってくれないので、何が言いたいのかはさっぱりだ。

「ほらって言われてもな。言葉にしてくれなきゃ何を言いたいのかわかんねえよ」

「……ああ、あんたはそういうヤツだったわよね。まあ、そのほうが好都合だけど」

「……神子？　何か言ったか？」

「別に!?」

　神子は大きめな声でそう言うと、ピョンと一歩前に出て振り返る。

「ここでいいわ。送ってくれてありがと」

「ん？　お、おお……」

　ニカッと微笑ほほえみそう言うと、神子は自宅に向かって走っていった。

　いきなり話題をぶった切られた俺は、どこか釈しやく然ぜんとしないままその場を後にし帰宅する。

　そして帰宅後──。




「兄さん！」

「うわっ!?」

「おふぅっ!?」




　部屋のドアを開けるなり、エプロン姿の凛りん音ねが俺に向かって飛び込こんできた。

　あまりにも鬼き気き迫せまる表情だったので俺は怯ひるんでしまい、とっさに横に避よけてしまった。

　その関係で凛音が外の壁に激げき突とつ。奇妙な断だん末まつ魔まの声を上げ、そのまま床に崩くずれ落おちた。

「……大丈夫か？」

「大丈夫なわけないでしょう!?　何で避よけたのですか兄さん!?　仮にも兄さんはわたしの将来の夫なのですから、妻の愛をしっかりと受け止めて下さい！」

「誰がお前の将来の夫だ。普段からお前と結婚する気はないって言いってるだろうが」

「ええ、承知しています。ですので兄さんの今の意思を尊重して、頭に『仮』とつけさせていただきました。本決まりじゃなければ別に構かまわないでしょう？」

「そりゃ、まあ……仮だしな」

　仮ならば未定で本決まりではない。

　いつでも変更可能な状態ならば、ギリ許きよ容ようできなくもない、かな？

「うーん………………でも、なあ？」

「兄さんと結婚するのは、今はまだ夢物語だと理解しています」

「お、おう」

「なのでせめて、せめて自身の妄もう想そうの中くらいは夫婦でいたい……っ！　仮をつけたのはそういう気持ちの表れなのです。現実は無理でも、せめて妄想の世界くらいは夫婦でいることを許していただけないでしょうか？」

　凛りん音ねが祈るように懇こん願がんしてくる。

　目が「お兄ちゃんお願い！」と訴うつたえている。

　この目に抗あらがえるシスコンはこの世に存在しない。

「……わかったよ。脳内くらいなら許して──」

「やった！　やりましたっ！　ついに兄さんから夫婦設定実じつ装そうの許可をいただきました！　仮設定を長期間実装して慣れさせることで、本設定へと移行する…………オンラインゲームのベータテストからヒントを得たこの作戦で、兄さんとの結婚を現実のものに……っ！」

「やっぱ仮でもなしな」

「どうしてですかっ!?」

　凛音が再び俺に迫せまる。

「脳内ですよ!?　妄想ですよ!?　仮想現実ヴァーチャルリアリティ!?」

「その仮想現実ヴァーチャルリアリティを拡張現実オーグメンテッドリアリティに置き換かえる気まんまんなのに許可するわけあるかよ」

「そ、そんな……わたしの夢が……野望が…………」

　がっくりと、凛音が膝ひざから崩くずれ落おちた。

　持っていたおたまが、カラーンと乾いた音を立てて床に転がる。

「それじゃそういうわけだから。話は終わったな。入るぞ」

「待ってください！」

　中に入ろうとした俺の服を凛音がつかんだ。

「もう、何だよ？　俺いい加減中に入りたいんだけど」

「そんなに、そんなにあの人がいいのですか兄さん!?」

「は？　あの人？」

「とぼけないでください！　今日一緒に帰っていたあの人です！　兄さんと空そらちゃんの幼なじみの、わたしたちのクラスメイトの、外がい姉し系けい姉し本ほんからの外がい妹まい種しゆ、安あん国こく寺じ神み子こさんのことですよ！　すっごい楽しそうに帰っていたじゃないですか！　兄さんに家まで送ってもらえるとか、正直羨うらやま死するところでしたよ！」

　何だよ羨ま死って。

　っていうか、おい。

「おい凛りん音ね、何で今日ついさっきあったことを、ここにいるお前が知っている？」

「そんなの、我が家の優秀な諜ちよう報ほう部ぶの方々が報告を上げてきたからに決まっているじゃないですか。この前ここに来た時怪しかったですからね。調査時間を大幅に延長し、ほぼ四し六ろく時じ中ちゆう彼女を監視して報告を送るように──」

　──バタン。

　凛音の言葉が終わらないうちにドアを閉めた。

　ついでにガチャリと鍵かぎを閉める。

「ああっ!?　何でですか!?　どうして鍵を閉めるのですか!?」

「凛音、お前今日から三日ほど俺の部屋出入り禁止な。破ったらお前と二度と口を利きかない」

「どうして!?　どうしてそんなひどいことを!?」

「やかましいっ！　自分の胸に聞いてみろ！」

　俺ひとの幼なじみをストーキングするな。しかも超一流のプロを使うな。

　そりゃ視線を感じても見つからないわけだわ。

　本気を出した諜報戦のプロを、普通の女子高生が見つけられるわけがない。

「合鍵使うのもなしな。もしも部屋にお前が侵入した痕こん跡せきがあったら、容よう赦しやなくお前を存在しないものとして扱あつかうからな」




　その後。

　神子は妙な視線を感じることはなくなり、いつもと変わらない平和な学校生活を送れるようになった。

　その陰かげで一名ほど、この世の終わりのような表情で三日間過ごしたお嬢様がいたようだが、自じ業ごう自じ得とくなので放置させてもらった。









スポーツジム






　日曜日の朝、洗濯物を干していたところに空そらが現れた。

　チャイムも鳴らさずに部屋に侵入、冷蔵庫を勝手に漁あさって適当な食べ物と飲み物を手に取ると、テレビをつけてベッドに座る。

　もしゃもしゃごくごくとやりつつ、部屋の主あるじのようにまったりとテレビを見る空に対し、もう俺は色々と諦あきらめているので、このことに関して特に言いうことはないのだが、確認しなければならないことが一つだけあるので言わせてもらう。

「空、お前、最近ちゃんと走ってるか？」

　ぴたり。

　飲み物を飲もうとした空の手が止まった。

「今週金曜日のマラソン大会、完走できなかったら夏休み補習でパァなんだろ？　ちゃんと走れるように練習してるのかお前？」

　宣告を受けた当初は走っていた。

　高校生にとって夏休みというのは特別なもの。青春時代の思い出の一ページとして欠かせない要素なので、それが補習で消えてしまうともなれば……あえて説明せずともわかるだろう？

　それに加え、空は現在高一だ。高校入学後の初めての夏休みが、全すべて補習で終わってしまう──そんなことになってしまえば、これからの空の人生に暗い影を落おとしてしまうことになりかねない。

　他の人が海とか山とかプールとか行ったり、もしくは家でゲームとかマンガとかアニメとか楽しんだり、ベッドでごろごろとかして、好きな時間を好きなように過ごしている横で自分だけ普段と同じように学校に通って勉強とか、酷ひどいにも程がある思い出だ。

　わが愛する義ぎ妹まいがそんなことになってしまっては気の毒すぎるので、確認のために聞いてみたわけだが、このリアクションを見るにやっぱりやっていなかったなこいつ。

「俺の記憶が正しければ、走ってたの最初の三日だけだったよな？　そんなんで時間内に完走できるのか？」

「……大丈夫、問題ない」

「おい、答えるまでのその間まは何だ？」

「大丈夫、問題ない。彗さとるは心配しなくていい」

「本当に大丈夫なのか？　お前、確か運動苦手だっただろ？　それに、この前一緒に走った時、一キロも走らないうちにヘトヘトになってなかったっけか？」

　あの時は辛そうだったので、俺が腰を抱かかえて帰宅した。

　本人はお姫様抱っこを希望したが、その希望は当然のことながら却きやつ下かしている。

「平気。なぜならわたしには秘ひ策さくがある」

「秘策だって？」

「そう、秘策。これがあれば絶対に大丈夫。夏休み中ずっと補習なんて悲しい運命、絶対に訪おとずれることはない」

「ずいぶんと自信ありげだけど、一体どんな策なんだ？」

「学校を辞める。そうすれば補習になんてなりようがない」

「却下に決まっているだろ、バカ」

　額の真まん中にチョップで強めに、どすっとツッコんでおいた。

　このツッコミが結構効いたらしく、空そらは額を押さえて苦しんでいる。

「さ、彗さとる……さすがにこのツッコミは厳しすぎる……。わたしの脳が左右に割れそう」

「落おち着くんだ空。脳はもともと左右に割れてる」

　右脳と左脳にな。

「それより空、補習を受けないために学校辞めるなんて本ほん末まつ転てん倒とうじゃねえか。そんなこと絶対許さないからな」

「そんな……彗、酷ひどい」

「酷くない。いいか、空？　日本では義務教育は中学までで、高校には必ずしも行く必要はないけど、それだと後で苦労するぞ？」

　俺が今言いった通り、日本じゃ高校は義務じゃないけど、義務じゃないだけでほぼ必ひつ須すというのが現状だ。

　アルバイトにしろ派遣社員にしろ正社員にしろ、どんな仕事でも高校卒業という条件が、ほぼ必ずと言っていいほどセットメニューとしてついてくるのが今の日本である。

「何か目的がちゃんとあって、それを目指すために中退するっていうのならいいけどよ」

「なら大丈夫。わたしはちゃんと目的があって辞めると言った」

「本当か？　補習が嫌だから辞めるって言ったんじゃないのか？」

「もちろんそれもある」

「……やっぱあるんだ」

　義ぎ妹まいのガッカリさにちょっと頭が痛くなる。

「だいたい予想がつくけど、その目的って？」

「彗のお嫁さんに決まってる」

「一ミリも予想を外れない回答だったな……」

　予想通り過ぎてめまいがしてくる。

「彗がわたしを娶めとれば万事解決。わたしも補習のために学校に行かなくてもいいし、先生方もわたしのために時間を使わなくてよくなる。これはいわばＷＩＮ＆ＷＩＮウイン・ウインの関係。誰も損をしないですべてが丸く収おさまる理想の形」

　俺のところが尖とががっており、全然丸くないことにこの義ぎ妹まいは気づいているのだろうか？

「お嫁さんに学歴は関係ない。中卒でもＯＫ」

「そこは俺も異論はないけどな……」

「だから大丈夫、わたしはお嫁さんとして最もっとも大事なことはできる。しかも多分得意」

「お嫁さんとして大事なこと？　お前、家事全般俺たちにやらせていないか？」

「それは二番目。一番大事なことはそれじゃない」

「じゃあ何だよ？」

「子どもを産んで育てること。わたし、子ども大好き」

「その先を言いったら、しばらくこの部屋入れないからな」

　空そらが自分の口をサッと押さえた。

「バカなこと言ってないでちゃんとやれ。俺も練習につきあってやるから」

「……むぅ、わかった」

　不機嫌そうに頰ほおをふくらませ、渋々と言った感じで空が部屋を出ていく。

　動きやすい服に着替えて玄関前で合流する。

「兄さん、おはようございます」

「おはよう、お兄」

　そして「いざ出発」と言ったところで凛りん音ねと青あお葉ばにバッタリ出会った。

　話を聞くと二人ともゴミ出しの帰りだそうだ。

　実じつ妹まいと似に妹まいがしっかりと自活できてて俺は嬉うれしい。

　おい、そこの義妹。ここから逃げるな。現実から目を背そむけるんじゃない。

「朝早いのに二人でどこかいくのかな？」

　運動着に着替えた俺と空を見て青葉が一言。

　かくかくしかじか、事情を二人に説明すると。

「では、せっかくなので今日はジムに行くのはどうでしょうか？」

「ジム？」

「はい。うちの家がやってるスポーツジムが隣街にあるのですよ。腕うで利ききのインストラクターさんもいますので、空ちゃんに最適なメニューを考えてくれるかと」

　と、いうわけで。

　今日は妹たちとスポーツジムに行くことになった。





　　　　　☆






　海え老び名な駅から電車に乗り、やってきたのは厚あつ木ぎ市。

　毎年八月初めに行われる鮎あゆ祭りをはじめ、Ｂ級グルメの厚あつ木ぎシロコロがわりと有名な街である。新鮮な豚のホルモンを味み噌そだれにつけて食べるアレは超美う味まい。

　目的地のスポーツジムは駅南口から出て徒歩五分くらいの場所にあり、それなりにアクセスも良さそうだ。

　受付を済ませてロッカールームに移動。俺は持ってきた運動着に着替えて妹たちを待つことにした。

　ちなみに俺の服は白のＴシャツに黒ジャージ。見せたい相手がいない男の服なんてこんなもんである。

「あれ、お兄ちゃん？」

　お兄ちゃん──全国のシスコンが妹から呼んでほしい呼こ称しようナンバーワンであろう呼称で俺を呼ぶやつは一人しかいない。

「おお昴流すばる」

　そう、この間新たに妹に加わった、俺の実じつ妹まいである凛りん音ねの義ぎ妹まいにして、凛音を引き取った星ほし延のべ家の実じつ子し、わが舞まい並なみ家とは異ことなる家庭の妹──すなわち異い妹まいの星延昴流その人だった。

「お前の家が運営しているジムだもんな。お前がいても不思議じゃないか」

「うん、ボク身体動かすの好きなんだ。だから休みの日はわりと来てるの」

　そう言いう昴流の格かつ好こうはＴシャツとスパッツ。昴流はどうも着やせするタイプらしく、中二なのに意外と出るところは出ている。

「今日はどうしたの？　お姉ちゃんたちは？」

「いや、みんないる。もうすぐ来るよ」

　三人を待っている間、俺は昴流に事情を話した。

「お待たせしました兄さん。あ、昴流も来ていたのですね」

　昴流と雑談を始め、少ししたころみんなが来た。

　三人とも上はタンクトップ形のフィットネスウェアに下がスパッツと、非常に動きやすそうな格好をしている。

　服がピッタリと身体に張はり付いていて目のやり場に困るじゃないか。

　そんな内心、微み塵じんも外に出さないけど。

「……めんどい。今すぐ帰りたい。帰って彗さとるのベッドでごろごろしたい」

「誰のために来たと思ってるんだ？　だいたい、そこは俺の帰る場所であってお前の帰る場所じゃない」

　お前の部屋は隣だ。

「ほら、行くぞ」

「やる気が出ない……。疲れるの嫌……。昴流、お願い。金曜日のマラソン大会、わたしの代わりに出場して。そしてしっかり完走して。わたしの替え玉として」

「え？　きゅ、急にそんなこと言いわれても……」

「相手にしないでいいぞ昴流すばる」

「そもそも、昴流と空そらちゃんでは身長が違いますし」

「っていうか髪の色も目の色も違うよね」

「ついでに言うと体型もな」

　髪を染そめてカラコン入れたところで速攻でバレるわ。

　似ている部分が見つからない。

「いい加減に観念しないと、走るたびに小こ刻きざみに揺れるその尻しり引っぱたくぞ」

「…………………………」

「腕うでを組んで悩なやむんじゃない！」

　そんなに尻を叩たたかれたいのかお前は。

　凛りん音ねと青あお葉ばは慣れたもんだけど、昴流が少し引いてるじゃねえか。

　新しくできたお姉ちゃんの一人を見る目が、完全にアレな人を見る目になってるぞ。

「時間がもったいない。さっさと行こうぜ」

　せっかくの休日に無む為いな時間を過ごしたくない。

　俺は空を放置することに決定し、他のメンバーを連れて移動を始めた。

　なお、放置プレイは嫌なようで、空も最後尾に嫌々続く。

　中で待っていたインストラクターさんに挨あい拶さつし、空のメニューを相談し、早さつ速そくトレーニングを始める俺たち。

　十じゆう分ぶんな柔じゆう軟なん体操の後、思い思いの場所へと散らばった。

「あなたが舞まい並なみ空さん？　あなたの担当インストラクターの渡辺わたなべといいます。今日はよろしくお願いしますね」

「よ、よろしく……」

　なお、空だけはつきっきりで、この美人女性インストラクターさんの指導を受ける予定である。シックスパックに腹筋が割れてて信頼できそうだ。

「お嬢さまから『金曜日までに七キロ完走できるように仕上げてください』とのことなので、ビシバシ行きますよっ。覚悟はいいですか？」

「ぜ、全然よくない……」

「スタミナをつけるには何といっても筋肉です。長時間走れる筋肉と、最後までやりきるという心の筋肉が共きよう鳴めいすれば、できないことはありません！」

「そ、そう？」

「そうです！」

　そう言いながら、渡辺さんと名乗った美人女性インストラクターさんは、己おのれの肉体美を見せつけるようにマッスルポーズを取った。非常にいいカンジに仕上がっている。

　美しい、いい筋肉である。

　男として憧あこがれるわー。

「あなたのような小柄な子でも、筋肉をつければ七キロ走るなんて簡単なこと。しかし、期限は今週の金曜日。一週間を切っているのでそれは不可能と言いわざるを得ません。だから──」

「……だから？」

「今日は徹てつ底てい的てきに心の筋肉を鍛きたえることにします！」

　渡辺わたなべさんは輝かがやかんばかりの笑顔でそう言い切った。

　迷いが一切感じられないあの笑顔から察するに、彼女の仕上がり具合は脳にまで達しているとみた。その部分は男として憧れないかな。

　かなり無む茶ちやなトレーニングメニューをやらされそうだけど、普段グータラな空そらにはいい薬だと思う。徹底的に鍛えてやって下さい。

「精神は肉体を凌りよう駕がするもの。七キロどころかフルマラソンすら余裕で完走できるレベルに仕上げて見せますよ！」

「え、遠えん慮りよする……」

「よーし、まずは軽くウォーキングマシンを使ってシャトルランといきましょう！　とりあえず一キロくらいからにしましょうか。それが終わったら休憩の腕うで立て伏ふせ五十回と腹筋五十回。さらに重量上げにつなげて、最後にサーキットトレーニングで身体をほぐして特製プロテインを摂せつ取しゆ。とりあえずこれを三セットいきましょう！」

「い、嫌……。いきたくない……。そんなことしたら死ぬ……」

「大丈夫。人間の身体は思ったより丈夫なんです。この程度で死にません」

「身体は死ななくても心が死ぬ！　わたしの心は人一倍貧ひん弱じやく！」

「その貧弱な心を鍛えるためのメニューなんじゃないですか。もう、やだ～」

「い、嫌なのはこっち！　助けて彗さとる！」

「さあ、空は彼女に任せて俺たちは適当にやろうぜ」

「さ、彗ぅ～……」

　渡辺さんに抱かかえられ、空が強制連行される。

　ドナドナの歌詞にある、売られていく子牛のような、悲しそうな瞳で俺たちを見ていた。

　ぶっちゃけ自じ業ごう自じ得とくである。

　普段からさぼっているからそうなるんだ。嫌なら真面目まじめにコツコツやっとけ。

「さて、と」

　そんじゃ適当に始めますか。





　　　　　☆






「ふぅ、久しぶりにいい汗かいたな」

　トレーニングを開始してから二時間が経過。

　適度に運動していい感じに疲れてきたので、俺は休憩室で一いつ服ぷく。自販機で買ったスポーツドリンクでのどを潤うるおす。

「あー、疲れた」

「お疲れさまです、兄さん」

「お兄、お疲れさま。たまにはこういうのもいいね」

「お兄ちゃんお姉ちゃんに楽しんでもらえて何よりですっ」

　休憩に入ってしばらくしたころに妹たちも合流。適当に飲み物を買って俺の隣に腰を下おろした。

　当然汗で湿しめっているので、妹たちの格かつ好こうは運動前よりもさらに目の毒だ。

　身体にぴったりとフィットしていた服がさらに張はり付き、身体のラインをよりくっきりさせているし、汗に混まじったフェロモンが、俺の兄ではない男の部分を刺激する。

　俺は頭を壁につけ、真ま上を見上げて目を閉じた。

　こうすれば、一見運動後の心地よい疲れに身を任せているように見えるので、内心の葛かつ藤とうを誤ご魔ま化かせるからだ。

　とりあえず凛りん音ねと青あお葉ば、ここで身体を拭くのやめろ。汗で蒸むれて気持ち悪いのはわかるけど、胸の谷間をここで拭くな。俺も男だから見たくなるだろうが。

　新しい妹の前で失しつ態たいを犯したくないので本当に止めてくれ。

「そういえば空そらの姿が見えないけど？」

「ああ、空ちゃんでしたら──ほら、あそこに」

「どれどれ？」

　休憩室のガラス部分から、凛音の指さす場所を見下おろすと。

「………………………………」

　競泳水着姿の空が、プールサイドでぐったりしていた。

「ウォーキングマシンを使ったメニューの後、水中トレーニングに入ったみたいですね」

　水中は負荷が地上よりも強いので、トレーニング環境に適しているっていうからな。

　心の筋肉を鍛きたえるって言いってたし、たぶんそうなんだろう。

「なんか、水揚げされたマグロみたいだな。ピクりとも動かねえ」

「空ちゃんの目、完全に死んだ魚みたいだもんねえ」

「空お姉ちゃん大丈夫かな？」

　昴流すばるは心配しているがこの程度なら大丈夫だ。本当にダメなら大の字になってる。

　顔色も大丈夫そうだし、まだ精神的に余裕はあるとみた。

　あのリアクションはツッコミ待ちである。

　仕方ない。

「ちょっとアレ回収してくる」

　俺は立ち上がり、持っていたドリンクを一気に飲み干し容器をゴミ箱へ捨てる。

　階かい下かに移動しプールサイドを歩き、マグロ状態の空そらの近くにしゃがんだ。

　ぺちぺちと頰ほおを叩たたいて反応を見る。

「おーい、空。大丈夫か？」

「さ、彗さとるにはこれが大丈夫に見えるの……？」

「全然大丈夫そうに見える」

「まったくもって大丈夫じゃない。彗の目は節ふし穴あな……」

　そう言いった空はごろんと仰あお向むけになる。

「もう、一歩も動けない……。心の筋肉が断だん裂れつした……」

　本当に動けないくらいボロボロなやつはそんな表現できないと思う。

　何だよ心の筋肉って。しっかり仕上がり始めてるじゃねえか。また何かあったらあの人渡辺さんに頼もう。

「お願い、彗。わたしを抱いて」

「確認するけど、それは物理的な意味で？」

「性的な意味に決まってる」

「まだ余裕ありそうだし、もうちょい頑張ってみないか？　わが愛する義ぎ妹まいよ。お兄ちゃん頑張るお前が見たいなあ。渡辺わたなべさん呼んでいい？」

「ごめんなさい。調子のった。謝るからそれだけは勘かん弁べんして……」

　空の顔から血ちの気けが引いた。

　普段いろいろとサボりがちなぶん、相当キツかったんだろうな。

「空、ちょっと膝ひざ曲げろ」

「？」

　俺は空の肩と膝の下に手を入れ、持ち上げる。

　俗にいう『お姫さま抱っこ』だ。

「よいしょ、と」

「……いいの？」

「頑張ったみたいだし、これくらいはな」

　頑張りの見返りとして、少しばかり甘えさせてやることにする。

　性的に抱くのは無理だけど、物理的に抱くくらいならしてやってもいいと思った。

　休憩室から見下おろしている凛りん音ねと青あお葉ばの視線が痛い。

「幸せ♪　わたしは今日、初めてここに来てよかったと思った」

「言いっておくけど今だけだからな？」

「そう言わず、できれば次もしてほしい」

「わかったよ。じゃあ、ちゃんとマラソン大会を完走したらってことで」

「了解した。その時はタキシードでお願いする。そしてわたしはウェディングドレス。わたしをお姫様抱っこしつつ、真まっ赤なヴァージンロードを歩いてほしい」

「絶対歩かねえよ！」

　妹と結婚なんて誰がするかっての。

「アホなこと言うなら今すぐ下おりろ。本当はもうちゃんと歩けるんだろ？」

「幸せすぎて今は無理。せめてあと一分だけ」

　しょうがない。




「……あと一分だけだからな」

「彗さとる、大好き……」




　腕うでの中で空そらがそう囁ささやいた。

　俺の首に手をまわし、上機嫌な空とは対照的に、俺は内心バクバクだった。

　口では妹扱あつかいしているけど、本当はめっちゃ意識している女子にこんなこと言われちゃったら、そりゃあ心臓も高たか鳴なるというものだ。

　しかも相手の格かつ好こうは水着、しかも競泳選手が着るハイレグタイプときている。

　濡ぬれた空の身体にピッチリ張りついていて、身体のラインがはっきりと出ているし、尻しりに肘と腹が密着している。

　そして、胸は目の前にある。

　空のは小さめだが、決してないわけじゃない。

　そんな格好で二度目の告白……しかも囁くように言われてみろ。

　普段は鋼はがねの精神で、本心を完璧に表情に出さずにいる俺だって、さすがにそんなことされたら動どう揺ようするわ。顔にだって出そうになるわ。

　ドッドッドッドッ──時間の経過とともに車のエンジンのように心臓が高鳴る。

　早く空を下おろさなければ、密着状態を解除しなければ、俺の本心を悟さとられてしまうかもしれない。

「な、なあ空？　俺も運動して疲れたし、そろそろ腕もしびれてきたし、まだ一分経たっていないけど下ろしてもいいか？」

「ダメ」

「ですよねー」

「わたしはこの幸せを享きよう受じゆする権利がある。あと三十秒ほど」

　仕方ない、あと三十秒だ。三十秒の我慢だ、俺。

　あと三十秒、封ふう印いんされし性欲という名の魔獣を抑おさえ込こむんだ！

　──二十九、二十八、二十七……。

　心でカウントダウンし、空そらから意図的に意識を逸そらす作戦を取ることにした。

　永遠とも思える三十秒が過ぎて行く。

「三、二、一、ゼロ。ほら、時間だ。下おりろ」

「彗さとる、その計算は間違ってる。一の次は０・九」

「それ永遠に終わらないパターンじゃねえか！」

　０・一まで行ったら次０・０九になるパターン。

「ダダこねてないでさっさと下りろ」

「あれ？　彗？」

　突然名前を呼ばれた。

　声のしたほうに視線を送る。

「……神み子こ？」

「何であんたこんなとこにいんの？　しかも空まで」

　視線の先には、動きやすそうなジャージ姿となった、俺と空の幼なじみである安あん国こく寺じ神子その人が存在した。

「あんたたちって本当に仲いいわね」

「……ま、まあな」

　お姫さま抱っこ状態の空を見ながら神子が言いう。

「子どものころならともかく、大きくなってもスタンスが変わらないって本当に珍しいって思うわ。普通、高校生にもなれば兄妹きようだいの間って離れていくもんだと思うけど」

「ああ、俺もそう思うよ」

「神子、それは世間一般の兄妹の話。わたしたちは普通じゃない」

「……あ、ああ。そうね」

　神子が「地雷踏ふんだーっ！」とでも言いたそうな顔になった。

　普通の兄妹じゃないということを、空自身の口から言わせてしまい心苦しくなったんだろうな。別に地雷じゃないのに。

　そんなこと、見ればわかるし今更だ。俺たちは全然気にしないんだけどな。

「わたしと彗は兄妹だけど血の繫つながりはない。だから普通の兄妹じゃない」

「うん……ごめん」

「神子、何で謝るの？」

　空が頭の上に「？」マークを浮かべた。

　空そらは神み子こが何で謝ったのか、理由が全くわからないようだ。

　俺がさりげなく耳元で教えてやると、空は合が点てんがいったのか、俺の腕から下おりて神子に近づき肩に手を置いた。

「神子、謝らないで」

「空……」

「わたしも、もちろん彗さとるも、実の兄妹きようだいじゃないことなんて、微み塵じんも気にしていないから大丈夫」

　そう言いって神子を励はげました。

　自らの失言を妹分に許された神子はホッとしたような顔になる。

　だけどそれも束つかの間ま、ホッとできたのはこの瞬間だけだった。

「むしろ実の兄妹じゃないことにとても感謝している。彗と実の兄妹じゃないから結婚できるし、彗の子どもも産めるから」

「……え？」

「ば、バカッ！　何言ってんだお前は!?」

　俺は慌てて空の発言を止めようとしたが、時すでに遅し。

「空、あんた今何て言ったの？　もう一度言ってくれる？」

「彗と実の兄妹じゃないことにとても感謝している。実の兄妹じゃないから結婚できるし、彗の子どもも産める」

「え……？　結婚、できるの？　兄妹なのに？」

「神子、日本の法律で禁止されているのは『血けつ縁えん上』の兄妹。わたしと彗の間に血縁はないから当然結婚できる」

「なら、子ども、も？」

「当たりまえ。そもそも法律で結婚基準を定めている理由は、血縁を濃くしすぎないようにするため。わたしと彗の間に血縁はないのだから何も問題ない」

「あ、そうなんだ……」

　神子の動きが止まった。

　空のもたらした情報があまりにも衝しよう撃げき的てきで、整理する時間を取ったのかもしれない。

「空、あんたもしかして……」

「うん。わたしは彗のことが大好き。妹じゃなく、一人の女として」

　神子が結論を言う前に空が回答してしまった。

　まあ、言うまでもなく答え出てたけどな。

「実の兄妹じゃなくて嬉うれしい」とか言ってたり、理系科目以外壊かい滅めつ的なレベルでアホなくせに、この国の結婚システムについて異様に詳くわしかったりと、そうじゃなきゃ説明つかないもんな。兄妹きようだいで結婚する気まんまんすぎる。

「確認するけどあんたと彗さとるって今一人暮らしよね？　別々の部屋で暮らしてるのよね？」

「うん。でも部屋は隣だし毎日入いり浸びたってる」

「じゃあ、もしかして放課後はずっと二人きり……？」

「残念だけどそうはならない」

「どうして？　毎日入り浸っているんでしょ？」

「……あ」

「ねえ空そら、今の『……あ』って何？」

「み、神み子こには教えられない……」

「どうしてよ？　あんたとあたしの仲じゃないの。姉妹同然のあたしに言いえないようなことなの？」

「そ、それは……」




「兄さああああぁぁぁぁぁぁん！」

「まだ来るなバカアアアアアアァァァァァッ！」




　うっかりにおわせてしまった俺たちの日常を空が何とか誤ご魔ま化かそうとしていた矢先、実じつ妹まいの叫びで台無しにされた。

「え？　何？　兄さん──って？　え？」

「兄さん！　愛する実の妹に向かってバカとか酷ひどいじゃないですか！　これはもう誠せい心しん誠せい意い土下座してもらうしかありませんね！　わたしの両親の目の前で『娘さんを嫁に下さい！』と」

「お兄、空ちゃんだけずるいよ！　わたしもお姫さま抱っこしてよ！　できればお風呂上がりに！」

「実の妹……？　お風呂上がり……？」

「あ、あのな神子、これはな……」

「あれ？　その人誰？　お兄ちゃんのお友達？」

「……お兄ちゃん？」

「お、俺は空のお兄ちゃんだろう!?」

「あの子思いっきり別人だけど？」

「そ、それはほら、アレだよ……。俺の宿しゆく命めいだよ。前に加か納のうくんに占ってもらったら、俺は全国の女子中学生の皆さんにとってのお兄ちゃんであれと、神さまに宿命づけられて生まれてきたらしいんだ。俺がこの世に生まれてきた意味が、全すべての女子中学生にとってのお兄ちゃんであるということならば、妹じゃない子にお兄ちゃんと呼ばれてもなんら不思議なことはありはしないさ…………………………それじゃそういうことで」

「待ちなさい」

　神み子こに腕うでをつかまれた。

「彗さとる……どういうこと？」

「こういうことですよ。安あん国こく寺じ神子さん」

　凛りん音ねが神子の手を引ひき剝はがした。

　そして神子が握っていた箇か所しよに腕を絡ませ、自分のほうに引き寄せる。

　まるで、所有権を主張するかのように。

「放課後、兄さんの部屋にいるのは空そらちゃんだけではありません。わたしや青あお葉ばさん、昴流すばるたち他の妹もちゃんといます。二人きりになんてさせません。だからどうぞご安心を」

　ニコッと凛音が微笑ほほえんだ。

　表面だけ見れば一発で恋に落おちてしまうレベルの威い力りよくを込こめた笑顔だ。

　俺には内面も届くので、恋じゃなくて地獄に落ちそうが正しいのだとわかる。

　めちゃめちゃ神子を威い嚇かくしている。

「あ！　あんた……確か、クラスメイトの……」

「はい、クラスメイトの星ほし延のべ凛音です。そして──兄さんの実じつ妹まいです」

「!?」












　凛りん音ねの爆弾発言に神み子こがフリーズする。

　神子の脳内がフリーズして動けないことを悟さとった凛音は、勝ち誇ったような微笑ほほえみを見せると俺の横に回り、首に手をまわしてしなだれかかる。

「それでは兄さん、わたしたちはシャワーを浴あびてきますのでまた後ほど」

「あ、ああ……」

「浮気しちゃ嫌ですよ？　未来の妻からのお願いです」

「誰が未来の妻だ！」

　俺のツッコミは全く効果がなかったようで、凛音は微笑みながら立ち去った。

　空そらもお姫さま抱っこを解除し、凛音の後に続いていった。

　青あお葉ばと昴流すばるもそれに続き、残されたのは俺と神子だけ。

「あー……その、えーとだな……」

　めちゃめちゃ空気が重い。

　心なしか時間の流れる感覚もいつもより遅い。空間も圧縮されてきたように感じるし、ブラックホールができないか心配になる。

「とりあえず妹たちを待たせると悪いから俺はこれで……」

「待て」

　そそくさと立ち去ろうとした俺の腕うでを再び神子がつかんだ。

　そして強引に自分のほうに振り向かせる。

「今度ちゃんと説明して。異議は認めないから」

「はい」

　神子の迫力が凄すごすぎて、俺は「はい」としか言いえなかった。

　もしかしたら会社で「はい」しか言えないイエスマンも、上司の迫力にやられて「はい」しか言えないのかもしれない。







　そんなわけで。

　明日の放課後、神子に全部話さなければいけなくなった。

　……過去最大級のレベルで胃が痛い。









外がい妹まい種しゆ






「きれいな夕日だな……」

　マンションの自室から見える沈しずみゆく夕日に、俺はそんな感想を漏もらした。

　すでにこのマンションに引っ越してきて二か月が経たつというのに、ここから夕日なんて何度も見ているというのに、まるで初めて見たかのようなこの感想。

　俺は一体、この部屋で今まで何を見ていたのだろうか？　実じつ妹まいの制服エプロン姿とか、義ぎ妹まいのだらしない格かつ好こうとか、似に妹まいのだらしないおっぱいとか見ていたのかもしれない。最近だとこれに異い妹まいも加わる。

「なあ、知ってるかみんな？」

　俺は後ろに控ひかえている、四人の妹たちに問いかける。

　一人の欠席もなく、実妹も義妹も似妹も異妹も、全員集合が完了している。

「モンスターバスターに出てくるデアブロスの亜種って、アレ実は全部メスなんだぜ？」

　何でも繁はん殖しよく期に入って気き性しようが荒くなり、警告色として黒に変わるらしい。

　デアブロスの亜種といえば、あまりの凶きよう暴ぼうさから『黒き死神』の異い名みようをとるほどのモンスターだ。ゲームをプレイしたことのある人ならば、どれほど狂暴なのかは理解できるんじゃないだろうか。

　通常種オスよりも明らかに狂暴で強い亜メ種ス。あの凶暴さの原げん因いんがメスだったとくれば誰もが納得できる答えだと思う。繁殖期のメスは、生物の種類を問わず気性が荒くなるものだからな。

　それは、人間も同じなわけで。

　思春期真まっただ中の女子高生とか、もう、完全にキャラ被かぶるわけで。

　しがない男子高校生な俺には、それをどうにもできないわけで。

　ストレスで胃がキリキリと痛むわけで。

　このまま何事もなく今日という日が過ぎ去らないかな？

　──ピンポーン。

「あ、兄さん。来たみたいですよ？」

「……………………………………おう」

　そんな願いを打ち砕くように、無常にも部屋のチャイムが鳴る。

「ほら、兄さん。行かなくていいんですか？」

　なかなか動こうとしない俺に凛りん音ねがそう促うながした。

　うわぁ、行きたくねえ……。そして開けたくねえ……。

　これを開ければ始まるのは修しゆ羅ら場ばだ。昨日の神み子この様子から考えれば、小学生でもそんなことは理解できるんじゃないだろうか？

　それでも開けなきゃいけないのが、高校生という大人の辛いところである。

　──ピンポーン。

　──ピンポーン。──ピンポーン。

　──ピンポーン。──ピンポーン。ピンポピポピポピポピン……ポーォーンッ！

「やかましいわ！　今行くからそんなに連打するな！」

　なかなか出てこない俺に焦じれたのか、神み子こがチャイムを連打する。

　まったく、人様の家のチャイムを連打するとか、お前は小学生かっつーの。

　俺は玄関の前に立つと、神子を迎え入れる準備が整ととのったのかを確認する。

　凛りん音ね──よし。

　空そら──よし。

　青あお葉ば──よし。

　昴流すばる──よし。

　鍵かぎを開けて、ドアノブを捻ひねる。

「来たわよ」

「……いらっしゃい」

　腰に手を当てた、険しい表情の神子がいた。

「ドアを開けるまでずいぶんと時間がかかったけど、あんたいったい中で何してたのよ？　まさかとは思うけど……エ、エッチなこととかしてないでしょうね？」

「するわけねえだろ！」

　この状況でそんなことできる奴やつはアホか勇者だ。

「どうだか……はい、これ」

「これ、ケーキか？　何でわざわざ？」

「空が好きでしょう？　ここの」

「……わざわざどうも」

　俺は受け取ったケーキを箱ごと冷蔵庫にしまうと、いよいよ神子を中に入れた。

「ようこそいらっしゃいました、安あん国こく寺じ神子さん」

　妹たちを代表して、実じつ妹まいの凛音が挨あい拶さつを始めた。

　さすがは世界に誇る経済の大家にして、偉悪いいヤツらは大体トモダチな星ほし延のべ家の令れい嬢じようだ。

　ほぼ初対面の人間に対する挨拶というものがしっかりできている──ように見えるけど、礼儀をわきまえた丁寧な態度とは裏腹にとても黒い何かを感じる。

　あえてたとえるならゲームのラスボス。

「ここを訪れた貴女あなたに敬意を表し、褒ほう美びに死を差し上げましょう！」

「お前はゲームのラスボスか！」

　本当にラスボスだったよ！

　とりあえずアホなことを言いった実じつ妹まいに、雑誌を丸めてスパーンとツッコんでおく。

「もう、何をするのですか兄さん。勇気を持って単独敵地に乗り込こむような勇者には、死という褒ほう美びを与えるのが為い政せい者しやの務つとめだといいますのに」

「その為政者人間じゃないやつだろうが！　魔王って役職に就ついてるやつだろうが！」

「ええ、だからこそです。経済界の魔王、星ほし延のべ家。義理とはいえその娘であるわたしが、そのように振舞わないでどうしますか？」

「どうもしねえ。普通にしろ」

　俺に叱られ反省したようで、凛りん音ねは態度を改める。

「……兄さんの実妹の星延凛音です。よろしくお願いしたくないので、最低限の事情を聞いたら即刻帰っていただけないでしょうか？」

「……あぁ？」

　違う、そうじゃない。

　俺が言った普通ってそういう意味じゃない。

　歓迎していないのは知ってるから、せめて表面だけでも取り繕つくろえって意味だ、わが愛しの実妹よ。

　すっげー感じ悪いぞ。神み子こさんちょっとキレ始めてるじゃねえか。

　そんな見た目だけど中身常識人だからな。結構礼儀にうるさいんだぞ。

「わたしは神子と知らない仲じゃないから略す」

「そうね。空そらに関しては聞くことも特にないし、別にいいわ。空、ケーキ買ってきたから後で食べて」

「ありがとう神子、大好き。彗さとるほどじゃないけど」

　空の発言に神子が苦笑いした。

　先ほどの凛音の発言でチャージされた怒りメーターがだいぶ下がったようだ。

　よくやった、空。後で俺のケーキを半分やろう。

「わたしの名前は露女つゆずめ青あお葉ば。三年生だからきみたちの先輩にあたるよ。よろしくね」

「あ、はい。よろしく……お願いします」

　青葉が出した手を神子が握り返した。

　何というか……大人だ。青葉も凛音と同じく、神子を歓迎しないって言っていたのに。

　俺の似に妹まいが大人かわいい。

「あの、先輩？」

「名前でいいよ」

「じゃあ、青葉……さん？　えーと、確かここにいるのって彗の妹的な人限定なんですよね？　あの時もだけど、どうして先輩の青葉さんがここに？」

「何でって、わたしもお兄の妹だからに決まってるじゃないか」

「……………………え？」

「年上の妹、いわゆる似に妹まいだね」

「彗さとる、どうしよう？　あたし、あの人が何言いっているのかわからない。っていうか似妹って何!?　そんな日本語あったの!?　あたし初めて聞いたんだけど!?」

「似妹とは、妹のようで妹じゃないもの──妹に似ているポジションの人間を指す言葉なんだ。血けつ縁えん上のつながりも書類上のつながりもないけど、本人同士が兄と妹だと認め合あい、かつ妹が年上だった場合において、似妹という存在が世界に生まれるのさ」

　似たような話は歴史上にもあるんだぞ。

　わかりやすい例だと三さん国ごく志しだ。後に蜀しよくの皇帝となる劉りゆう備び玄げん徳とくとその義兄弟、関かん羽う雲うん長ちようと張ちよう飛ひ益えき徳とくは劉備よりも年上だったという話がある。

　弟のようで弟じゃない年上の存在──つまり似に弟ていだな。

「わたしとお兄の関係を理解してもらったところで神み子こちゃん、だっけ？」

「あ、はい」

「先輩命令だ。焼きそばパン買ってこい」

「……はい？」

「自分で行け、愚ぐ妹まい」

　本日二発目のツッコミが火を噴ふく。

　凛りん音ねへの一発目よりもキレのいい、我ながら素晴らしいツッコミである。

「お兄、何するんだよ!?　頭が悪くなったらどうすんのさ!?」

「やかましいっ！　神子は招まねかれざるとはいえ一応客だぞ!?　客をパシリにしようとする奴やつの頭がこれ以上悪くなんてなるか！」

　俺の似妹が大人な女？　残念！　超子どもでした！

　来客をパシリにしようとするところを見ると、青あお葉ばの栄養は脳よりもおっぱいのほうに行ってるんじゃないかな。

　青葉が頭はいいけど常識が足りないのは、頭に行った栄養が勉強関連オンリーに使用されているからとみた。残りの栄養は全部おっぱい。

　少しは常識にも割り振ってくれ。

「青葉とは昔、俺が舞まい並なみの家に引き取られる前の施設で一緒だったんだよ。初めて会ったときは年知らなくて年下っぽく扱あつかってたんだ。それが今に至いたるとでも思ってくれ」

「あ、うん。了解。わか……った？」

　微妙に納得していないっぽいけど、まあいいさ。なんとなくそういう感じのもんだって理解していればいい。この世の中、マシュマロみたいなふわっとしたものが多いし問題ない。人生ふわっと行こうぜ。

「で、最後のこの子は──」

「我が名は昴流すばる！　世界を支配する経済界の魔王にして、世界長者番付一位の名家、舞まい並なみ家の次女にして聖カタリナ女子中学二年生！　我が権力を恐れぬ愚おろかなギャルよ！　褒ほう美びに死をく、くれ……くれ、れて──」

「はい、ちょっとストップ。昴流、もういい。もういいんだ。それ以上言いわなくていい」

　俺は恥ずかしさで涙目になった昴流を止めてやる。

　明らかにこれは言わされている。

　昴流はこういうの好きだけど、人前でやるのは恥ずかしいよな。

　心の解放はやはりソロ活動に限る。

「えー、妹の皆さん。たった今この場で悲しい事件が起きました。中学生の昴流に姉である立場を利用し、来客である神み子こに威い嚇かく行動をさせる事案が発生しました。首しゆ謀ぼう者しやは正直に名乗り出るように。今なら謝れば許してやる」

「一体だれがそんなことを!?　わたしのかわいい妹に無む理り矢や理りそんなことを言わせるなんて許せませんね！」

「凛りん音ね、俺は正直なお前が好きだな」

「はいっ！　犯人はわたしですっ！　わたしが言えって言いました！」

「素直でよろしい。正直にすぐ言ったから、出で禁きん二日で許してやる」

「えぇっ!?」

　凛音が信じられないといった表情で俺を見る。

　俺のほうが信じられねえよ。妹を使って威嚇するな。

「昴流、こいつが言ったことは一いつ旦たん忘れて、自己紹介をやり直してくれるか？」

「……うん」

　俺の言葉に昴流が頷うなずく。

　俺の異い妹まいが素直でかわいい。

　隣でギャーギャー喚わめく実じつ妹まいは無む視しする。

「え、と……改めまして、ボクは星ほし延のべ昴流です。聖カタリナ女子中学二年生で、そこにいる星延凛音の妹に当たります」

　先ほどとは打って変わって、至し極ごく真面目まじめな挨あい拶さつだった。

「お兄ちゃんとは直接血の繫つながりはないけど、お姉ちゃんを通して繫がっているので、異ことなる家庭の妹ということで異妹ってことになってます」

「似に妹まいに、異妹……？　今日一日であたしの知らない日本語が二つも出てきたわ……」

「世界は広いからな。俺たちの知らないことはまだまだいっぱいあるのさ」

「何か違うような気もするけど、まあいいわ」

　妹たちの自己紹介が終わったので、最後に神子の番となった。

「あたしは安あん国こく寺じ神み子こ。彗さとるや空そらとは小中学校は違うけど昔からの友達よ。二人には昔から世話してやってるわ」

　世話になってるの間違いじゃないだろうか？

　出会ったときから、学校違うのに宿題手伝わされまくった記憶があるんだけどな、俺。

「ほう、兄さんの世話を……してあげてるのですか」

「そう、昔からね……」

「それは大変羨うらやましいなあ……。わたしもお兄のお世話したかったなあ……」

「羨ましがることなんてないんじゃないですか？　だって……『今は』しているんでしょう？」

「ふふふ……まあね？」

「そうですね。昔はともかく、今しているのはわたしたちですもの……うふふ」

「そうね。たった二か月だけど……」

「ふふふ……」

「「あははは……」」

　三人の間に異様な空気が形成されている。

　お互いめっちゃメンチ切り合あってる。野生動物みたいに目を逸そらしたら負けみたいになってる。

「お、お兄ちゃん……ボク、何かすっごく怖いんだけど」

「安心しろ昴流すばる。お兄ちゃんも怖いから」

「欠片かけらも安心できないよ……」

　三人の迫力に昴流が怯おびえている。

　俺の背中に隠かくれ、チラチラと様子をうかがう様は小動物のようだ。癒いやされる。

　そんな中、空だけはいつも通りのマイペース。部屋の空気を完全に無む視しして、神子が持ってきたケーキに手を付けている。

　おい、わが愛する義ぎ妹まい。ちょっとは空気読めよ。

「おいお前ら。いつまでも不良みたいに威い嚇かくし合ってないでいい加減に──」

「「「兄さんは（お兄は）（彗は）黙ってて」」」

「はい」

　残念ながら空気は変えれなかったようだ。

　俺は三人の視線をモロに浴あびてしまい、完全に部屋の置物と化した。

　ギリシャ神話のメデューサってこんな感じだったのかもしれないな。メデューサって元々は神様も羨むレベルの超美人だったっていうしな。やっぱ女の子怖い。

「とりあえず、ここにいるのは全員彗の妹、もしくは妹的存在ってことはわかったわ」

「わかってくれて何よりだ」

「で、彗さとる．あんたはどういう経緯でこんなことになってるの？」

「それを話すと長くなるんだけど構かまわないか？」

「別にいいわよ。家、そこそこ近いし」

　神み子この家、つまり俺と空そらが最近まで住んでいた地域は、このマンションから大体一キロくらいの場所にある。

　多少遅くなったところで平気と言いえば平気だ。

「それじゃ話すけど……」
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　三十分後。

「バッカじゃないの!?　あんた、いや、あんたたちバッカじゃないの!?」

　俺の話を全すべて聞き終わった神子が、まず示しめした反応がこれだった。

　あまりの内容に、先輩にあたるはずの青あお葉ばにも余裕のタメ口である。

　だよなあ……俺も自分の身に降ふりかからなかったら、絶対神子と同じ反応してる自信がある。

　兄妹きようだい和親条約とか結んだ俺が言うのも何だが、相当アレである。

「本当にバッカじゃないの!?　いくら離れていたとはいえ、兄妹で結婚とかあんたら何考えてるの!?　そんなの常識で許されると思っているわけ!?」

「常識というものはその時代の権力者によって決められるもの。権力者が白といえば、黒いものでも白になるのです。その証拠がほら、ここに」

「総理の許可が下おりてる!?　噓うそでしょう!?」

　凛りん音ねが言う証拠──総理の許可つきの婚姻届けを見て神子が驚きよう愕がくする。

「確かにわたしと兄さんは血けつ縁えん上の実の兄妹です。普通の手段で結婚することはできません。ならば、普通じゃない手段を取ればいい。そう思い、わたしができる最大級の努力をして勝ち取った結果ですよ。安あん国こく寺じ神子さん」

「い、一国の総理を動かすなんて……」

「世界の星ほし延のべの権力ちからを甘く見てもらっては困ります。一国の総理や大統領を動かすなんて造ぞう作さもないことです」

　愕がく然ぜんとする神子を見て、凛音が勝ち誇ったような微笑ほほえみを見せる。

　調子に乗った凛音はリズムに乗って歌いだした。「わたしはセレブお嬢育ち♪　義ち父ちに溺でき愛あいされて育ち♪　偉いワルい奴やつらはだいたいトモダチ♪」と、セレブの間で流は行やっているというファンドラップを披露している。

　念のため言っておくとファンドラップは音楽じゃない。堅実な資産運用のことである。

　前にそのことを指摘したけど、こいつは覚えているのだろうか。

「というわけなので、わたしと兄さんは実の兄妹きようだいですが、結婚することに何の障害もありません。ご理解いただけましたでしょうか？」

「わたしと彗さとるは義理の兄妹だから、元々何の問題もない。日本の法律で認められてる」

「当然わたしもね。だってお兄とは血けつ縁えん上でも書類上でも、何の繫つながりもないわけだし」

　実じつ妹まい、義ぎ妹まい、似に妹まいの三人が各おの々おのの意思を主張する。

　ちなみに異い妹まいの昴流すばるは条約に関係していないので、事の成り行きをボーッと見ている。

　癒いやされるわー。すっごい頭撫なでたくなる。

「わたしたちはわたしたちのルールで動いていること。そのルール通りに動くことに何の問題もないことがわかっていただけたようで幸いです」

　慇いん懃ぎん無ぶ礼れいに頭を下げる凛りん音ね。

　丁寧なお辞儀だが明らかな挑ちよう発はつだ。

　された側は相当頭にくると思う。

「そういうわけなので安あん国こく寺じ神み子こさん。兄妹和親条約部外者のあなたが、わたしたちのこの関係に口出しする必要はありません。あなたもわたしたちと同じく妹の身ではあるようですが、兄さんの妹ではない外がい妹まい種しゆ。外から来た外がい姉し系けいの妹に、今のわたしたちの関係をとやかく言いってほしくありません。わたしたちはお互い納得済みですし、全すべての障害も取り除のぞいています」

「で、でもっ！　だからってこんな非常識なこと認められるわけないでしょ！」

「あなたに認めてもらわなくても結構です。だって、すでに国に認められていますから」

「そうだけど！　そうだけどぉっ！」

「それでもまだ不満があるとおっしゃいますか？」

　悔しさの行き場を失っている神子の拳こぶしが、ブルブルと震ふるえ続けているのを見て凛音が尋たずねる。

「どうしてでしょう？　お互い兄さんを奪うばい合あうライバルとはいえ、わたしたちの仲は良りよう好こう。国にも認められ何の障害もない。何もなければ約一年後にこの関係は解消され、わたしたちは普通の妹に戻る。あなたの言う常識的な関係に。その何が不満だと？」

「そ、それは……」

　何な故ぜかチラチラと神子が俺に視線を送ってくる。

「……なるほど。薄々気づいてはいましたけど、今の態度で確信が持てました」

　その様子を見て凛音は何かを察したらしいが、俺にはそれがわからない。

「神子さん、あなたに言っておきたいことがあります」

「な、何よ……？」

　凛音が神子を睨にらみつけ、神子が怯ひるんだ。

　凛りん音ねはずっと神み子こを敵視していたので、これまでもずっと睨にらんではいたのだが、それまでとは何か違う印象を受けた、

　何というか、敵意の質が変わった。だから神子も怯ひるんだのだと思う。

「今のあなたにわたしたちのこの関係をとやかく言いう資格はありません。言うべきことを言っていない、伝えていないあなたは、わたしたちと同じ土俵に立っていない」

「う………………」

　……俺の実じつ妹まいは何を言っているのだろう？　言葉の意味がわかりかねる。

　だが、神子にはしっかりと伝わっているようだ。様子でわかる。

「わたしと青あお葉ばさんはあなたを敵視しましたが、どうやら、今のあなたは敵ではないようですね。路ろ傍ぼうの石ころと同じ、取るに足らない存在のようです」

「う、うぅっ……」

「わたしたちに対して思うところがあるのならば、まずその言葉を形にして、伝えるべき人に伝えてからにしてください。そうすればわたしたちはあなたを敵として、同格の相手として認めましょう。外がい妹まい種しゆのあなたを」

「……………………」

　凛音の言葉が効いたのか、神子は一言も発はつしなくなった。

　時折俺に視線を向けては、何やら考えをまとめている。

「さて、語るべきものは全すべて語りつくしましたね。神子さん、お帰りはあちらです」

　そう言って凛音がドアを示しめす。

　帰れと言われ、神子が何か言うと思ったが、意外なことに素直に従したがった。

「兄さん、もう日も落おちましたし、神子さんを家まで送ってあげてください」

「ああ、わかったよ」

　元々そのつもりだったしな。

「神子さん」

「……何よ？」

「わたしが言ったこと、ゆめゆめお忘れなきように。言うべきことを言わない人を、空そらちゃんはともかく、わたしや青葉さんは認めません」
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　外に出ると、太陽が完全に山の陰かげに隠かくれていた。

　空はまだ薄暗い感じだが、もう三十分もしないうちに空の色は完全に変わり、星々の宝石がきらめく時間になるだろう。

　周囲の家々から油のにおいと、何かを揚げているような音が聞こえてきた。

　おそらく唐揚げだろう。この音とにおいに出会うと、何かほっこりするんだよな。

　実の両親が健在だったころを思い出すからかもしれない。

　そうすることで、俺が今置かれている微妙な立場を、少しでも忘れられるからかもしれない。

「神み子こ、今日は、その……色々と悪かったな」

「……………………」

「凛りん音ねと青あお葉ばが色々喧けん嘩か売っちゃって本当にすまん。あいつら見た目はともかく、中身はまだ全然子どもだから許してやってくれると嬉うれしい。たぶん悪気はないと思うんだよな……そんなに」

「……………………」

「あ、それとケーキ本当にありがとうな。空そらだけじゃなくて俺もあそこの好きだから、後で美お味いしくいただく……から──」

「……………………」

　何かしゃべれよ!?

　俺一人で延えん々えんとしゃべっててバカみたいじゃねえか！

　知らない人が見たらナンパしたけど全然相手にされていないみたいじゃねえか。俺ナンパなんかしないけど。だって俺硬派だし。硬派な隠かくれシスコンだし。

「……ここでいいわ」

　ようやく神子が口を開ひらいた。

　今俺たちがいる場所は神子の家のすぐ近所だ。二十メートル先にある十字路を右に曲がると、俺と空が住んでいた家が見える。神子の家は左な。

「それじゃまた明日、学校で」

「待って」

　役目を終えて帰ろうとした矢先、神子に呼び止められる。

「ん？　何かあるのか？」

「あんたさ、本気？」

「本気って何がだよ？」

「あの子たちとの条約に決まってるでしょ！　一年間はあの子たちにつきあう。その期間に手を出したら恋人になって、手を出さなかったらただの妹に戻る。そんな条約、向こうの勝手な都合じゃないの！　あんたはそんなの却きやつ下かして、初めから認めなければいいだけの話じゃない！　ずっと普通の妹でいてくれって言いえばいいだけの話じゃない！」

　中には妹かどうか疑問なのもいるけど──と神子が続ける。

「……確かにお前の言うとおりだよ。あいつらに付き合あわず、最初から却下しちまえばいいだけの話だ。でもさ、それができない理由があるんだよ」

「その理由って何よ？」

「あいつらが俺の妹だからだ」

　兄として、妹のわがままは聞いてやりたい。

　普通は答えにもならない理由だが、俺にとっては十じゆう分ぶんな理由だ。

「凛りん音ねとは小さいころ別れたまんまだったし、空そらは辛い思いをしてきた。青あお葉ばは今の今まで、施設を出てからずっと一人ぼっちだった。同情ってわけじゃないけどよ、再会するまで色々な目に遭あった妹たちだから、兄としてなるべく優しくしてやりたいんだよ」

「噓うそ」

　俺の言葉を神み子こが一いつ刀とう両りよう断だんした。

「いや噓じゃねえよ!?　俺は本気でそう思ってるぞ!?」

「そうだけど、絶対それだけじゃないでしょ!?　あんたがそう思っているのは本心だろうけど、絶対それだけじゃないはずよ。そうじゃなかったら、最終的に妹を恋人にする可能性のある約束なんて絶対しないもの！」

　神子がそう断だん言げんする。

　自分の考えは絶対間違っていないという、確信を持った瞳で追つい及きゆうする。

「ねえ、彗さとる。あんた本当はあの子たちのことどう思ってるの？」

「…………………………」

「本当にただの妹としてしか見ていないの？」

「…………………………」

「何も言いえないならあたしが代わりに言ってあげるわ。あんた、あの子たちのことが好きでしょう？」

「…………………………」

「妹としても見てるけど、妹以上にも見てるでしょう？」

「…………………………」

「ねぇ、何とか言いなさいよ？」

「…………………………ああ、お前の言うとおりだよ」

　もう、逃げられない。

　そう思った俺の口から、自然と肯定の言葉がこぼれ出でていた。

「お前の言う通り、俺はあいつらのことを妹として見ているけど女としても見ている。何年も離れ離れだった実じつ妹まいなんて肉親として見れないし、物心ついてからできた義理の妹も同じだ。血けつ縁えん上も書類上もつながりのない妹分なんて当然見れるわけがない。妹ハーレムのこの状況を楽しんでいる」

　だってあいつら、メチャクチャかわいいんだぞ？

　そこらの芸能人とか問題にならないレベルでそれぞれが魅力的なんだぞ？

　性格はややアレなところもあるけど、一緒にいて楽しいし、何より笑顔が絶えない。

　今もこの先も、ずっと仲良く楽しく暮らせる──そんな光景が簡単に想像できてしまう。

　そんな未来が、簡単に脳のう裏りに浮かんでしまう。

「この妹ハーレムが永遠に続けばいいって俺は思った。だから、条約を切り捨てることができなかったんだ」

　好きな人に、気持ちを拒絶されることほど辛いものはない。

　拒絶されたまま俺の近くにいるのは、あいつらにとって耐たえ難がたい苦痛を伴ともなうだろう。

　俺のことが好きだからこそ離れられないし、諦あきらめるのにも痛みを伴う。

「俺はこの妹ハーレムを維持するため、あいつらに必要以上の痛みを与えないため、あえて条約締てい結けつに踏ふみ切った。いつも通り、仲良くイチャイチャしながら過ごす中で、自然と諦めてくれればいいと思ったんだ」

　一年間という期限があり、その中で頑張ったけど達成できなかったという形ならば、自分を納得させられると思ったから。

　そういう形ならば、今後もこの関係を続けられると思ったから。

「俺があいつらの提案に乗ったのはそういうわけだ。このことは絶対あいつらには言いうなよ？　特に空そらには」

「言わないわよこんなこと……。言えるわけないじゃない」

「ならいいんだ」

　俺の本心をあいつらが知ってしまえば、一年の期限が来た時、より強い痛みを感じるだろう。

　初めから望みがない場合と比べて、その痛みは何倍にも、何十倍にも激しさを増す。

　もう少し頑張っていれば。

　あと少し何とかできていれば。

　ゴールを目前に全すべてを失うことほど辛いものはない。悔かい恨こんは一生付きまとう。

「残りの期間、我慢できるの？」

「できる………………って言いたいところだけど、正直少し自信がない」

　さっきも言ったけど、俺の妹たちは例外なくかわいい。

　今はまだ大丈夫だけど、この先どうなるかはわからない。

　何かがきっかけで俺の心が変化して、誰かを選んでしまう可能性だってある。

　もちろん俺はそんなつもりはない。妹とつきあう気も結婚する気もないけど、未来は誰にもわからないから。

　たぶん、この世界を創った神さまでさえも。

「そっか。自信、ないんだ……」

「神み子こ？」

　そう呟つぶやくと、神み子こは何かを考え込こむような表情になり下を向く。

　わずかな時間そうした後、勢いよく顔を上げて俺を見た。

　何な故ぜかわからないけど、顔が真まっ赤になってる。

　道路わきの街灯と、家々から漏もれる明かりしか光のない今の時間帯でも、はっきりとわかるくらい赤い。

「彗さとる、あたし、あんたに言いいたいことがあるわ」

「お、おう……何だよ？」

「言っておくけど、これから言うことは噓うそでも冗談でもない、あたしの本心だから。茶ちや化かしたりなんかしたらぶっとばすわよ!?」

「わかった、わかったから早く言えって！」

「……ちょっとだけ待って。呼吸を整ととのえるから」

　一体何を言うつもりだろう？

　神子は胸に手を当ててスーハースーハー深呼吸をした後、人という字を手に書いてそれを飲み込んだ後、ようやくその言葉を告げた。




「彗、あたし……あんたのこと好きだから！」












　……………………はい？

　ちょっと考えが追い付かない。

　えーと、神み子こが、俺のことを、好き？……………………あ、そうかそうかそういうことか。友達として好きだって意味だな。きっとそうに違いない。

　いやあ、なんか勇気を振り絞しぼった感あったからちょっとだけドキドキしちゃったぜ。

　好きって言葉は爆弾みたいなもんだからな。言いえば一発で関係という名の土地を変化させちゃう戦略兵器だからな。友達に言うのだって勇気いるわ。しかも異い性せいだし。

　そう思い納得した俺だったが。

「言っとくけど、友達としてじゃないからね」

　思いっきり異性として意識してるから！──と神子。

「もしあんたが残りの期間、我慢できそうにないと思ったら、あの子たちに負けそうになったら、あたしがあんたのこと好きだってことを思い出して！　…………あんたが、あたしに少しでも気があったら」

　あたしの言いたいことはそれだけ──と、神子は告げ、さっさと帰宅してしまった。

　俺は神子に言われたことが処理しきれず、その場にしばらく立ち尽つくしていた。





　　　　　☆






「おかえりなさい。どうでした兄さん？」

　家に帰るなり凛りん音ねがそんなことを聞いてきた。空そらも青あお葉ばも、興きよう味み津しん々しんな顔で俺を見ている。ちなみに昴流すばるはもう帰ったようでこの場にはいない。

　これは、言ってもいいのだろうか？

　一いつ瞬しゆんだけそう思ったが結局言うことにした。三人とも全すべてお見み通とおしといった顔だ。

　何より、察していなければ帰るなり「どうでした？」なんて聞いたりしない。

「え、と……神子に、告白された」

「そうですか」

「ふーん」

「やっぱりね」

「何かお前ら反応薄うすくない!?」

　俺結構すごいこと言ったつもりなんだけど!?

　人に好きだと告白されるのって、高校生の間じゃ結構大事件だぞ!?　クラスの話題を数日独どく占せんしちゃうレベルだぞ!?

　そうツッコミを入れる俺だったが。

「何となく気づきましたし」

「わたしはずっと前に気づいてた」

「っていうか、好きじゃなかったらわざわざ怒ど鳴なり込こみに来ないと思うよ？」

　言いわれてみればそうかもしれない。

　俺の妹たちの洞どう察さつ力りよくがすごい。

「彼女はこれで敵になれた──ということですね。路ろ傍ぼうの石じゃない、わたしたちの敵として認めましょう」

「そうだね。あ、ところでお兄。結局のところあの子は条約に入るの？」

「いや、それはないと思う」

　入るつもりならあんなこと言わないだろうし。

　負けそうになったら思い出して──なんて。

「そうですか、それはよかった。外がい姉し系けいの姉し本ほんたる外がい妹まい種しゆが加わらなくて一安心です」

「うんうん。やっぱりこの条約はお兄の妹限定でいきたいもんね」

「わたしは別に神み子こが入ってもいいと思う。けど、本人が入らないというなら無む理り強じいするつもりはない」







　神子について思い思いのことを語りつつ、夕飯の準備をする妹たち。

　準備が終わり食卓を囲み、テレビを見ながら食事する。

　食後はみんなで後片付けをして、テレビを見たり話したり、同じ時間を共有した後、適当に切り上げ各おの々おのの部屋に戻った。

　わりと衝しよう撃げき的てきな展開があったというのに、いつもと変わらない流れである。

　ただ、明日からはこの流れに新たなものが加わるであろうことをたぶんこの時、俺たちの誰もが予感していたと思う。









マラソン大会






「人は、裏切るんだな……」

　初しよ夏かの街を汗だくになりながらも、前に進もうと懸命に手足を動かす俺の脳のう裏りに、この世界における悲しい現実が浮かんで口から漏もれた。

　そんなことが起こってしまった原げん因いんはクラスの友人である小こ池いけと一戸いちのへが俺を置いて先に行ってしまったからである。

　全く、何が「最後まで一緒に走ろうぜ」だっつーの。

　マラソン大会でこのセリフを言いう奴やつはほぼ百パーセント置いていく気まんまん。

　まあ、別に置いていかれてもいいんだけどな。他人のペースに合あわせなくてもいいし。

　のんびり走るのもまた一興だ。

「あー……暑あっつい」

　俺が置いてきぼりを食らってから大体十五分が経過している。

　周りには五分後にスタート予定だった、運動部に所属している、女子のトップグループもちらほら見えるのでたぶん間違っていない。

　どうも俺、だいぶ遅れているみたいだ。

　運動部とはいえ、後に走り出した女子に追い付かれるペースでは、お世辞にも速いとは言えない。

　適当に流す感じで走っていた弊へい害がいだな。完走できればいいので気にしないけど。

　また一人女子に追い抜ぬかれながらそんなことを思う俺。我ながらやる気あんまねえな。

「やっ、お疲れ」

　自分のやる気のなさを自覚した時、ポンと背中を叩たたかれそんなことを言われた。

「青──露女つゆずめ先輩」

「いつも通り名前で呼んでも大丈夫だよ、お兄。しばらく誰も来ないからさ」

「そっか。でも一応念のためな。いつ、誰に聞かれるかわからないから」

　この辺りは近道多いし。

　気配を気にしながら呼び方を調整しよう。

「はいはい。お兄は用心深いなあ」

「なるべく楽に完走しようと、近道を使うやつがいないとも限らないだろう？　用心しておくに越したことはないさ。俺たちの関係を勘かん繰ぐられたくないし」

　俺と凛りん音ね、それに青あお葉ばは家と学校では呼び方を分けている。

　俺たちのプライベートを勘繰られないために張はった予防線みたいなものだ。

　空そらは兄妹きようだいと認知されているからともかく、クラスメイトの凛音や、先輩の青葉が俺を兄と呼ぶのは不自然極きわまりない。

　誰かの耳に入ったら、間違いなく何かあると疑うたがわれるだろう。

　呼び方をパブリックとプライベートで分けているのはそのためである。

　その努力のかいあってか、凛りん音ねは仲の良いクラスメイト。青あお葉ばは仲の良い昔なじみの先輩として、周囲に認知されている。

「それにしても暑あっついよねえ。冬はあんなに寒かったのに、どうしてこうも極端なんだろう？」

　並へい走そうしながら青葉が話しかけてくる。

　完走目的のわりとゆっくりめのペースだというのに、青葉の一部が飛び跳ねまくってる。

「昔はもっと涼しかった気がするんだけど。本当、変わったよね」

「……ああ、本当に変わったよなあ」

　俺と青葉の会話の間に、若干の認にん識しきのズレがあるように思えるが気にしない。

　大丈夫だ。意味はしっかりと一致してる。ダブルミーニングというヤツだな。

「これだけ暑かったら、もうカブトムシとか出てたりするかな？　あとクワガタとか」

「うーん、確かに暑いけどまだ早いんじゃないか？　セミならともかく、カブトやクワガタなんかはせめて七月に入らないと」

「じゃあ七月になったらさ、久しぶりに捕りに行ってみない？」

「ああ、いいかもしれないな」

　男の子は基本的に虫取りが大好きな生き物です。

　青葉は今でこそむちむちなグラドルボディを持つ美少女だけど、元々はヤンチャでクソガキな虫取りショタロリだ。

　短パンに白のノースリーブを着用し、虫取り網と籠かごを手にして俺と一緒に野山を駆かけ巡っていた過去があるから、女子だけど虫好きなレアキャラである。

「あ、でも……」

「でも、何？」

「俺やお前はいいだろうけど、他のやつはどうかわからないな。凛音は……俺の記憶が正しければ大丈夫だろうけど昴流すばるはわからないし。空そらはそもそも暑い中動きたくないだろうし」

「だったらさ……」

　青葉が顔を近づけてくる。

「二人で行かない？　昔みたいに」

「二人で？」

「うん、二人で。………………ダメかな？」

　上目遣づかいで青葉が言いう。

　正直、女子──それもとびきりかわいい子の上目遣づかいは反則だと思う。

　わかっていても抗あらがえない。

「……別に構かまわないぞ？」

「ホント!?」

　青あお葉ばの表情が輝かがやいた。

　上目遣いのもじもじした感じもかわいいけど、こういう華やいだ笑顔もかわいいと思う。

　とにもかくにも俺の似に妹まいがかわいい。

「よし、じゃあ約束だよ！　ぜったいぜったい二人で行くんだからね!?」

「わかったわかった。七月に入ったらな」

「ひゃっほう！　お兄と虫取り♪　二人きりで虫取り♪　帰ったら新しい白のノースリーブと短パン、それに虫取りセットを揃そろえなきゃ♪」

　よっぽど舞い上がってしまったのか、青葉はそう言いい残すとグングンペースを上げ、俺を置いて先に行ってしまった。ぶっちゃけちょっと寂さびしい。

　っていうかそれよりもだ。

「あいつ、昔と同じ格かつ好こうしようってのか？」

　確かに白のノースリーブシャツと短パンは、日本における虫取りにおいての正統派スタイルである。

　だけど、それはあくまで少年向けの正装だ。

　青葉が今も昔みたいなショタロリだったらギリギリ許されたかもしれないが、今のあいつは完全にアウトだと思う。

　明らかに九十の大台に乗っている女子力（意味深）にくびれた腰つき、そこから下に緩やかだがやや大きめのコーナー（意味深２）が続いている、いわば女子力のレーシングサーキット。

　そんな奴やつがそんな格好したら、もう……虫取りじゃなくてグラビア撮影にしか思えない。

　採集前の準備運動なんかで、両手を頭の後ろに回して腰を回転させたりなんかしたら、百パーセントそうとしか見えない。





　──あのころわたしは『オレ』だった……。

　　　昔と今では違うけど、

　　　キミへの想いは変わってないよ……。






　こんな感じのグラビアが掲載されても全く違和感がない。

「……青葉には別の服を用意するように言っておこ──？」

　ちょっと残念な気持ちを抱かかえつつも、似妹への対応を考えていたその時、背はい後ごから大きな足音が聞こえてきたので振り返る。

「おやおや神み子こさん？　そんなに飛ばして大丈夫ですか？　息が上がっているように見えまけど？　そんなペースで完走ができるのですか？　素直にリタイアするのをおすすめしますよ？」

「うるっさいわねっ！　あんたこそ汗だくでわりとギリギリじゃないの！　汗でシャツが透けてブラを見られたくなかったらさっさと退場したらどう!?　男子の姿も見え始めてるわよ!?」

「その言葉そっくりお返しします。確かにわたしも結構汗だくですが、見られたところで気にしません。路ろ傍ぼうの石ころに下着を見られたところで何とも思わないでしょう？　わたしにとって男子と言いうのは兄さ──彗さとるくんだけですので。もっとも、彗くんには下着じゃなくて、その中身のほうをいつか見てほしいと思っていますが」

「うわっ……？　引くわー……。あんた露出狂？　下着どころか中身を見てほしいとか変態じゃない。世界を股にかける大企業のお嬢だってのに露出狂の変態とか……。こんなのと血が繫つながっているなんてあいつもかわいそう」

「むきぃーっ！　あなたは今言ってはいけないことを言いました！　今の言葉はわたしに対する宣戦布告と受け取りましたよ！　余あまり有るほどのわたしの金と人脈ちからで、あなたを徹てつ底てい的てきに叩たたき潰つぶしますっ！」

「はんっ！　他人やお金の力を借りないと何もできないなんて情けないと思わないわけ!?　こんな他た力りき本ほん願がんな妹、あたしだったら嫌だわ！　絶対お断りだわ！」

「上等ですっ！　だったらそんなもの頼たよらずに、わたし自身の力でやってやろうじゃありませんか！　そんな力を借りなくても、あなたより優れていることを証明します！　手始めにこの大会からっ！」

「小さいころから彗や空そらと外で遊びまわっていたあたしの体力舐なめんじゃないわよ！　お嬢風情ふぜいが！」

「わたしの愛を甘く見ないでください！　外がい姉し系けいの外がい妹まい種しゆ風情が！」




　──ドダダダダダダダダダダダダダダダダッ！




　そんな言い合あいをしながら、凛りん音ねと神子がものすごい勢いで俺の横を駆かけ抜ぬけていった。

「……あいつら仲いいなあ」

　本気で張はり合うのは仲がいい証しよう拠こだ。

　これならこの先、神子が俺の部屋にやってきても大丈夫だろう。

　騒がしさは数段増すだろうけど。







　そんなことを経験し、俺の高校二年生のマラソン大会は幕を閉じた。

　ゴール地点に凛りん音ねと神み子この死体（比ひ喩ゆ）があったのは言いうまでもない。

　ペース配分を明らかにミスっていたし仕方ないよな。仲良く並んでぶっ倒れている。

　ちなみに今回会わなかった空そらだけど、何とか無事に完走できたようだ。

　あいつのことだから、何とか隙を見て近道を使おうとしたようだが、その度にバレて戻されたらしい。

　そのせいでペナルティとして、男子のコースを走らされたとか。自じ業ごう自じ得とくだな。

　まあ何にせよ、義ぎ妹まいの夏休みが守られてお兄ちゃん的に一安心である。









ＢＢＱ






　──ＢＢＱとは何か？




　ＢＢＱとはバーベキューの略語だ。昨さつ今こんでは平穏無事に暮らしていた一般人の男女が集い、リア充へと進化するための闇の儀式サバトが行われている場合が多い。

　今まで異い性せいとの付き合あいがなかった奴やつらが、この儀式を通して親密になり、男女の仲へと発展してしまうことが多々見受けられるのでたぶんあってる。

　クラスメイトの松まつ原ばらくんも中学生のころにこの儀式を通して超美人の彼女ができ、高二の今に至いたるまでおつきあいが続いているとのことだし、その儀式の効果は折り紙付きだ。松原くんの彼女、俺を含めたクラスの誰も見たことないけど。

　それはともかくバーベキューだ。この闇の儀式はリア充への進化の他にも、家族や仲間内でワイワイやって、お互いの疲れをねぎらう的な側面もある。

　みんなで野菜や肉なんかを持ち寄り、適当に焼き、タレを付けて美お味いしくいただく。

　人間の三大欲求は『食う』『寝る』『遊ぶ』。

　食べながらワイワイできるバーベキューは、『食う』と『遊ぶ』を同時に満たすことができる、とても優れたコンテンツといえるだろう。





　　　　　☆






「と、いうわけで、明日の昼にみんなでバーベキューでもどうでしょうか？」

　マラソン大会が終了したその日の夜。

　いつものように食卓を囲んでいると、突然凛りん音ねからそんな提案が上がった。

「いいんじゃないか？　たまには青い空の下で昼飯っていうのも」

「そうだね。このマンションにみんないるのに、いつも同じ部屋の中でご飯っていうのも何か味気ないし」

「じゃあ決まりということでよろしいですね？」

　凛音の質問に俺たちが頷うなずく。

　ちなみに先ほど声の上がらなかった空そらは、マラソン大会で身体を酷こく使ししすぎたせいで夕飯が喉のどを通らず、俺のベッドの上でうつ伏せでぶっ倒れている。

　そんな瀕ひん死しの状態でも、バーベキューという単語にしっかりと反応し、「に、肉……」とか「サ、サーロイン……」とか、「高級松まつ阪さか牛うし三万円ぶん……」とか呟つぶやいているあたり、まだまだ大丈夫そうだ。

「それじゃあ昴流すばると神み子こさんにも声をかけておきましょう」

「昴流はともかく神子もか？」

　いつの間にそんな仲良くなったのだろうか？

　昼間見た限りでは『喧けん嘩かするほど仲が良い』的な、いわゆる喧嘩友達としての仲良しさは感じたが、そういう場に呼ぶレベルではなかったはずだ。

　そのことを凛音に尋たずねてみる。

「兄さん、こんな言葉をご存じでしょうか？　『グローリー・ノーサイド・ゴング』」

「ボクシングの言葉だな」

　っていうか漢おとこ塾じゆくの言葉だな。

　この国の若者における漢塾の認知率は異常。

「どんなに激しくリングで殴なぐり合あおうとも、テンカウントが数えられゴングが鳴れば、そこには怒りも憎にくしみもありません。ボクシングを通じて選手同士がわかり合うように、わたしと神子さんもマラソン大会を通じてわかり合うことができたんですよ。ある程度は」

「全部じゃないのか……」

「そんなわけないでしょう。あくまで一部です。戦うことでお互いのすべてがわかり合えるならば、世界に戦争なんてありませんよ」

「何か凛音が深いこと言いってる!?」

「もしもそんなことができたのならば、今頃地球は統一されてます。人類は一丸となって宇宙進出に力を入れ、星々の外そと海うみへと旅立っていることでしょう。この前うちと秘密裏に業務提携をした隣銀河の──あ、やば……これ、まだ言いっちゃいけないヤツでした」

「おい、そこのわが愛する実じつ妹まい。お前今何を言おうとした？」

「げふっ、げふげふんっ！　いいえ、別に何も？　きっと兄さんの勘かん違ちがいですよ！　きゃるーんっ♪」

「かわいい仕草で誤ご魔ま化かすな！」

　両手をグーにし、あごの下にもっていき首をかしげる凛りん音ね。

　この妹、明らかに何かを隠かくそうとしているよ。自分のかわいさで全部誤魔化そうとしているよ。俺は絶対に誤魔化されないぞ。

　凛音を疑惑の目で見つめ続ける。

「は、話が脱だつ線せんし始めたので戻しましょう！」

　俺の視線に耐たえられなくなったのか、凛音が強引に話を戻した。

「少年マンガみたいに殴なぐり合あって全部わかり合えるとか現実にはないんです！　わかり合えるのはあくまで一部！　赤の他人同士からぶつかり合って、少しだけわかり合えて、知り合いにランクアップするくらいなのが現実なんです！」

「で、少しわかり合えたし、お兄の友達だし、ここらでより深く本心を探り、今後のお兄との関係の発展に役立てれるものがないか探ろうってわけだね？」

「ふふ、その通りです。さすがは青あお葉ばさん。世の中の酸すいも甘いも嚙かみ分けていらっしゃる……」

「なんのなんの。凛音ちゃんこそさすがは星ほし延のべのお嬢さまだよ。その年で世の中の裏側をいくつも見てきただけのことはあるさ……」

「清せい濁だく併あわせ吞のむ。それがこの世界で生きていく上で最もっとも重要なこと。そうですよね、青葉さん？」

「その通りだ、凛音ちゃん」

「ふふふ…………」

「くすくすくす……」

　凛音と青葉が黒く微笑ほほえんでいる。

　いったい俺の妹たちの過去に何があったのだろうか。

　実妹と似に妹まいの過去が怖い。

「そういうわけなので兄さん、神み子こさんも呼んで構かまいませんか？」

「その話を聞いた後だといいよってすっごい言いにくいな……」

「大丈夫大丈夫。わたしも凛音ちゃんも半分冗談だし」

「半分は本気なんじゃねえか」

　神み子こと争う気まんまんである。

　とはいえ、引っ越してからこの二か月の間、神子とあまり話せなかったというのもある。

　っていうか、この前の告白以降、全くと言いっていいほど会話がない。

　そろそろ何か話しておかないと、俺たちの今後の関係に響ひびきかねない。

　ここはＯＫしておくべきだろう。

「頼むから仲良くしてくれよ」

「お任せください兄さん。ビーストフレンズの擬人化された動物たちとゼルリアンの如ごとく、彼女と仲良くしてみせましょう」

「わたしもＺバンナムのカミュとジャリドのように、彼女と仲良くしてみせるよお兄」

「お前ら全然仲良くする気ないだろ」

　完全に敵対関係じゃねえか。

　……まあいいや。この前のマラソン大会を見る限りでは、そこまで仲悪そうには見えなかったし。ちょっとだけどわかり合あえたみたいだし。

「それじゃあ全部で六人か。で、どこでやる？」

「ここの屋上でいいでしょう。見晴らしもいいし」

「道具はどうする？」

「全すべてわたしが用意しますよ。食材から何から全ておまかせください。最高のものを用意してみせましょう」

「じゃあ頼むわ」

「そうしてもらえると助かるよ。バーベキューは簡単だけど、それなりに準備しなくちゃいけないから」

「肉……凛りん音ね、肉を…………普段食べれないようなすっごいお高いお肉を…………」

「はいはい、お任せください」

　そう言うと、凛音はスマホを取り出し早さつ速そく手続きを始めた。

　その姿がちょっとキャリアウーマンっぽくて、なんだかちょっとかっこいいと思った俺である。





　　　　　☆






「………………………………あーっ！　よく寝た！」

　朝起きて伸びをするなり、俺の口から自然とそんな声が漏もれた。

　昨晩は普段しない運動で疲れていたこともあり、比較的早い時間からぐっすりと眠ってしまった。

　たっぷり八時間は寝たおかげで、頭の中はスッキリだ。

　土曜の天気も良りよう好こうなご様子。こんな晴れた日に学校に行かず、堂々と屋上でバーベキューとか最高だな。週休二日制万歳。

「あ、お兄おはよう」

「彗さとる、おはよう」

「……おはよう」

　そんな爽やかな朝とか関係なしに、俺の義ぎ妹まいと似に妹まいは平常運転である。

　俺が寝ていようがお構かまいなしに、いつも通り勝手に部屋に上がって好きなことを始めている。

「お兄も起きたしご飯作るね」

「さて、と」

　飯は青あお葉ばが用意してくれるというので、俺は先に顔を洗う。

　冷たい水で顔を洗うと、頭がシャッキリして気持ちがいいよな。

「そういえば今日は凛りん音ねがいないな」

「凛音ちゃんなら屋上で準備中だよ。準備できたら呼びに来るって」

「ふーん」

　はりきってるなあ、凛音。

　そんなにこのバーベキューが楽しみなんだろうか？

「それじゃあお兄、どうぞ。簡単なものだけど」

「ん、いただきます」

　青葉の用意してくれた料理はご飯にみそ汁、目玉焼きと、本人の言いう通り簡単な朝食の定番だった。

　目玉焼きをご飯に乗せ、醬しよう油ゆとわずかなラー油をたらしていただく。

「お前、相変わらず料理上う手まいよな」

「えへへ♪　まあね。だってすっごい練習したし」

　わりと頻ひん繁ぱんに食べる機会はあるけど、本当に俺の似妹の料理は美う味まい。

　食材は同じスーパーで買っているのに、明らかに俺とは味のレベルが違う。

　例えばこの目玉焼きだ。これ一つ取っても俺が作ったものと青葉が作ったものでは、味オンチ気味の人が食べてもわかってしまうレベルで味に差がある。

　みそ汁なんかもいわずもがな。俺も料理結構得意なんだけど、こんなの食ったら自信なくすわ。

「いつかお兄に食べてもらおうって、すっごい頑張ったんだからね。わたしって基本あんまりお金ないから、安い食材でも美お味いしく食べれるように研究に研究を重ねて、ようやくこの味にたどり着いたのさ」

「ほんと大したもんだ」

　安いものを使って、これだけ美う味まいものを作れるなんて純粋にすごいと思う。

「素直に脱だつ帽ぼうだよ。家事も完璧だしキレイ好きだし、昔のお前を知っているだけに人類の可能性を感じざるを得ないわ」

「それは、褒ほめていると取っていいの？」

「褒めているさ。お前、本当にいいお嫁さんになると思うよ。将来のお前の旦だん那なが羨うらやましいな」

「その将来の旦那さんは自分だという自覚がお兄にはあるのかな？」

「ねえよ。俺は妹と結婚なんてしないし」

「ちぇっ、お兄のケチ」

　べーっと青あお葉ばが舌を出した。

　その様子が子どもっぽくて何ともかわいく、俺は思わず苦笑してしまう。

「おかわりは？」

「いらない。あんまり食うと昼が入らなくなるから」

「そう、じゃあ片づけちゃうね」

　俺の機き先せんを制するように、青葉が食器の片づけを始めた。

　スポンジに洗剤をつけ、キュッキュと食器を流し台でこする。

　鼻歌混まじりに家事を行う、エプロン姿の似に妹まいがあまりにも新妻すぎて、一いつ瞬しゆんだけど「結婚してもいいかも」──と思ってしまったのはここだけの秘密である。















　──ピンポーン。




「もう準備できたのかな？」

「いや、まだ早いし違うんじゃないか？」

　昼までにはまだ時間があるし、たぶん新聞の勧かん誘ゆうか何かだろう。

　断る気まんまんで俺は椅子から立ち上がると、玄関のドアを開けた。

「うちは新聞は取らな──…………………………お、おう。おはよう」

「お、おはよう。呼ばれたから来てやったわよ」

　玄関のドアの先にいたのは、新聞の勧誘員などではなく、俺や空そらがよく知る人物だった。

　お呼ばれした神み子この姿は、いつもと同じツインテール。服装もいつもどおりで、バーベキューをするというのに普段通りのギャルファッションを貫つらぬいている。油とかタレとかが飛んでも責任は取れんぞ。

「とりあえず入れてくれる？」

「あ、ああ……どうぞ」

「……どうも。おじゃまします」

「あ、いらっしゃい」

　神子が玄関に入った瞬間、食器を洗っている青あお葉ばと目が合あった。

　どうやら青葉は俺の言いいつけ通り、神子とそれなりに仲良くする気はあるようだ。

　この前みたいに敵意まんまんの対応はしていない。焼きそばパン買ってこいとか言わない。

「あの、露女つゆずめ先輩……。いったい何を、しているんですか？」

「名前でいいってこの前言ったじゃない。何をしているのかって、見ての通りお兄の使った食器を洗っているんだけど？　それがどうかした？」

「いえ…………ちょっと聞きたいんですけど青葉さん。それって今日たまたまやっているとかじゃ……」

「結構やるよ？　この部屋でみんなでご飯食べること多いから、わたしと凛りん音ねちゃんとお兄がだいたいローテーションで」

　ちなみに空はそのローテに参加しない。

　いつも飯を食べ終わると、部屋でゴロゴロしながらテレビを見たり、ゲームしたりするだけである。

「そうですか、彗さとる」

「ん？」

　神み子こが俺の名前を呼んだ。

「ちょっとこっち来なさい」

「お、おう？」

　靴を脱がず、神子は俺の手を引きながら、たった今入ったばかりの玄関を出て行く。

「あんた馬鹿でしょ!?　ねえ本当に馬鹿でしょ!?　その頭の中に詰まってるのは脳みそじゃなくて麴こうじ味み噌そなんじゃないの!?」

「だとしたら美お味いしいみそ汁が作れそうだな……」

「茶ちや化かしてんじゃないわよ!?　あんた本当に何考えてんの!?　自分のこと好きだって言いった女に家事をやらせるとか、これもう、完全にお嫁さんじゃないの！」

「え？　そ、そうなのか？」

「そうに決まってるじゃない！　ホントにもう、何を考えているのよこのバカ彗さとる！」

　断だん言げんされた上に罵ののしられた。

「いや、ちょっと待ってくれよ神子。お前はお嫁さんって言うけどな、凛りん音ねも青あお葉ばも俺の妹なんだぞ？　妹と家事を分担するのって当たり前のことじゃないか？」

「普通の妹だったらね！　あんたの実じつ妹まいにしろあの人にしろ、それから、家事には参加していないみたいだけど空そらにしろ、みんなあんたに気があるんでしょ!?」

「あ、ああ。改めて肯定するとちょっとテレるな」

　あんな美少女三人に告られるとかまずないからな。正直ちょっとだけ優越感を感じる。

　どれだけ優越感を感じるか具体的に言うと、街で美人と歩いている美男美女カップルに、上から目線で祝しゆく福ふくできるレベル。

「いい、彗？　一人の女として断言させてもらうけど、あの子たちが家事やる理由は疑似的にあんたのお嫁さんポジションに収おさまりたいからよ。そして、あわよくばその流れでなし崩くずし的に結婚後の未来を予想させ、『結婚してもいいかな』って思わせることよ。妹から恋人にランクアップするための布ふ石せきに違いないわ」

「なん、だと……？」

　神子の言葉が胸に突つき刺ささった。

　何な故ぜなら神子の指摘は、わずか数分前に俺が抱いだいた感情そのものだったからだ。

「あの子たちにずっと妹でいてほしいんでしょ？　恋人にしたくないんでしょ？　あんたは」

「ああ」

　せっかく再会できた妹なのだ。

　あの中から誰かを選び、残り二人を泣かせたくなどない。

　そのためには、あの中から恋人を選ばないことが絶対条件。

「だったらシャンとしなさい。結婚生活を予想させるようなものは極力避さけてあんたがやること。じゃないと、妹と恋人の境界線があやふやになって、いつの間にか誰かを選んでいた──みたいなことになりかねないわよ」

「……肝に銘めいじておくよ」

　ついさっきそんな感情を抱いだいちゃったからな。

　神み子この言いう通り、気を付けるとしよう。

「そ、それでね……その…………」

　俺が気を引き締めなおした瞬間、突然神子がしおらしくなった。

　両手を前で合あわせ、指先をちょこちょこと動かしている。

「話は、変わるんだけど……」

「ああ、何だ？」

「え、と、この前の告白のことなんだけどさ……」

「……はい」

　一気に空気が止まった。

　先ほどまで神子がまくしたてていた関係で活発に動いていた空気が、今は時間が止まったかのように動いていない気がする。

「そろそろ返事をもらえたらなーって思ってるんだけど…………どう？」

「……………………わかった」

　実を言うと、すでに神子に対する答えは俺の中で出ていた。

　ただ、これを言っていいものかどうか、俺の中で判断がつかなかったので、今までずっと言いそびれてしまっていたのだ。

「どんな答えでもちゃんと受け止めるから。はっきりとあんたの気持ちを教えて」

　神子の言葉に俺は頷うなずく。

　そして、答える。




「ごめん、お前とはつきあえない」




「………………そっか」

　神子の目に涙が浮かんできたのが見えた。

　……そりゃそうだよな。告白した相手に振られたら、そりゃあ泣きたくもなるよな。

　女子の涙を見る趣味はないので、俺は大急ぎで続きを語る。

「あ、勘かん違ちがいしないでくれよ！　別にお前のことがどうとかじゃなくて、あくまで今はお前とつきあえない──って意味だからな」

「………………今は？」

　どういうこと？──と神子。

「この前、凛りん音ねたちから条約についての説明を受けたよな？」

「……受けたわよ。兄妹きようだい和親条約とかいうふざけた条約のことよね？」

「そうだ。あれがあるから、俺は来年の誕生日まで彼女を作ることができないんだよ」

　兄妹和親条約の内容はこうだ。





①舞まい並なみ彗さとるは、実じつ妹まい（星ほし延のべ凛音）、義ぎ妹まい（舞並空そら）、似に妹まい（露女つゆずめ青あお葉ば）の三名の中から一名、恋人を選ぶ権利を持つ。

②三名の妹は、誰か一名が舞並彗との恋人関係が成立した場合、大人しく身を引く。

③恋人関係成立の条件は、舞並彗が「○○とつきあう」と明言すること。

④この条約を結んでから一年の間、舞並彗は緊急の用事がない限り、妹たちとの時間を優先すること。

⑤この条約の期限は来年の舞並彗の誕生日までとすること。この期限内に恋人関係が成立しなかった場合、舞並彗は実妹、義妹、似妹の三名を恋人にする権利を永久に失い、同時に上記三名を永久に妹にする権利を得る。






　これによると、俺は次の誕生日までの一年間、三人の妹の中から一人、恋人にできる権利を持っているだけで義務はない。一見すると、三人以外を選んでも別にいいように思える。俺との恋人関係が成立した場合、おとなしく身を引くってあるしな。

　だがしかし、よく見てほしい。身を引く対象はあくまで三人の妹たち──つまり、この条約を締てい結けつしているメンバー限定であって、それ以外は対象ではない。

　つまり、一年の期限内に他の誰かを恋人に選んでも、三人は大人しく身を引くことはない。永久に俺を恋人にする権利を失うことはなく、俺もまた永久に妹にする権利を得るわけじゃないのだ。

　なので、俺が神み子こをここで恋人にした場合、三人が思いっきり邪魔する可能性が高い。

　三人の誰かが選ばれない限り身を引く必要はないのだから、期限まで精一杯邪魔しまくり、自分のほうに振り向かせようとするだろう。

　そんなことをされれば神子は超面白くないだろうし、俺だって胃が痛くなる。つきあっても全然楽しくないのは目に見えている。

　そう神子に説明する。

「……それが、今あたしとつきあえない理由？」

「そうだ」

「あたしのことを女として見れないんじゃなくて、妹たちが諦あきらめないから今はつきあえないってこと？」

「そういうことだ。……お前だから話すけど、お前とつきあい始めても、あいつらに本気で迫せまられちゃった場合、絶対誘ゆう惑わくに乗らない自信が俺にはないんだよ」

　口じゃあ妹だと言いっているけど、内心女として見ているからな。

　あんなにかわいい妹たちなのだ。俺が神み子ことつきあっていたとしても、しつこく誘惑された場合、不実を絶対に犯さないと断だん言げんはできない。

　現在、俺の中で神子と妹たちの男女関係ポイント（高得点なほど恋人に近くなるポイント）はほぼ同点。両者の間にはっきりとした差はない。

　なので「お前しかいない！」と言い切れないのだ。

　それが断言できない以上、ＯＫなんてできるわけない。

　恋人になってほしいなんて言えるわけない。

　だって、相手の中で俺が特別でも、俺の中で相手が特別じゃないのだから。

　選べていないのに選ぶことほど、不実なものはないだろう。

　他の誰かはもちろんのこと、相手が神子なのだから、いっそうそんなマネはできない。

「だから今はつきあえない。俺の中ではっきりとした答えが出て、妹たちをぶっちぎってお前が一番と断言できる──もしくは何も起きずに来年の俺の誕生日が来て、その時お前の気持ちが変わらなかったら、その時は俺から告白させてほしい」

　これが俺の今の心からの本音だ。

「そういうことなら仕方ないわね」

　ふぅ、と神子がため息をつく。

「とりあえず、あんたに意識してもらえてるみたいだし、それがわかっただけで良しとするわ」

「すまないな、本当に。告白してもらったってのに、はっきりとした返事ができないで」

「いいわよ。あいまいなままＯＫもらうより、正直に理由を言ってもらったほうがあたしは納得できていいし」

　そうなれない可能性がないわけじゃないしね、と神子。

「あー、緊張した。緊張しすぎて胃が痛くなっちゃった。お昼のバーベキュー食べれるかしら？　あんたの実じつ妹まいが主しゆ催さいみたいだし、めっちゃ高いお肉とかあるんでしょ？」

「空そらがしつこいくらい要求してたからな。たぶんあるぞ」

「ナイス空！　そんないい子は精一杯甘やかしてあげようじゃないの！」

「できれば節度を持ってくれると、お兄ちゃん的にありがたいな」

　俺やお前が甘やかしすぎたせいで、ダメな方向に成長を遂げているからな、あいつ。

「お昼までまだ時間あるわね。今度こそ上がっていいかしら？」

「いいに決まってるだろ。さ、どうぞ」

「うむ、苦しゅうない」

　ドアを開けてエスコートしてやると、神子がふざけてそんなことを言った。

「あれ？　どこか行くの？」

「ああ、ちょっとコンビニにな」

　重い話も終わったし、ちょっと一人で一いつ服ぷくしたい。

「空そらや青あお葉ばと一緒に遊んでてくれよ。準備ができ次第凛りん音ねが呼びに来るから」

「あ、ちょっと待って彗さとる」

　ドアを閉めようとしたら、呼び止められた。

「ちょっと耳貸して」

「うん？」

　神み子この口に耳を近づける。

「待ってるからね」







　そう言いって神子は俺から離れた。

　俺はドアを閉めると、宣せん言げん通りに近くのコンビニに到とう着ちやく。缶コーヒーを買って一服したが、神子の言葉が頭の中でリフレインしっぱなしで、落おち着くことなどできなかった。

　安あん国こく寺じ神子の男女関係ポイントが、俺の中でアップしていたことは言うまでもない。

　青春してるなあ、俺。









バイト（空の場合）






「バイトをしようと思う」

　とある休日、まだテレビで特撮ヒーローが流れている早朝の時間帯に空がやってきて、開かい口こう一番こう言った。

「バイト、か。お前が、バイトねぇ……」

「うん、バイト。わたしも高校生のお姉さんになった。それを記念して去年まではできなかったことをしたい」

「ふむ」

　空の言葉を頭の中で反はん芻すうし、その言葉の意味を考えてみる。

　空が、バイト……。そこに一体どんな意味が込こめられているんだろうか？

　普通に考えたらアルバイトの一択なわけだけど、この普段から俺のベッドでゴロゴロしていて、かったるいことはやりたくないと主張する、とびきり見た目がかわいいけど、わりかしダメ人間のこの義ぎ妹まいが、果たして本当に額がく面めん通りのことを言っているのだろうか？

　舞まい並なみ家に俺が引き取られてから、俺と空が一緒に過ごした日々を思い返してみると、その可能性は極きわめて低いと思われる。

　なのでおそらく、こいつの言いう「バイト」は俺たちの言う「バイト」とは意味が違う。

　一番可能性が高いのは──バイト（嚙かみつき）だろう。

　俺の誕生日に『初物券』なんていう代しろ物ものを用意したこと、その後説教した際さいに「高校生は大人……だから、大人への第一歩を踏ふみ出した証あかしとなるものを送ろうと」とかいう言い訳をしていることなどから考えても間違いないとみた。

　空そらにとって最大の鬼き門もんだったマラソン大会が終わった今、空の生活を脅おびやかすものはない。

　だからこいつは、その本能に従したがってしたいことをしようと言うのだろう。

　俺へのバイトを。

　俺がＯＫした瞬間、この愛すべきダメかわいい義ぎ妹まいは俺に飛びつき、首筋あたりを甘嚙みするのだろう。

　いや、下へ手たすればバイトという行為を隠かくれ蓑みのにして、俺のくちびるを奪うばったり、全身に歯型を残して「わたしが彗さとるのお嫁さん」と無言の主張する可能性だってある。

　俺は一年間、こいつらの誘ゆう惑わくに耐たえて妹ハーレムを維持すると決めたのだ。

　その崩壊の序曲プレリユードを演奏するわけにはいかない。

　だから、俺の答えはこうだ。

「ダメに決まっているだろう。何を考えているんだお前は？」

「どうして？」

「どうしてもこうしても、お前にバイトなんてさせられるかよ」

「彗……それは将来わたしたちが結婚したとき、『嫁に苦労はかけさせねぇ。お前も子どもも全面的に俺が養やしなってやる！』って意味だと思っていい？」

「違う、そうじゃない」

「そう、少し残念。でもいい。彗との間に子どもができたら、わたしも生活のために働く覚悟はある。わたしと彗の子ども……海うみと陸りくを育てるために」

「子どもの名前考えちゃってる!?」

「その将来の予行演習のために、一日だけ働いてみようと思ったんだけど、彗がそういうなら仕方ない。先せん方ぽうには家族の了解が得られませんでしたと電話しておく」

「ああ、そうしてお……え？　先方って、どういうことだ？」

「先方は先方。わたしにバイトをお願いした人」

　ってことは、だ。

「えーと、空さん。一つ確認したいことがあるのですがよろしいでしょうか？」

「うん」

「さっきからお前が言ってたバイトってアルバイトのことだったの？」

「むしろそれ以外に何があるのかとわたしは聞きたい」

　どうやら俺の勘かん違ちがいだったらしい。

　いやあ、長年一緒にいるとどうも深読みをしすぎちゃうな。

「そういうことならＯＫだ。空そらがバイトか……。普段ここでゴロゴロしているだけの義ぎ妹まいが、ようやく勤労精神に目覚めてくれて俺は嬉うれしい！」

「ふふん、もっと褒ほめてくれていい。わたしだって日々成長している。いつまでも彗さとるのベッドに生せい息そくする愛あい玩がん動物というわけじゃない」

　空が得意げに胸を張はる。

　ああ、こいつ自分が猫的なアレだって自覚はあったんだな。

　俺は早さつ速そく二人分の朝食を用意し、空と二人で食卓を囲む。

　ちなみに今日のメニューは、昨日の残りの味み噌そ汁しると卵かけごはんである。

　卵かけごはんにラー油をちょっとだけかけるのが俺流。

　かけると風味がよくなり、味にも軽いアクセントが出て美お味いしくなるので、知らない人は一度試してもらいたい。

「ところでどんなバイトなんだ？」

「写真のモデル」

「ん？　お前そういうの嫌いって言いってなかったっけ？」

「嫌い、というかわたしの見た目を広告塔にするような仕事は全部嫌い。もっというと働くのが嫌い」

「ダメダメじゃねえか」

　働きたくないでござる──を、これだけ声こわ高だかに主張する銀髪美少女ＪＫ女子高生がかつて存在しただろうか？　しかも家族の前で。

　まあいいや。そんなダメダメな考えを持つ義妹が、自主的に働こうとしているわけだしツッコむのは無ぶ粋すいというものだろう。

「で、何の写真なんだ？」

「とある会社のポスターモデル。予算がなくてプロに頼めないらしい。テレビや雑誌じゃないからＯＫした」

　それで空に目を付けたってわけか。

　ふ……なかなか見る目があるじゃないか。

　半端なアイドルやモデルなんかとは、比較にすらならないレベルで俺の義妹はかわいいからな。兄として妹のかわいさが認められるのは嬉しい。

　とはいえ、心配と言えば心配だ。

　こういうのに偏見があるわけじゃないけど、変な写真だったりしたら困る。

「それ、俺も見学しちゃダメかな？」

「大丈夫だと思う」

　そんなわけで、空の初バイトを見学することになった。
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　バイト当日。

　わが愛する義ぎ妹まいの初出勤の日は、雲一つない快晴だった。

　今日は平日なので俺たちは制服。家に帰って私服に着替え、二人揃そろって家を出る。

　出勤場所は俺たちの住む海え老び名な市から、小田急線で四駅ほど離れた相模さがみ原はら市だ。急行だと一駅で着くため比較的近い。

　改札を出てしばらく──たぶん時間的に五分くらい歩き、本日の現場に到とう着ちやくした。

「予算がないって聞いたから小さいとこだと思ったけど、結構デカい建物だな」

　っていうかすごくデカい。

　普通に大きなホテルである。

「改かい装そうしたてらしい」

「なるほど」

　改装＆改かい築ちくには金がかかるからな。一般のご家庭でもその認にん識しきだから、こういうデカい建物だと、それこそ目ん玉が飛び出るくらいのおっそろしい金額なのだろう。

　俺の実じつ妹まいなら、それくらいポケットマネーで出しちゃうんだろうけど。

「ああっ！　お待ちしていました！」

　自動ドアをくぐり抜ぬけて中に入るなり、そんな声とともに女の人が飛び出してきた。

「今日は本当に、本っ当に、ありがとうございます！　人事担当した部下が言いっていましたけど本当にものすごくかわいいですね！　芸能人なんか問題にならないレベルですね！　引き受けてくれた貴女あなたは当ホテルにとって神です！　私にとっての女神さまですっ！　お祈りしてもよろしいでしょうか？」

「……彗さとる、どうしよう？　わたしすごく帰りたい」

「奇遇だな、わが愛する義妹いもうとよ。お兄ちゃんも全く同意見だ」

　空そらを美少女大だい明みよう神じん様じゃあああぁぁぁぁっ！──と拝み倒そうとしているこの女性は、見た目だいたい二十代中盤くらい。

　ややつり目気味の顔立ちに、メガネが装備されたクールな知的美人っぽい感じの人なのだが、その見た目とは裏腹に言動が残念すぎた。

「建物が普通のホテルだし、ポスターの仕事なら大丈夫かなーって思ったけど、色々と大丈夫じゃなさそうなので帰らせていただきますね。妹の今後が心配になるので」

「今回は縁がなかったということで。彗、せっかく来たんだしファミレスでも寄って帰ろう？　ハンバーグ食べたい」

「そうだな、たまには外食もいいか」

「外食なら当ホテルのレストランがオススメですよ！　今回のバイト代の他に一万円ぶんの割引券もつけますから帰らないで下さいいいいいぃぃぃっ！」

　残念美人に泣きつかれた。

　俺たちが帰ろうと背を向けた瞬間、ジャンピングネックブリーカーもかくやという鋭さあふれる飛びつきで、俺たちの腰をロックした。たぶんこの人学生プロレスやってた。

「改かい装そう＆改かい築ちくで広告に潤じゆん沢たくな予算がないんです！　このままでは改装したのにお客様が来なくてわが社は倒産です！　助けると思ってお願いします！」

「彗さとる、どうする？」

「お前への依頼だしお前が決めろよ。俺はただの付き添いだし」

「わかった」

　空そらはその場で腕うでを組むと、「う～ん……」と考える素そ振ぶりを見せた。

　そして。

「決めた。やらない」

「そっか、じゃあファミレスに寄って帰ろうぜ」

「うん、ハンバーグ食べよう」

「ちょっと待ってくださいよ!?」

　空の決定に異議を唱える人物が腰に一人。

「ここは普通やるところなんじゃないですか!?　目の前に困っている人、具体的には私がいるのに、それを見捨てて帰るだなんて、失礼ですけどどんな生い立ちだったんですか!?」

「周囲から差別されてイジメられた。助けを求めても誰も助けてくれなかった。そんな日常を送ってきた」

「……………………ごめんなさい」

　一気に空気が重くなった。

　腰にしがみついた残念美人さんがガチで謝っている。

「昔のことだし別に謝らなくていい。そんな過去を経へてわたしはこう学んだ。たとえ目の前で助けを求められたとしても、相手が気に食わなければ助けないでもいい、と」

「そんなっ!?　私の何が気に入らないと!?」

「わたしを人間扱あつかいしなかったこと。女神とか言いわれて気分悪い」

「ああっ!?　ごめんなさいごめんなさい！　感謝の気持ちを表したかっただけなんです！　謝りますから！　誠意を込こめて謝りますから！　その証拠にさらに一万円分のサービス券もおまけしますから！」

「あと、必死すぎて怖い」

「そ、そんな……」

　ガックリと床へと崩くずれ落おちる残念美人さん。

　俺たちの腰ロックは解除されたようである。

「昨さつ今こんの顧客競争を戦い抜ぬくべく、大量の予算をぶち込こんだ改かい装そうが、ようやく完了したというのに……」

「彗さとる、帰ろう」

「そうだな」

「従業員も一から研修で育て上げたというのに……。某グルメガイドブックで三ツ星を獲得したシェフも雇ったというのに……。その技術を披露することなく終わってしまうだなんて……」

「わたしおろしハンバーグが食べたい」

「うーん、なら俺はデミグラスハンバーグにしようかな」

「家具から何から新調したというのに……。ごめんなさい、物言いわぬ我が家と具もたち。全すべては父の責任です。無む茶ちやな計画を実行した私の父が全部いけないんです。恨うらむなら父を恨んでください」

　自分を恨めじゃないんかい。

　それを止められなかったこの人にも責任があると思うのは俺だけだろうか？

　この人の人生のフィニッシュホールド必殺技はパッシング・ザ・バック責任転嫁に違いない。

　今気づいたけど、責任転嫁を英語で言うと、めっちゃプロレス技っぽいな。具体的に言うとバックドロップのもの凄すごい版。

「それじゃあそういうことで」

「さようなら」

　壊こわれかけのラジオの如ごとく、その場に座り込んでブツブツと漏もらす彼女を放置し、揃そろって一歩を踏ふみ出す俺たち。

　自動ドアの前まで移動し、あとは通って帰るだけだ。

「結婚式場として新たに作った大宴会場も役目を果たすことなくひっそりと終わるんですね……。今日の撮影のために用意した純白のウェディングドレスも、穢けがれなきヴェールも、一度も祝しゆく福ふくされないまますべてが幕を閉じ──」

「やっぱり気が変わった。ぜひやらせてほしい」

　空そらが一いつ瞬しゆんで戻り、彼女の手を取った。

　めちゃめちゃ速かった。普段からもゴロゴロせずに、これくらい機き敏びんに動けばいいのに。

　この動きを見て俺は思った。

　やっぱお嫁さんは最強。
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　そんなこんなで始まったポスター撮影は順調そのものだった。

　純白のウェディングドレスを着た空そらは、普段のグータラな様子から一いつ変ぺんし、スタッフの指示通りにテキパキと動いている。家でもこれくらい動いてくれたらいいのになーと、兄として思わなくもない。

　表情も普段の無表情というか、ややボーッとした感じのものとは違い、常に喜き色しよく満面である。

　空のキャラが変わるレベルで破は顔がんしているところを見ると、やはりいつの時代もお嫁さんは、女の子のあこがれの職業ナンバーワンなんだな。

「今回は本当に、本当に！　ありがとうございましたっ！」

「……いえ」

　最後の一枚を撮るため、スタッフが場所を移動している最中、件くだんの残念美人さんが俺に駆かけ寄りジャンピング土下座を決めた。

　助かって嬉うれしいのはわかるんだけど、いちいちオーバーリアクションなので、された側は引くということにそろそろ気づいていただきたい。

　とりあえず彼女の手を取り立たせてやる。

「で、いいのができそうですか？」

「はい、それはもう！　当グループは今までいくつもの広告用ポスターを撮影してきましたけど、過去最高のものになると断だん言げんさせていただきます！　あ、ちなみにこれが今までうちが作ったポスターです。ご確認ください」

「モデル全部年寄りじゃねえか」

「……予算がなかったんです」

　渡された資料をペラペラめくって見たところ、モデルが全すべて推定七十代以上のお年寄りで占められていた。

　そりゃ過去最高になるわ。極度の熟女マニアでもない限り、空がモデルのほうがいいに決まってるわ。あまりの衝撃にタメ口でツッコんじゃったじゃねえか。

「で、でも！　たとえお年寄りじゃなくても過去最高のものになったと思いますよ！　妹さん、尋常じゃなくかわいいですから！」

「まあ、見た目だけは自慢の妹ですからね」

　中身の良さも知っているけど、それは限られた人間だけ知っていればいい。

「完全に素人しろうとさんということですけど、将来モデルとかアイドルとか目指していたりします？　もしそうでしたら多少はコネがあるので、事務所を紹介したりできますが」

「やめて下さい。あいつ、そういうの大嫌いなんで。見た目でイジメられたから、そういう目立つような仕事ってダメなんですよ」

　街でよくスカウトされるけど、その度に逃げているし。

「正直言いうと、このバイトを引き受けたことに驚おどろいています」

「はあ、そうなんですか。あんなにかわいいのに。もったいない話ですねえ……」

　それは俺も同意する。

　絶対本人には言わないけど、妖精のような可か憐れんさとかわいさ、そして美しさを兼かね備えたわが愛いとしの義ぎ妹まいならば、メディアに露出したとたんに人気が出て、一年を待たずして売れっ子になれるだろう。家族のひいき目なしにそう思う。

　けれど。

「確かにもったいないけど、別にいいんじゃないですかね。もったいないとかそういうのは、あくまで本人が決めることであって、俺たちが決めることじゃないし」

　世の中、本人のやりたいことと、本人が生せい来らい持つ資質──才能が一致していることは極きわめて稀まれだ。

　やりたいことがあってもその才能がない人や、やりたくないことだけど才能がある人が圧倒的多数を占めている。

　そして空そらは明らかな後者だ。

　見た目は最高で写真映えする。運動神経がアレなので歌って踊るアイドルには向いていないが、ファッションモデルにはピッタリだろう。それ方面の才能に特化していると言ってもいい。

　だけど、いくら才能に溢あふれていても、本人にとってその才能は、多くの人が羨うらやむ圧倒的なまでの資質はただのゴミでしかないのだ。

　そんなゴミを捨てるのを「才能があるから」「もったいないから」と、他人が口出しする権利はないと思う。

　たとえそれが、他人から見たら宝の山であったとしても。

「……そうですね。差し出がましいことを言ってしまい申もうし訳ありませんでした」

　素直に頭を下げられた。

　この人も、過去に何かあったのかもしれない。

「もうすぐ撮影も終わります。ちょうど夕飯時ですし、当ホテルのレストランをぜひ利用していってください。もちろんお代はいただきませんので」

　そう言い残し彼女は去って行った。

　残された俺は撮影が終わるまで、ウェディングドレスに身を包んだ義妹の最高に美しい姿をじっくりと鑑賞させてもらった。

　改めて俺は思う。

　俺の義妹は最高にかわいい──と。
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「……疲れた。もう働きたくない」

　撮影が終わり、食事を終えて帰路につくなり空そらが漏もらした。

「やはりわたしに労働は向いていない。おとなしく家の中で、愛する旦だん那なさまの帰りをかわいく待つお嫁さんがわたしのベストフューチャー」

「だったら料理に掃除、洗濯なんかも、きちんとできるようにならなきゃな」

「その必要はない。将来わたしと結婚する、優しい優しい彗さとるならば、全すべてまとめてやってくれるとわたしは信じてる」

「やらねえよ!?　っていうかお前と結婚なんてしないよ!?」

「そんな強がりは言いわなくていい。今日の撮影でウェディングドレスを着たわたしを見る彗の、熱い視線が全てを物語っていた。『突然ですが、義妹いもうとと結婚しますっ！』と」

「あたかも真実のように人の過去を捏ねつ造ぞうするな！」

　かわいいとは思ったけど、結婚したいとまでは思ってねーよ。

「そんな……ウェディングドレスまで着て頑張ったのに……」

　がっくりと空がうなだれた。

「ウェディングドレスは女の子の夢、そして男の子にとっては発見……。花嫁姿という夢と幻の狭間はざまにある真実の姿を見せつければ、彗はきっとプロポーズしてくれると思ったのに……。だからあの時飛びついたのに……」

「そんなこと思っていたんかい」

　花嫁姿にあこがれていたわけじゃなかったのか。

　男の子の夢ぶち壊こわしである。

「やはり人生はままならない。計画通りにいかないもの」

「空が、あの空がたった数時間のアルバイトでそんな人生の真理を理解しただと？」

　やはり労働って尊とうといな。その尊さを失わないためにも、是ぜ非ひ日本の政治家たちは労働者の生活改かい善ぜんに力を入れてもらいたい。具体的に言うとブラック企業の取り締まり強化。

「彗」

「ああ、降りるか」

　そうこう話しているうちに到とう着ちやくしたようだ。

　俺たちは電車から降りて階段を上り、改札から外へ出る。

「あ」

「どうした？」

　歩いている途中、空が突然声を上げた。

「危うく忘れるところだった」

「ん？　何か忘れものでもしたのか？」

「違う。忘れるところだったのはバイトの目的」

　そう言えば聞いていなかったな。

　普段はグータラな、かわいいだけのダメ人間な空そらが、どうして今回急にバイトをするって言い出したのか。一体何だろう？

「ちょっと待ってて。すぐ戻る」

「あ、おい！」

　空はそう言うと、俺を置いて近くのビルの中に飛び込こんで行ってしまった。

　ビルの中なら警備員さんもいるだろうし一人でも安全だろう。

「……おまたせ」

　言われた通り待つこと五分。肩で息をしながら空が戻ってきた。

　手には何やら、包ほう装そうされた小さな箱が二つほど握られている。

　これが空のバイトの目的なのか？

「はい」

「え？」

　その目的と思われるものの片割れを、空は躊ちゆう躇ちよせず俺に渡してきた。

「何？　これ俺にくれるのか？」

「うん。それを彗さとるにあげることが、今回のわたしの目的だった」

　開けてみて──と空。俺はなるべく丁寧に包装を解といていく。

「これ、腕うで時計？」

「そう、それを彗にあげたかった。あんまり高くないけどそれなりのお値段」

「……どうしてまたこれを？」

「彗の誕生日プレゼント。みんなではあげたけど、わたし個人であげていないから」

　ちなみにペアウォッチ──と、空は自分の箱を開けて言いう。




「彗、いつも気にかけてくれてありがとう。これはその感謝の気持ち」




　微笑ほほえみながら空が言う。

　街灯に照らされ微笑む空の頰ほおが赤く染そまっているのが見える。

　その姿が、表情が、心が。

　言葉にならないくらい美しくて。

　どうしようもなく愛いとしくて。












「さ、彗さとる？」

「…………………………」

　気づいた時には空そらを強く抱きしめていた。

　通行人から生温かい視線を感じるけど、そんなのはどうでもよかった。

　俺のために何かしようと、頑張ってくれた義ぎ妹まいがただただ愛しくて、思わず抱きしめずにはいられなかった。

「空、ありがとうな。大切にする……」

「……うん」







　この日以降、俺の腕には黒の腕時計が常に装備されている。

　雨の日も風の日も、どこかへ行くときは常に一緒だ。

　これで時間を確認するたびに、空を抱きしめたことを思い出してしまい気恥ずかしさを覚えるけど、そんなことはささいなことだ。

　もう俺、スマホの時計機能は一生使わない。









夏






「夏だな……」

　七月最初の日曜日。

　マンションの窓からさんさんと輝かがやく太陽を仰ぎ見たらそんなセリフが自然と零こぼれた。なぜなら暑いから。

「こんな暑い日は、クーラーの効きいた涼しい部屋の中で快適に過ごすのがベストだよな」

「兄さんの言いう通りですね。こんな暑い日に外に出る人の気が知れません」

「今日、バイト休みでよかった。こんな日に冷蔵倉庫のバイトなんてしたら、温度差で身体壊こわれちゃうもん」

「ボクも同感。こんな日は無理せず部屋の中にいるのが一番だよね」

「あたしもこの日差しの中を歩くのはちょっとね……。変な風に日焼けしたくないし。真面目まじめに試験勉強するわ。もうちょっとで期末だし」

　俺の意見に実じつ妹まい、似に妹まい、異い妹まい、それに神み子こが同調する。

　多くの高校生は七月中旬に期末試験があるため、暑くなくてもこの時期は外出を控ひかえ始めるものだ。夏休み補習とかになったら目も当てられないし。

「ねえ彗、勉強教えてよ。わざわざそのために来たんだしさ」

「おっと、そうはさせませんよ神み子こさん。勉強でしたら兄さんではなく、このわたしが教えて差し上げます。ギャルのあなたでも理解できるくらい、懇こん切せつ丁寧に教えてあげますとも、ええ」

「ギャ、ギャルなのは関係ないでしょ!?」

「果たしてそうでしょうか？　先日ダカールで行われた国際会議で、中高生でギャル化した人としていない人の知能指数を割り出したところ、ギャル化していない人のほうが、ギャル化してしまった人に比べて明らかに高かったという結果が報告されています」

「そ、それは多分、ほら、アレよ……。ギャルになるといろんな人と横の付き合あいが広がるから。その付き合いを優先した結果に過ぎないわけよ」

「ところがそうじゃなかったんです。極小サイズのモスキート型のロボに血液サンプルを集めさせたらなんと…………ウィルスが見つかったんです。このウィルスは人間の脳を冒し、知能を低下させる働きがあったんです」

「噓うそ!?」

「噓じゃありません。こんなことが世間に知られれば混乱は必ひつ至しです。パンデミックになる前に事前にギャルを隔かく離りするよう、すでに一部の国々では動いているみたいですよ。　まあ、信じるか信じないかは神子さんの自由ですが」

「そ、そんな……。彗さとる、どうしよう!?　あたしどうしたらいいの!?」

「どうもしなくていいっつーの。そんなん噓に決まってるだろう」

　っていうか、ギャル文化は日本独特のもので他国にはないぞ。

　一部の国々って言いった時点で気づけよ。

「だ、騙だましたわねこの腹黒お嬢！」

「ふーんだ、騙されるほうが悪いんですよ。っていうか、こんなあからさまな噓に騙されるなんて神子さん、あなた本当に同じ学校の生徒ですか？　何か汚い手とか使ってません？　具体的には裏口入学とか」

「使ってないわよ！　使ったのはこの鉛筆だけだし！」

　そう言って神子が筆箱から取り出したのは、絶対合格と書かれた、いわゆる合格鉛筆。それの頭部分は彼女によって削られ、ちょっとしたサイコロに加工されている。

「わざわざ受験で有名な神社に行って買ってきただけあって、この鉛筆の効果ってものすごいわよね。入試問題の半分どころか、四分の三くらいわからなかったけど、この鉛筆を使ったら九割がた正解していたし」

「……兄さん、神様って本当にいるのでしょうか？」

「……今の話聞いたらマジでいそうな気がしてきたな」

　運任せで合格とか、神様が後押ししたとしか思えねえよ。

「そういうわけだから別に不正はしていないわよ。あたしの疑うたがいは晴れたみたいだし、この際さいあんたでもいいから教えてちょうだい。学校のテストってマークシートじゃないからこの鉛筆使えないのよね」

「はいはい、わかりましたよ」

　テーブルの上で教科書を広げる神み子こと、その反対側に座って指導に回る凛りん音ね。

　マラソン大会の時も思ったけど、やっぱりこの二人って相性がいいのかもしれないな。

　お互いを罵ののしり合いながらもちゃんと教えることは教えているし。

「青あお葉ばお姉ちゃん、ボクもテスト近いから教えてくれる？」

「いいよ。じゃあ、台所のテーブルでやろうか。お兄、そういうわけだから場所借りるけどいいよね？」

　いいに決まってるので首しゆ肯こうする。

　学校が違うし住んでいる場所も違うので、時々しか来れない異い妹まいの昴流すばるも、この環境にずいぶんと馴な染じんでいるようだ。

　年下の女の子に「お姉ちゃん」と呼ばれるのも慣れてきたみたいで、義理の姉である凛音はもちろんのこと、青葉もお姉ちゃん的な振る舞いを見せるようになってきている。

「だからな、俺は思うわけだよ。わが愛いとしの義ぎ妹まいよ」

　俺の椅子に座る空そらの肩を叩たたき続ける。

「お前も高校生のお姉ちゃんであることを自覚して、そろそろ自主的に始めてみないか？　試験勉強というヤツを」

「……後ろ向きに検討するしだい」

「前にも言いったけど、せめて前向きに検討しろよ」

「わかった。前向きにするからとりあえずこの縄外して」

　俺の椅子にぐるぐる巻きに固定された空がそんな提案をする。

「そいつはできない相談だな。だって、外したらお前逃げるだろう？」

　実際、前に一回逃げたからな。

　トイレに行きたいからと外したら、通気口から外に出ようとしたからな。

　空の尻しりがはまらなかったら、あぶなく逃げられるところだったぜ。

「今度は逃げない。絶対に約束する」

「本当か？　絶対逃げないか？」

「絶対逃げない。逃げたりなんかしない。わたしはこの恋から決して逃げない」

「そっちは是ぜ非ひとも逃げてくれ」

　ということは、勉強からは逃げる気まんまんじゃねえか。

　中間テストはマラソン大会で許してもらえたけど、期末はどうなるかわからんぞ。

　せっかくなくなった夏休みの補習が、復活する可能性も無なきにしも非あらずだ。

「十問解くごとに一周ぶん外してやる。自由になりたかったら、そのぶん試験勉強に励はげむんだな」

「そんな……酷ひどい。トイレに行きたくなったらどうする？」

「漏もらせば？」

「そ、そんなことできるわけない！」

　空そらが真まっ赤になってそう叫んだ。

　わりと必死なので、その時を想像してしまったのだと思う。

「トイレの時は外してやるよ。俺以外の誰かに監視を頼むけどな」

「そ、それだとわたし、恥ずかしい姿を見られることになる……」

「女同士だしそのくらい我慢しろよ。そんなの連れションと同じだろ？」

　女子もよく一緒にトイレ行くじゃん。

　連れションするのは男子だけじゃないって、お兄ちゃん知ってるんだからな。

「わたし、友達いないからそういうの初めてで恥ずかしい」

「……………………ごめん」

　俺の不用意な発言で部屋の空気が重くなった。

　空の発言は全員の耳に届いていたため、部屋の重力が五倍くらいになったと思われる。

　誰かこの空気をぶち壊こわしてくれ。




　──Ｔｒｒｒｒｒｒｒｒ。




「あ、俺のだ！　ちょっと電話出てくるな！」

　部屋の空気が重くていたたまれなくなったのでこれ幸いと、俺はスマホ片手に部屋を飛び出しコンビニに向かった。

　ジュースでも差し入れてなかったことにしようと思ったためである。

『はいもしもし？』

『誰だ!?』

『電話かけたのあんたじゃねえか！』

　反射的にツッコミを入れる。

『誰だって、知っての通りあんたの息子だよ、義と父うさん。あんたが引き取り育て上げた、義理の息子の彗さとるだよ』

『本当か？　本当に彗なのか？　本当に義理の息子の彗だったら、俺の出す問題に答えられるはずだ』

　笑う猫の次はドゥリフかい。

『なあ、義父さん。話すの疲れたから切っていいか？』

『悪い悪い、ちょっと義父さん悪ふざけが過ぎたな。すまなかった。最近日本の笑いに飢うえてるんだよ』

　かっかっかと、電話の向こうで楽しそうに笑う義と父うさんの声が聞こえる。

　わが義ち父ちながら本当に愉快な人だ。

　こういう人だから俺を引き取り、本当の息子のように育ててくれたのだろうけど。

『で、わざわざ電話してきた件は？　義か母あさんが妊娠したから新しい弟か妹の名前でも考えてくれとか？』

『もちろんそれもあるわけだが』

『あるのかよ!?』

　冗談で言いったのにマジなのかよ!?

『いや、実を言うとまだわからない。病院で検査してもらったわけじゃないからな。母さんの四回目の想像妊娠の可能性もある』

『ああ、うん、きっとそれだな』

『うーん、でもどうだろうな。もちろんその可能性もあるけど、本当に妊娠しているかもしれないぞ。何せ夫婦水入らずだし、母さんはあの通り未いまだに若くてかわいいからな。一週間の半分はやることやって──』

『義理とはいえ、息子にそういう生々しい話はやめろ……』

　両親の夜の生活についてなんて聞きたくないわ。

　想像するだけでめちゃめちゃテンション下がるだろうが。

『義父さん、手短に本題だけ言ってくれ』

　部屋にみんな集まっているからな。

　主あるじがゲストを待たせすぎるというのもあんまり良くない。

『ああ、わかった。じゃあ本題だけ』




　──お前、空そらと結婚する気あるか？


〈了〉










あとがき




　こんにちは塀へい流ながれ通とお留るです。

　作中同様、春もすっかり過ぎ去って季節は夏ですね。読者のみなさまはどんな夏を過ごすご予定でしょうか？

　僕はかわいい妹たちと脳内遊園地で楽しく遊んだ後、隣接されている脳内温泉で疲れを癒し、脳内高級ホテルのロイヤルスイートに一泊した後、脳内プライベートビーチのある脳内無人島へ脳内自家用ジェットを運転して赴くという脳内旅行プランを計画しています。

　ちなみに現実で行く予定はありません。世の中は常に厳しいですね。

　そんな厳しい世の中ですが、みなさまのおかげで無事とつおに二巻を出すことができました。本当にありがとうございます。

　そしてさらに重ねてお礼を申し上げたいと思います。

　というのもですね、実は二巻だけでなく三巻も出しましょうというお達しがすでに編集部から僕のところに来ているのですよ。

　これも全てみなさまからの応援のおかげです！

　三巻は現在鋭意制作中ですので、どうか引き続きよろしくお願いします！




　それではそろそろ謝辞のほうを。

　イラストレーターのねぶそく様。今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。

　空そらちゃんのウェディングドレス姿があまりにも素晴らしかったので、出来上がったイラストをプリントアウトして添い寝させていただきました。

　ひと時の夢、そして素晴らしいクオリティのイラストをありがとうございました。

　色々とお忙しいとは思いますが、三巻もどうかよろしくお願いします。

　担当のＯ様。今回も色々とアドバイスしていただきありがとうございます。

　新ヒロインのあの子と今回のアレのあの展開（ネタバレになるので言えない）とかは、あなた様のアドバイスがなければ、おそらく生まれることはなかったでしょう。

　見事なアドバイスで僕の脳みそを的確に刺激していただき本当にありがとうございました。これからもよろしくお願いします。




　そして最後に、この本を手に取ってくれた全ての読者のみなさま。

　僕のキャラクターたちがこうして楽しく過ごせているのは、全てみなさまの応援のおかげです。

　夏風邪など引かれぬよう体調に気をつけ、楽しい夏を過ごしてください。

　それでは、また。


塀流通留











突然ですが、お兄ちゃんと結婚しますっ！　《三巻予告編？》






　夏休みに入り、空そらの補習も終わり、みんなでどこかに出かけようと相談した俺たち。

「ではうちの別荘とかどうでしょう？」

「避ひ暑しよ地ちだから過ごしやすいよ」

「近くには泳げるほどきれいな川もありますからオススメです」

　海うみで泳ぐのは普通だけど、川で泳ぐのはちょっと珍しい。

　満場一致で決定したため、俺たちは別荘の使用許可をもらおうと星ほし延のべ邸を訪れる。

　そこで待っていた凛りん音ねの両親。

「…………結婚は認めん」

「とりあえず話聞いてください」

　妹と結婚する気はないと何度も繰くり返し主張するが、「結婚は認めん」の一点張り。

　人の話聞かないにも程があるだろうこの人。

「とにかく帰ってくれ。娘はやらん」

「だから別に凛音との結婚を認めてほしいってわけじゃなくてですね」

「何ぃっ!?　きみは、私の娘と結婚したくないというのか!?」

「だからそう言ってるでしょうが！」

「貴っ様ぁ！　私の娘のどこが気に入らないというのだ!?」

「そんなこと一言も言ってないだろうが！　結婚してほしいのかしてほしくないのかどっちだよ!?　落ち着いてくれ凛音のお義と父うさん！」

「誰がお義父さんだ!?　貴様にお義父さんと呼ばれる筋合いなどないわ！」

「あーっ、もう！　このおっさん超メンドくせえ！」

「筋合いはあります！　兄さんはわたしの未来の旦だん那なさまです！」

「凛音、訂正する。彗さとるはわたしの旦那さま」

「空ちゃん、噓うそはいけない。お兄はわたしのだ。そうだよね。お兄？」

「この妹たちも超メンドくせえ！」

「あんたが選んだ結果今でしょ。自じ業ごう自じ得とくだっての」

　話を聞かない妹たちとその親に加え、助けてくれない幼なじみ。

　俺は果たして楽しく夏休みを送れるのか？

　次回、『突然ですが、お兄ちゃんと結婚しますっ！３　とりあえず味み噌そ汁しるを作ってくれ』！

「結婚を認めよう」

　きみは、真実の愛を知ることになる──。


《この予告はフィクションです（たぶん）》

















特別付録　書き下ろし短編







　とある夜──安国寺神子は悩んでいた。

「……さすがに一日経っているし大丈夫よね。筋肉痛なんて何日も続くようなものでもないし」

　神子の言う通り、筋肉痛は通常続かないものだ。どんな辛い筋肉痛であっても、一日も経過すればほとんど抜けてしまう。動けないほど辛いというものはまずない。明日になれば普通に動けるようになっているだろう。

「でも、動けるようになってもキツいことには変わりないわよね」

　これも神子の言う通りだ。動けるようになっても痛いものは痛い。彗のように一人暮らしをしているとなると、掃除に料理とやらなければならないことは多い。軽くなっているとはいえ、筋肉痛の身では何かと辛いだろう。

「やっぱ明日行ってあげたほうが……いやいや、本人大丈夫って言ってたし？　……でも、でも………………う」

　明日彗の部屋に行くべきか、行かざるべきか、それが問題だ。

「………………………………よし、決めた。やっぱ行こう！」

　結論が出たようだ。

「やっぱり友達として心配だし、こういう時くらい手伝いに行ってあげてもいいわよね！　引っ越し以来あんまり話せていないし」

　春先に行われた舞並一家の引っ越し以来、神子と彗の会話は明らかに減った。

　それを埋める意味でも行ったほうがいい。このまま疎遠になりたくない。

　小学校の頃、この街に引っ越してきて、初めてできた友達なのだ。

　学校の壁や性別の壁、そういう障害を乗り越えて、今の今まで続いているこの関係を薄れさせたくなんてない。

　そうと決めたらまずは──。

「…………か、かわいい下着って持ってたかしら？」

　神子がまず行ったことは、持っている下着の確認だった。

「べ、別に期待しているわけじゃないし!?　夕方じゃなくて昼間行くからそういう雰囲気になんてならないだろうし!?」

　そう言いながらも必死で下着のチェックをする神子である。

　誰も聞いていないのに勝手に一人で言い訳をしているところを見ると、思いっきり期待しているとしか思えない。

「で、でも万が一ってことも……あるわよね？」

　そう呟き財布を握ると、神子は日が沈んだ夜の街に飛び出した。

　翌日、神子が彗の部屋を訪れた際、かわいい下着を身に着けていたかどうか？

　それはまた別の機会に。









　著者

　塀流通留（へいながれ・とおる）
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